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令和8年度版

しせつの損害補償

社会福祉法人等が経営、運営する
福祉施設・事業の賠償・傷害事故と、
法人の経営にともなうリスクを
幅広く補償します。

「しせつの損害補償」に新たな加入方式「法人包括プラン」ができました。従来の「しせつの損害補償
（施設単位加入）」と「法人包括プラン（法人包括加入）」のいずれかを選択・加入できます。

プラン1 施設業務の補償 プラン3 職員等の補償 プラン4 法人役員等の補償プラン2 施設利用者の補償

従来のしせつの損害補償は、社会福祉法人、社会福祉協議会、公立福祉施設（自
治体）、NPO法人、公益社団法人、公益財団法人が加入対象です。しせつの損害補償

（従来の加入方式）

「法人包括プラン」・「しせつの損害補償（従来の加入方式）」ともプラン１～４は、共通内容です。

NEW法人包括プラン

全ての
施設･事業を
自動補償

第1種
社会福祉事業

第2種
社会福祉事業

公益事業収益事業

「法人包括プラン」は、福祉施設・事業を経営・運営する社会福祉法人が加入
対象です。（社会福祉協議会を除く）

安心安心

簡単簡単

ポイント1

ポイント2

ポイント3

福祉施設（事業）の明細要らずで、全ての福祉施設･事業を
賠償事故からまとめて補償

期中で新たに始めた福祉施設（事業）も手続き不要で自動補償

契約時は全ての入所型･通所型施設の合計定員数の申告のみ
（保育所は別途加入）

便利便利

スマートフォンやタブレットの場合は
こちらの二次元コードよりホーム
ページにアクセスしてください。https://www.fukushihoken.co.jp/ よりアクセス!!

PCからの場合は、ふくしの保険　検索

見積作成・加入手続きは簡単便利なインターネットから!!
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Ⅰ 県民参加型の地域福祉の推進 

本会の事業内容や県内の福祉関連情報、当面の福祉課題や社会福祉に関する制度の解説等

を掲載した広報紙「ふくしとちぎ」をはじめ、視覚・聴覚障害のある方や福祉職就職希望者

向けの各種情報紙を発行した。また、福祉関連の講座・研修情報や本会の業務内容、災害ボ

ランティア情報等について、ホームページによる情報提供に努めるとともに、ＳＮＳ

（Facebook、Instagram）の活用による情報発信を行った。さらに、情報発信力強化に向けて、

ホームページのリニューアルを進めた。また、「栃木県民福祉のつどい」を開催し、県内で

活躍している福祉関係者を表彰し、活動への意欲を高めた。 

ボランティア・市民活動の支援としては、引き続き「栃木県こども（地域）食堂サポート

センター」運営に取り組んだほか、市町社協、ボランティア団体、ＮＰＯ、行政、企業など

関係機関と幅広く連携し、ネットワークづくりと協働を推進するとともに、栃木県地域福祉

振興基金（栃の実基金）による助成や栃木県ボランティア活動振興センターの運営により、

広く県民へのボランティア活動の情報提供と参加促進を図った。 

福祉教育の推進においては、市町社協、教育機関、地域住民、地域活動団体、企業などの

連携・協働に向けてセミナー等を実施し、全世代に向けた福祉教育の推進を図るとともに、

とちぎ福祉教育研究会において栃木県における福祉教育のあり方について検討した。 

民生委員・児童委員との協働に関しては、民生委員・児童委員活動の充実を図るため、栃

木県民生委員児童委員協議会と連携しながら、各種研修会の開催や助成、給付等による民生

委員・児童委員活動への支援を行うとともに、民生委員・児童委員の協力者・後継者を育成

するための講座を実施した。 

とちぎ視聴覚障害者情報センターにおいて、視覚・聴覚障害のある方への幅広い情報提供

や社会参加の促進を図った。また、支援者の育成を目的として点訳・音訳ボランティア、手

話通訳者、要約筆記者等の養成講習会を実施したほか、令和４年 10 月に本県で開催された国

民体育大会及び全国障害者スポーツ大会のレガシー事業として、手話通訳・要約筆記チャレ

ンジ講座（いちご一会キャラバン）を実施した。さらに、栃木県障害者ＩＣＴサポートセン

ターにおいて、視覚・聴覚障害のある方のＩＣＴ機器の利活用を支援した。 

また、栃木県から「とちぎ福祉プラザ」の指定管理者として指定を受け、福祉活動拠点で

ある同プラザの効率的な管理運営に努めるとともに、障害者スポーツの拠点施設である障害

者スポーツセンター（通称「わかくさアリーナ」）の効率的な管理運営にも努めた。 

 

 

実 施 事 業 の 概 要 

‒1‒
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Ⅱ 市町社協活動の推進・支援 

地域共生社会の実現に向けて、地域づくりのための活動基盤整備や、住民や関係機関と連携

した相談支援体制の構築を促進するため、各種研修会等を実施した。 

また、市町及び市町社協の包括的な支援体制の整備を個別支援する事業を実施し、階層別研

修会や専門研修会等を通して社協職員の資質向上を図るなど、地域福祉活動を推進するための

適正な運営と基盤の強化を図った。 

さらに、栃木県地域福祉振興基金（栃の実基金）を活用し、市町社協や市民団体等による地

域福祉・ボランティア活動を支援した。 

住民主体の地域づくりを支援する人材の育成については、コミュニティワーク等の研修会を

開催し、人材の育成を図ったほか、地域福祉推進の取組と連携した生活支援体制整備事業の推

進などについての情報共有や検討の場として情報交換会や研修会、セミナーを開催した。 

 

Ⅲ 福祉サービス利用者のための支援の強化 

判断能力が十分でない方を対象に福祉サービスの適切な利用を援助する日常生活自立支援事

業（とちぎ権利擁護センター・あすてらす）を県内全ての市町社協に事業の一部を委託して実

施するとともに、各種の研修会や会議を開催し、専門員等の資質の向上や関係機関との連携を

図り、本事業の更なる充実に努めた。 

  また、認知症や精神障害・知的障害などにより判断能力が不十分な方が、地域で必要な支援

を受けることができるよう、成年後見制度の活用を含めた権利擁護支援体制の構築に取り組ん

だ。法人後見事業の推進を図るため、担当職員に対する研修や情報交換の場を提供するととも

に、法人後見支援員の養成及びフォローアップ研修を実施し、事業実施の後方支援を行った。

さらに、地域の相談支援機関や中核機関に携わる職員を対象とした研修を実施し、相談対応技

能の向上とともに支援体制の強化を図った。とちぎ成年後見支援センター運営委員会では、県

内における成年後見制度利用促進に向けた現状と課題について協議し、社協と専門職団体等と

の連携体制を構築した。 

  第三者機関として設置されている栃木県運営適正化委員会においては、日常生活自立支援事

業（とちぎ権利擁護センター・あすてらす）の適正な運営の確保や福祉サービスに関する利用

者等からの苦情の適切な解決を図るため、研修会の開催など各種事業を実施した。 

  同じく第三者機関として設置されているとちぎ福祉サービス第三者評価推進機構においては、

福祉サービス事業者の提供する福祉サービスの質の向上と利用者の適切なサービスの選択に資

することを目的として評価調査者向けの研修会を開催するなど、栃木県における福祉サービス

第三者評価事業の推進を図った。 

また、評価機関として地域密着型サービス外部評価事業を実施し、地域密着型サービスの質

の向上に取り組んだ。 
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Ⅳ 福祉人材の確保と育成 

福祉・介護分野の人材不足が続く中、学生や他分野からの転職者等に対して、職場体験や

スタート講座を開催したほか、介護福祉士等修学資金や就職支援金等の貸付などにより福祉

分野への幅広い人材の参入促進を図るとともに、県内各地において求人事業所と求職者の相

談会を開催し、人材の確保・就労を支援した。 

とちぎ保育士・保育所支援センター業務では、引き続き潜在保育士等を対象とした講座や

相談会の開催、就職準備金の貸付などを実施し、人材の確保に取り組んだ。 

また、職場定着支援の一環として、福利厚生センター加入者へのサービスの充実と未加入

法人への加入勧奨を行い、社会福祉事業従事者の福利厚生の増進に努めた。 

さらに、社会福祉事業従事者等への研修について、関係福祉団体等の意見も踏まえ、それ

ぞれの職務の専門性に応じ、福祉の動向を的確に捉えた内容の実施に努め、福祉人材の資質

の向上を図った。 

 

Ⅴ 生活困窮者の自立支援の推進 

生活困窮者の課題解決に向けた相談窓口設置のほか、市町社協の相談機能強化に向けた担

当者からの個別相談への対応など、市町社協との連携により生活困窮者の自立支援に対する

取組の強化を図った。 

さらに、低所得世帯や障害者世帯、高齢者世帯に対し、必要な資金（生活福祉資金）の貸

付等を行い、経済的自立及び生活意欲の助長促進を図った。また、市町社協をはじめとする

関係機関との連携のもと、滞納世帯への償還指導を行うなど、償還業務の適正化及び債権管

理の強化に努めた。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等で困窮した世帯に対する緊急

小口資金及び総合支援資金の特例貸付については、償還金収納や償還免除等の処理を進めた

ほか、市町社協とともに特例貸付の借受人へのフォローアップ支援を行い、償還が困難な借

受人等に対し償還猶予や少額返済などの案内を行った。 

 

Ⅵ 社会福祉事業経営者等との連携、支援 

社会福祉施設の振興・発展及び地域福祉への貢献に向けた課題の解決策等を検討するため、

社会福祉施設部会を開催し、各種別間での情報交換を行ったほか、社会福祉施設及び種別協

議会の運営を支援した。 

社会福祉法人の責務として位置付けられている「社会福祉法人による『地域における公益

的な取組』」について、栃木県社会福祉法人による「地域における公益的な取組」推進協議

会の運営及び「いちごハートねっと事業」への支援を行った。 
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Ⅶ 災害対応力の強化 

災害時における災害ボランティアセンター運営体制の強化を目的に、人材育成や関係機関・

団体との平時からの関係づくりを行った。 

また、大規模災害発生時に高齢者や障害者などの要配慮者に対し社会福祉士や介護福祉士

等の専門職で構成する「災害福祉広域支援チーム（ＤＷＡＴ）」を派遣するためのチーム員

の養成研修等を実施した。 

 

Ⅷ 県社協の組織活動の強化 

会務の適正な運営を確保するため、組織体制の充実・強化に努めるとともに、職員の資質向

上及び事業運営の透明性の向上を図った。 

また、令和３年度を始期とする栃木県社会福祉協議会活動推進計画（第４期）の点検・評価

を行い、より効果的な事業の実施に努めた。 

  さらに、運営基盤の強化のため、会員の加入促進をはじめ、図書斡旋等による収入の確保、

栃木県地域福祉振興基金（栃の実基金）の造成や駐車場運営を行うなど自主財源の確保に努め

た。 
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Ⅰ 県民参加型の地域福祉の推進 

  

１１  地地域域福福祉祉へへのの関関心心・・理理解解のの促促進進  

 ⑴ 広報活動の充実  

① ふくしとちぎの発行  
     本会事業をはじめ県内の福祉情報を提供するため、本会広報紙ふくしとちぎを発行した。

（No.526～No.531（隔月６回）発行 発行部数 各 7,500 部） 

 

  ② 福祉人材・研修センターニュースの発行 

    福祉職に関する情報提供やセンターのＰＲのため、福祉人材・研修センターニュースを

発行した。 

（No.221～No.224（４回）発行 発行部数 各 2,000 部） 

 

③ 点字図書館だよりの発行 

新刊図書案内、センターからのお知らせ等を提供するため、点字図書館だよりを発行し、

利用者及び関係機関への広報を行った。 

（４回発行 発行部数 各 840 部） 

 

  ④ ｅａｒたより 21の発行 

    聴覚に障害のある方への情報提供のため、earたより21を発行した。 

（４回発行 発行部数 各 850 部） 

 

⑤ ホームページの充実 

本会ホームページにより、福祉関連の各種講座研修情報、本会の業務内容、災害ボラン

ティア情報等について県民に情報提供を行った。 

 

  ⑥ ソーシャルメディア等の活用による情報発信 

    本会公式ＳＮＳとして Facebook 及び Instagram により、本会事業等について情報発信

を行った。 

 

SNS アカウント 投稿回数 
「いいね」合計数 

(R8.3.31 時点) 

「いいね」平均数 

(R8.3.31 時点) 

Facebook 10 回 34 3.4 

Instagram 56 回 1,661 29.7 

 

  ⑦ 栃木県民福祉のつどいの開催・県社協会長表彰の実施 

    県民全体が福祉について考え、参加者が自らの活動への意欲を高めることを目的として、

栃木県を含む９団体と協同で「第 31 回栃木県民福祉のつどい」を開催した。 

    また、その席上で県内の社会福祉に功労のあった者を対象に、県社協会長表彰を実施し

た。（表彰 3団体 235 人） 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.8.21(木) 宇都宮市 

宇都宮市文化

会館 

式典 

・知事表彰、各団体会長表彰 

・県民福祉宣言 

・斉唱 県民の歌 

363人 
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⑵  福祉関係資料の整備と利用の促進 

① 福祉関係図書及びビデオ等の閲覧・貸出及び環境整備 
とちぎ福祉プラザ福祉情報コーナーにおいて、福祉関係図書及びビデオ等の閲覧・貸

出を行った。（貸出数 図書 344 冊） 

  

  

２２  ボボラランンテティィアア・・市市民民活活動動のの振振興興・・支支援援  

 ⑴ 社協ボランティアセンターの充実・強化 

① 栃木県ボランティア活動振興センターの運営 

ア 運営委員会の開催 

ボランティア活動振興センターの効果的な運営を図るため、運営委員会を開催した。 

 

イ ボランティア活動振興センター預託金の管理 

・指定預託金の預託 実績なし 

・無指定預託金の預託/払出 実績なし 

・無指定預託金額計  623,979 円 

ウ ボランティアルームの運営・管理 

ボランティアやボランティア団体の交流、情報交換などを目的としてボランティアルー

ムを運営した。 

 

② 福祉ボランティアコーディネート相談事業の実施 

ボランティアコーディネーターを配置し、ボランティアに関する総合的な相談を行った。

（栃木県ボランティア連絡協議会への委託事業） 

〈来訪・電話数〉4,226 人 〈相談件数〉40 件 

 

③ インターネットによるボランティア情報の発信 

とちぎ福祉ナビゲーションを活用し、ボランティア情報、災害支援情報、各種助成情報

等を随時提供した。 

 

④ 市町社協ボランティアセンター事業への支援 

   ア 市町社協ボランティア担当者連絡会議の開催 

社会福祉協議会が実施するボランティア推進事業を取り巻く動向や課題の共有化と、相

互の情報交換並びに職員の顔の見える関係づくりを通じて、市町社協ボランティア業務

の推進を図るため、担当者連絡会議を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.6.16(月) 

  

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

  

(1)ボランティア担当者自己紹介 

(2) 実践報告 

「那須町ボランティアセンターの取組について」 

 報告者：那須町社会福祉協議会  

20 人 

期 日 場所 内  容 出席者数 

（第1回） 

R7.9.19(金) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 
(1)令和6年度報告について 

(2)令和7年度事業経過報告について 

(3)意見交換 

14人 

（第2回）

R8.3.6(金) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

 

(1)令和7年度事業経過報告について 

(2)令和8年度事業計画（案）について 

(3)意見交換 

15人 
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ボランティアセンター係長・地域福祉係 

川上 未来 氏 

ボランティアコーディネーター・会計係主事 

高根澤 舞紋 氏 

(3) 本会からの情報提供・情報交換 

・令和７年度実施事業に関する情報交換 

・その他アンケートに沿った課題共有や意見交換 

R8.1.19(月) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

  

(1)事例共有・意見交換 

 「ボランティア募集・講座、イベント等の周知方

法、SNS の活用について」 

(2)情報交換 

・令和７年度実施事業に関する情報交換 

・広報、SNS 活用に関する情報交換 

15 人 

 

 

イ とちぎ社協ボランティアセンターあり方研究会【新規】  

『社会福祉協議会』という特性を生かした VC のあり方、役割や価値を整理し、社協

VC の機能強化を目的として研究会を設置した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.1.19(月） 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

 

(1) 研究会の趣旨説明 

(2) 自己紹介 

(3) 研究協議 

それぞれの社協から、参加の動機やVCの現状、

研究会で検討したいテーマについて  

10 人  

R8.3.11(水） 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

 

⑴「市区町村社会福祉協議会ボランティア・市民活

動センター強化方策 2023」「社会福祉協議会基本

要項 2025」から考える社協 VCの姿 

⑵目指すべき社協 VC の理想像について 

⑶その他 

9 人 

 

⑵ ボランティア・市民活動の環境整備 

① 市民、企業、勤労者等のボランティア参加を促す事業の実施 
ア ぼらんてぃあカフェの実施（参加者計 790 人） 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

着物ほどき 64 60 75 75 58 58 52 22 55 47 52 37 655 

〃    （定例） 4 - 4 - 5 － 5 － 4 － 5 － 27 

〃    （随時） 60 60 71 75 53 58 47 22 51 47 47 37 628 

リメイク帽子作り 0 9 18 10 0 6 11 23 1 7 0 33 118 

〃   （定例） - 8 18 10 - 6 － 6 － 6 - 9 63 

〃   （随時） 0 1 0 0 0 0 11 17 1 1 0 24 55 

エコバック作り(随時) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 

夏休み子ども福祉教室 - - - - 14 － － － － － － － 14 

  合計（延人） 65 70 93 85 72 64 63 45 56 55 52 70 790 
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イ 企業、労働組合等が実施する社会貢献活動の相談調整 

    ・紙おむつ・日用品寄贈 

      とちぎコープ生活協同組合 10 社協（紙おむつ 16袋、日用品 792 点） 

    ・観劇招待 

日産労連 NPO センター「ゆうらいふ 21」 72 施設（ｸﾘｽﾏｽﾁｬﾘﾃｨ公演 1,383 名） 

・福祉車両寄贈 

      一般社団法人生命保険協会栃木県協会 2社協（計 2台） 

    ・車いす寄贈 

      株式会社ツルハホールディングス・クラシエホールディングス株式会社 2 施設

（計 3台） 

栃木県遊技業協同組合 5 施設（計 10台） 

・商品寄贈  

セブン－イレブン・ジャパンから店舗改装時等に寄贈を受け、生活に困難を抱えた

個人・世帯の支援を行うため市町社協に配布 延べ 4社協 

    ・カレンダー寄贈 

      一般社団法人栃木県銀行協会 

      （とちぎ福祉プラザ 1階ボランティアルームで配布） 

 

② 栃木県地域福祉振興基金（栃の実基金）事業の実施 

    地域における民間福祉活動の推進並びにボランティア活動の振興を目的として、栃木県

地域福祉振興基金（栃の実基金）を活用し市民団体等への支援を行った。 

 

ア 県域団体支援事業 

№ 団 体 名 事 業 内 容 助成額(円) 

1 

栃木県ボランティア

連絡協議会 

・研修の実施 

・機関紙の発行や各種イベント参加 

・相談事業 等 

    800,000 

2 

社会福祉法人栃木い

のちの電話 

・心の悩みについての相談（365 日・24時間） 

・相談員になるための研修 

・自殺防止の啓発を目的とした公開講座 等 

    400,000 

合計 2 団体  1,200,000 

 

イ 市民団体支援事業 

№ 団 体 名 事 業 内 容 助成額（円） 

1 北犬飼こども食堂ライト こどもや地域の方々への食事による交流事業 200,000 

2 かぬまうたごえ喫茶 第 100 回うたごえ喫茶 200,000 

3 鹿沼市聴覚障害者協会 聴覚障害者敬老を祝う会 150,000 

4 
鹿沼地区手話通訳者連絡

会 

防災と被災後の学習会 140,000 

5 ボランティア「みなみ」 おせち作り 100,000 

6 のびる会 
ノートパソコン購入（デイジー図書編集作成

用） 

120,000 
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7 

特定非営利活動法人

Fukushima こころつなぐ

プロジェクト 

自助・共助・公助をつなぎ防災力をつける地

域ネットワークの構築業） 

170,000 

合計 7 団体 1,080,000 

 

③ ボランティアコーディネーションセミナーの実施 

多様化する地域課題の解決に向けて、地域と個人を繋ぐコーディネーターとしての知識

や技術を学ぶことを目的として開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.12.5(金) 

  

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・講義「地域の願いを形にするコーディネーション」 

・ワークショップ「魅力的なボランティアプログラム

のつくり方と見せ方」 

講師 特定非営利活動法人とちぎユースサポーターズ

ネットワーク 代表理事 岩井 俊宗氏 

16 人 

 

④ 「“住民主体”の地域支え合い推進フォーラム inとちぎ」の実施 

 県内の“住民主体”による支え合いの活動実践を交え、地域住民の身近で自然な支え

合いの大切さを学び、広げて行くことを目的に開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R8.2.27(金) 宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

(1)基調講演「いつまでも自分らしく生活ができる地域

に必要な〇〇～2040 年に向けた地域デザイン」 

(2)実践発表 

①福島県平田村「「できる人が」「できることを」

「できる時に」～住民主体ボランティア「ちょこっ

と助け隊」の活動について～」 

発表者 平田村社会福祉協議会 平田村地域包括支

援センター 鈴木 仁美氏 

②茨城県結城市「特別支援学校×地域で育む 地域を

かえるチカラ」 

発表者 結城市社会福祉協議会 池羽 修一氏 

結城市特別支援学校 坪松 久美子氏 

髙橋 香織氏 

③栃木市「地域をつなげる妙唱寺」  

発表者 妙唱寺         近澤 岳生氏 

栃木市社会福祉協議会 早乙女 敬一氏 

(3)まとめ 

 

(1)・(3)講師 

一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会 

医療経済研究機構政策推進部副部長 

中村 一朗氏 

112 人 

 

⑤ 各種助成事業の情報提供等 

地域福祉の推進及びボランティア活動支援を対象とした各種団体の助成情報を市町社協

並びにボランティア団体等に提供した。 
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  ⑥ 栃木県こども（地域）食堂サポートセンターの運営 

   ア 相談受付件数 111 件 

   イ ホームページ登録 126 か所 

   ウ セミナー開催 

   ・こども（地域）食堂開設講座の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.8.30(土) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・講話 

 「～食で繋がる～みんなで作る地域の場所」 

講師 

（一社）栃木県若年者支援機構 

        荻野 友香里氏 

・実習 

献立作り、買い出し、調理 

・実食 

・後片付け、本日のふりかえり 

19人  

 

   ・栃木県こども（地域）食堂情報交換会 2025 の開催  

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.9.22(月) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・ロゴマーク愛称発表  

・話題提供 

「地域におけるこども食堂と居場所の役割」 

話し手 認定NPO法人全国こども食堂支援

センター・むすびえ 

        ディレクター 森谷 哲氏 

・エピソード発表 

昭和こども食堂 荻野 友香里氏 

  ブラっとこども食堂 髙間 智浩氏 

  こどもカフェみんなの樹 恩田 弥生氏 

・情報交換会（グループ） 

ファシリテーター  

（一社）栃木県若年者支援機構子どもの貧

困対策事業部長  荻野 友香里氏 

全国こども食堂支援センター・むすびえ 

ディレクター 森谷 哲氏 

50人  

   

  エ 寄附金品等の仲介調整  

   ・受入  45 件  

   ・分配  641 件 

 

 ⑶ 関係機関・団体との連携及び支援 

① 福祉ボランティアネットワーク化推進事業の実施 

ア 住民相互の助け合い活動を広げるためのネットワークの充実を考える研修会の開催 

    「住民相互の助け合い活動」に焦点をあて、住民参加型在宅福祉サービスにおける安

心・安全な在宅福祉サービスに必要なことや活動中の困りごとにどう対応したらいいか

を理解し、互いに意見交換できる機会の確保、活動者同士のゆるやかなつながりを目的

に本研修会を開催した。 
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期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.2.27(金） 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

  

⑴【事例ワーク】「活動中に判断に迷う事例について」

⑵【講義】「安心・安全な在宅福祉サービスに必要な

こと」 

講師 作新学院大学女子短期大学部 

教授 坪井 真氏 

9 人 

 

②  災害時福祉救援ボランティア推進事業の実施 
ア 栃木県・宇都宮市総合防災訓練    

大規模災害を想定した総合防災訓練に開催地である宇都宮市社会福祉協議会等ととも

に参加した。また、総合防災訓練にあわせて、本会独自訓練として職員の安否確認訓練、

福祉救援対策本部設置運営訓練を実施した。  

    

   イ 災害対応マニュアル・BCP（業務継続計画）の見直し、必要資機材の補充 

     災害時に迅速かつ適切な支援が図れるよう、災害対応マニュアルにおける災害対応体

制等の見直しを行うとともに当年度の業務に合わせて BCP の見直しを行った。また、災

害時備蓄品や必要資機材の補充を行った。 

 

③ 福祉ボランティア団体育成・指導事業の実施 

    県内福祉ボランティア団体の育成、ボランティア団体間の連携強化を図ることを目的と

して、栃木県ボランティア連絡協議会に研修会の開催を委託した。 

 

④ 栃木県ボランティア連絡協議会との連携 

栃木県ボランティア連絡協議会と連携・協力し、県内のボランティア・社会参加活動の

振興を図った。 

 

 

３３  福福祉祉教教育育のの推推進進  

⑴ 福祉教育推進の基盤整備 

① とちぎ福祉教育研究会の開催 

    地域での様々な生活課題を学習素材とし、地域における福祉課題を協同して解決する力

や地域住民の福祉力を育むとともに、栃木県における新しい福祉教育のあり方、県内市町

社協の福祉教育事業の推進を目的としてとちぎ福祉教育研究会を開催した。 

（構成メンバー：市町社協職員、大学教員、県共同募金会職員、県社協職員等） 

 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.6.16(月) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・基調講義 

「今日的な福祉教育の意義や必要性、理論につい

て」 

講師：四天王寺大学 教育学部教育学科幼児教育 

保育コース  准教授 □田 祐一郎氏 

・報告 

⑴「学校現場における福祉教育の取組みについて～

関係機関との連携～」  

報告者：栃木県総合教育センター 

⑵「とちぎ福祉教育研究会の取組みについて」 

・情報交換（各市町社協の福祉教育事業等） 

19 人 
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R7.9.2(火) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・情報交換 

・令和７年度研究会協議テーマについて 

11 人 

 

R7.9.30(火) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・事例集の作成について 

・情報交換 

6 人 

R7.10.30 

(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・福祉教育プログラムについて深める 

・情報交換 

10 人 

R7.12.17 

(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・「ねらい」を基に車椅子プログラムを深める 

・情報交換 

10 人 

R8.1.28（水) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・「ねらい」を基に車椅子プログラムを深める【継

続】 

・情報交換 

12 人 

 

⑵ 学習機会の提供 

① 人権・福祉教育推進セミナーの開催 

地域社会の担い手育成の中核となる人権教育、福祉教育担当者を対象に、総合教育セン

ターの「人権教育指導者専門研修」との共催により、学校、地域の人権・福祉に関する問

題の理解を深めるとともに、差別意識をなくし人権意識を高められるような教育のあり方

を学ぶことを目的として本セミナーを開催した。 

期日 場 所 内 容 参加者数 

R7.8.20(水) 

  

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義①「地域共生社会と人権・福祉教育の役割・目

的」 

講師 宇都宮短期大学 人間福祉学科  

教授 宮脇 文恵氏 

講義②「目が見えないということは？」 

講師 とちぎ視聴覚障害者情報センター  

主事 佐藤 佳美氏 

演習・グループワーク 

講義①、②を踏まえた授業で活用できる福祉教育プ

ログラムづくりを行った。 

講師 同上 

42 人 

 

② とちぎ地域活動啓発支援プロジェクト 

ア マッチング事業の実施（訪問活動、情報交換会） 

ａ 訪問活動 

アの実態調査結果を踏まえ、県内の地域活動者（団体）や企業等を訪問し、取組内容

の詳細について聞き取りをした。なお、企業等への訪問においては、市町社協や地域の

取組みの関係者らとともに訪問し、より具体的な情報交換を行った。 

・訪問時期 令和7年12月～令和8年2月 

・訪問企業等 7カ所 

ｂ 情報交換会 

地域共生社会の実現を目指して、地域のあらゆる住民や地域の企業、法人等が連携し

た取組みを促進することを目的に情報交換会を開催した。 
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期日 場 所 内 容 参加者数 

R8.3.16(月) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴とちぎ地域活動啓発支援プロジェクトについて（趣

旨、実態調査、訪問活動取組報告） 

⑵県内実践事例発表 

・「子ども食堂との協働事例」 

発表者 

ヨシケイ栃木フーズ株式会社 代表取締役社長  

大塚 貴則氏 

栃木県こども（地域）食堂サポートセンター  

桧原 賢一 

・「就労支援（中間的就労）での協働事例」 

発表者 

株式会社美土里農園 取締役 経理部長  

桧山 智之氏 

茂木町社会福祉協議会  

生活相談員兼ともだち作業所管理者  

高橋 亮人氏 

⑶フリートーク 

34人 

 

③ 市町社会福祉協議会福祉教育担当者連絡会議 (兼とちぎ福祉教育研究会第1回研究会) 

の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.6.16 

(月) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・担当者自己紹介 

・基調講義 

「今日的な福祉教育の意義や必要性、理論について」 

講師：四天王寺大学 教育学部教育学科幼児教育保

育コース 准教授 □田 祐一郎氏 

・報告 

⑴「学校現場における福祉教育の取組みについて～関

係機関との連携～」  

報告者：栃木県総合教育センター 

⑵「とちぎ福祉教育研究会の取組みについて」 

・情報交換（各市町社協の福祉教育事業等） 

19 人 

 

④ 福祉講座・ボランティアスクール等の企画の相談、高齢者疑似体験装具の貸出、講師の

紹介・派遣等の実施 

ア 講師派遣 

主 催 期 日 場 所 内 容 

宇都宮市社会福祉

協議会 

R7.6.21(土） 宇都宮市 

宇都宮市総合福祉

センター 

災害福祉救援ボランティア養成

講座 

那須烏山市社会福

祉協議会 

R7.7.6(日) 那須烏山市 

那須烏山市大桶運

動公園 

那須烏山市水防訓練における災

害ボランティアセンター設置運

営訓練 

とちぎコープ生活

協同組合 

R7.10.31(金) 宇都宮市 

とちぎｺｰﾌﾟ本部 

広がる地域課題と協働の力 

～ともに生きる地域づくりに向
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R8.1.26(月) 宇都宮市 

コーププラザ 

けて～ 

矢板市社会福祉協

議会 

R7.11.28(金) 矢板市 

矢板公民館 

ボランティア活動について 

県シルバー大学校 R8.1.21(水) 矢板市（北校） 地域福祉について 

R8.1.30(金) 宇都宮市（中央校） 地域福祉について 

R8.2.5(木) 栃木市（南校） 地域福祉について 

R8.2.24(火) 宇都宮市（中央校） 地域福祉について 

野木町社会福祉協

議会 

R8.1.17(土) 野木町 

野木町老人福祉セ

ンター ホープ館 

野木町災害ボランティアセンタ

ー運営訓練 

栃木県料理業生活

衛生同業組合 

R8.2.16(月) 宇都宮市内 

 

災害時の支援活動について 

下野市社会福祉協

議会 

R8.2.21(土) 下野市 

下野市保健福祉セ

ンター ゆうゆう館 

下野市社会福祉協議会災害ボラ

ンティアセンター運営訓練 

豊田地区社会福祉

協議会（小山市） 

R8.2.21(土) 小山市 

豊田地区公民館 

ふれあい活動アンケート結果報

告会 

上三川町社会福祉

協議会 

R8.2.25(水) 

【中止】 

上三川町 

上三川町いきいき

プラザ 

上三川町社会福祉協議会災害ボ

ランティアセンター運営訓練 

 

イ 福祉講座等の企画の相談・講師紹介等（随時） 

 

⑶ 教育職員免許法の特例法による「介護等の体験」 

  ①「介護等の体験」実施の調整 

    「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法

律」の規定に基づいて行われる、教員免許取得希望者による社会福祉施設等での「介護等

の体験」を円滑に進めるための調整業務を行った。 

    【申込状況】     

 大学／短大 学校数 申込学生数(人) 辞退者数(人) 体験者数(人) 

県内 

大学 5 504 9 495 

短期大学 2 27 2 25 

計 7 531 11 520 

県外 

大学 12 34 1 33 

短期大学 0 0 0 0 

計 12 34 1 33 

全体 

大学 17 538 10 528 

短期大学 2 27 2 25 

計 19     565 12 553 

 

    【施設別体験者数】                              

介護等受入施設 受入施設数 体験者数（人） 

救護施設 1 5 
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児童養護施設 4 15 

特別養護老人ホーム 40 222 

養護老人ホーム 2 17 

老人デイサービスセンター 5 98 

軽費老人ホーム 0 0 

老人保健施設 5 31 

障害日中活動施設 22 160 

障害入所支援施設 1 5 

合    計 80 553 

 

 

４４  民民生生委委員員・・児児童童委委員員活活動動ととのの協協働働  

 ⑴ 栃木県民生委員児童委員協議会との連携・協働  

栃木県民生委員児童委員協議会の主催する事業への協力及び協働活動を推進した。 

事業名 期日 場 所 内 容 

第35回 

栃木県民生委員児童

委員大会  

R7.10.16(木)  宇都宮市 

宇都宮市文化会館 

式典/表彰/記念講演 

第94回 

全国民生委員児童委

員大会 

R7.9.4(木)  

  ～5(金) 

北海道札幌市 

 

第1日 式典/特別講義等 

第2日 活動交流集会・

シンポジウム 

 

⑵ 民生委員・児童委員活動の充実支援 

① 単位民生委員児童委員協議会会長研修会の開催 

    民生委員・児童委員活動の推進及び研鑽に資することを目的として、栃木県民生委員児

童委員協議会と共催で実施した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.2.18(水)  宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・行政説明 

「民生委員の一斉改選結果と担い手確保について」 

栃木県保健福祉部保健福祉課 主事  

北條 広樹氏 

「矢板市民生委員協力員制度：概要と活用事例」 

矢板市社会福祉課 主事 川上 歩夢氏 

・講義 

「民生委員・児童委員に期待される役割と今後の

活動方向」 

 講師 ルーテル学院大学 名誉教授 

市川 一宏氏 

183人

 

② 新任・中堅民生委員児童委員研修会の開催 

    制度・施策などの動きを的確にとらえ、住民の様々な相談やニーズに応えられるよう民

生委員児童委員の研鑽に資することを目的に実施した。 

  

‒15‒



- 16 - 

 

地区 期 日 場 所 内 容 参加者数 

県北 第1日目 

R7.10.6 

(月) 

 

第2日目 

R7.10.14 

(火) 

 

 

 

大田原市 

那須野が原

ハーモニー

ホール 

※各地区共通 

《第1日目》 

・講演「地域共生社会の実現と民生委員・

児童委員」 

国際医療福祉大学大学院  

教授 小林 雅彦氏 

・高齢者の生活支援について 

栃木県保健福祉部高齢対策課 

《第2日目》 

・高齢者の防犯対策について 

（県央）栃木県生活文化スポーツ部くら

し安全安心課 

（県北・県南）栃木県警生活安全企画課 

・こども食堂（サポートセンター）につい

て 

 （一社）栃木県若年者支援機構 

  子どもの貧困対策事業部 部長  

荻野 友香里氏 

・実践報告 

（県北） 

那須烏山市民生委員児童委員協議会  

大谷 頼正氏 

那須町民生委員児童委員協議会  

高久 孝氏 

（県央） 

宇都宮市民生委員児童委員協議会  

釼持 幸子氏 

宇都宮市姿川地区民生委員児童委員協議

会 福田 敏子氏 

（県南） 

下野市民生委員児童委員協議会  

坂本 栄一氏 

野木町民生委員児童委員協議会  

三木 ひとみ氏 

第1日目 

113人 

 

第2日目 

193人 

県央 第1日目 

R7.9.17 

(水) 

 

第2日目 

R7.9.29 

(月) 

 

 

 

 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

第1日目 

131人 

 

第2日目 

114人 

県南 第1日目 

R7.10.21 

(火) 

 

第2日目 

R7.10.27 

(月) 

栃木市  

栃木文化会

館 

第1日目 

126人 

 

第2日目 

193人 

 

③ 心配ごと相談所相談員研修会の開催 

    相談援助の基本について学習し、相談員の技術を高め、円滑な相談援助活動を実施する

ため、相談員の資質向上を図ることを目的に研修会を開催した。 

期 日 場 所 内    容 参加者数 

R8.1.27（火） 

 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

講義「心配ごと相談所の意義と相談活動の基礎

知識」 

演習「相談活動の課題と対応」 

講師 KT福祉研究所 代表 松藤 和生氏 

44人 

 

④ 指定民生委員児童委員協議会への支援 

    民生委員児童委員協議会運営の充実強化を目的として、助成金を交付し民生委員・児童

委員活動の推進を図った。（２地区） 
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助 成 先 助成額 助成年度 

真岡市山前地区民生委員児童委員協議会 

さくら市第2地区民生委員児童委員協議会 
各63,000円 R7～8 

 

⑤ 市町民生委員児童委員協議会の要請に応じた支援活動の実施 

    各種会議、研修会等を通して、民生委員児童委員活動への支援を行った。 

 

⑥ 全国民生委員互助共励事業の実施 

    会員の死亡、傷病及び配偶者の死亡等に対する弔慰金又は見舞金、並びに退任者に対す

る慰労金の給付を行った。 

一般死亡 配偶者死亡 一般傷病 災害見舞 退任慰労 公務関係 

13件 19件 27件 0件 991件 2件

  

  ⑦ 民生委員・児童委員協力者等育成事業の実施 

   民生委員・児童委員活動について一層の周知・啓発を行い、地域全体でその活動を支え

る意識を醸成し、その協力者と将来の活動者を育成するための講座を実施した。 

ア 民生委員協力者・後継者育成講座の開催 

期 日 場 所 内    容 参加者数 

R7.8.19(火) 宇都宮市 

シルバー大学校中央校 

※各地区共通 

「地域を見守る民生委員・児童委

員」 
講師 

作新学院大学女子短期大学部 

幼児教育科長 教授 坪井 真氏  

126人 

R7.8.29(金) 宇都宮市 

シルバー大学校中央校 

71人 

R7.9.3(水) 矢板市  

シルバー大学校北校 

61人 

R7.9.11(木) 栃木市  

シルバー大学校南校 

88人 

 

 

５５  共共同同募募金金会会ととのの協協働働  

   共に地域福祉の推進を図るパートナーとして、共同募金の趣旨、役割の周知と理解の促進

のため、各種募金活動への協力と歳末たすけあい運動に関するポスターを作成した。 

   また、各種研修、事業等で連携を図った。 

 

 

６６  障障害害者者のの社社会会参参加加のの促促進進  

 ⑴ とちぎ視聴覚障害者情報センター（点字図書館・聴覚障害者情報提供施設）の充実 

点訳・音訳図書の製作・貸出を実施するとともに、手話通訳者、要約筆記者の養成及び派

遣支援を行うことにより、視覚・聴覚障害のある方への情報提供や社会参加の促進を図った。   

また、点訳・音訳に携わるボランティアの養成・技術の向上を目的とした講習会を開催し、

ボランティア活動の支援等を行った。 

さらに、栃木県障害者ＩＣＴサポートセンターを運営し、視覚・聴覚障害のある方のパソ

コンやスマートフォン等のＩＣＴ機器の利活用を支援した。 

 

 

 

‒17‒



- 18 - 

とちぎ視聴覚障害者情報センター利用者数及び活動者数 

視覚障害 聴覚言語障害 奉仕員等 計 

12,411人 1,333 人 2,399 人 16,143 人

① 点字図書館だより等の発行 

新刊図書の案内、センターからのお知らせ等利用者及び関係機関への広報を行った。 

ア 点字図書館だよりの発行（４回発行）〔再掲〕 

〔発行部数〕 

 

 

 

イ 各種情報の提供 

 発行頻度 発行部数 提供方法 

声の情報若草 月 1回 各 70 巻 デイジー・カセットテープ貸出 

福祉労働 年 1回 各 6巻 デイジー貸出 

とちぎタウンガイド 年 3回 各 28 巻 デイジー貸出 

ステレオ 月 1回 各 14 巻 デイジー貸出 

 

② 点字図書館の整備・貸出 

    視覚障害のある方に各種の情報を提供するため、点字・録音図書等の整備・貸出を行っ

た。 

ア 点字・録音図書利用状況 

利用者数 貸出冊数 新規登録者数 

12,411人 29,993冊 11人 

 

〔図書貸出状況内訳〕                            (冊) 

 点 字 図 書 録 音 図 書 
合 計 

点字 ＤＬ 計 テープ ＣＤ ＤＬ 計 

０ 総 記 2 537 539 0 11 100 111 650 

１ 哲 学 2 435 437 0 112 828 940 1,377 

２ 歴 史 31 300 331 0 54 327 381 712 

３社会科学 0 740 740 0 91 1,766 1,857 2,597 

４自然科学 15 1,023 1,038 0 112 2,389 2,501 3,539 

５ 技 術 35 663 698 0 22 389 411 1,109 

６ 産 業 0 165 165 0 7 67 74 239 

７ 芸 術 0 833 833 0 99 755 854 1,687 

８ 言 語 0 264 264 0 5 1,138 1,143 1,407 

９ 文 学 146 5,852 5,998 0 3,005 7,651 10,656 16,654 

そ の 他 1 18 19 0 3 0 3 22 

合 計 232 10,830 11,062 0 3,521 15,410 18,931 29,993 

 

〔点字・録音雑誌貸出状況内訳〕                       (冊) 

 点 字 雑 誌 録 音 雑 誌 

点 字 Ｄ Ｌ 計 テープ Ｃ Ｄ Ｄ Ｌ 計 

タイトル数 374 0 374 46 5,146 2,131 7,323 

冊（巻）数 374 0 374 46 5,146 2,131 7,323 

点 字 墨 字 テープ デイジー 

各220部 各 550 部 各 0 部 各 70 部 
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〔点字・録音図書蔵書数〕                  (冊) 

図書名 点字図書 録音図書 デイジー図書 

タイトル数 12,061 5,055 5,608 

冊（巻）数 39,468 31,918 5,619 

 

イ サピエの利用 

視覚に障害があり目で文字を読むことが困難な方々に対して、さまざまな情報を点字、

音声データで提供するネットワーク（サピエ）を通じて、点字・録音図書の登録、点字

データのアップ・ダウン、オンラインリクエストによる相互貸借を行った。 

    ・ 図書の登録  点字図書 96 タイトル、録音図書（CD）49 タイトル 

    ・ コンテンツの登録 

 点字データ 音声デイジー テキストデイジー 

アップタイトル数 99 68 3 

ダウンタイトル数 7,439 17,541 290 

    ・ 相互貸借   オンラインリクエスト（送信数 2,575回、受信数 985回） 

 

③ 音訳技術講習会の開催 

雑誌、蔵書の音訳活動をしているボランティアの音訳技術の更なる向上を目指して講習

会を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.3.5(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

第１部 対談「利用者との適切な関係を築く

ために プライバシーに配慮しなが

ら」 
第２部 講演「バリアフリー図書とりんごの

棚」 
講師：元埼玉県立久喜図書館 

司書主幹 佐藤 聖一氏 

70人 

 

 

④ 点訳ボランティア研修会の開催 

とちぎ視聴覚障害者情報センターで点訳活動を行っているボランティアの点訳技術の更

なる向上を目指して、研修会を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.2.26（木） 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

講師都合により中止 

 

 

 

⑤ ＤＡＩＳＹ図書製作ボランティアの養成 

    ＤＡＩＳＹ図書（デジタル録音図書）を製作するボランティアの養成を行った。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.5.20（火） 

5.27（火） 

6.3（火） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

デイジー録音図書編集ソフトを使用し

たパソコンによるCD図書製作のための

知識の習得 

各6人 

 

 

⑥ 県内点訳・音訳グループとの連携 

    県内点訳・音訳グループを対象とした研修会を開催し、情報を共有するとともに連携を

強化した。 
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事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

とちぎ視聴覚障害者情報セン

ター点字図書館ボランティア

募集説明会及びボランティア

懇談会 

R8.2.3(火) 

 2.6(金) 

 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・センターの見学と

ボランティア活動に

ついての詳細説明 

・質疑応答 

11人 

 

⑦ 点字ニュース即時提供事業 

    インターネットを利用して点字ニュースを提供した。 

ア ＪＢニュース（点字版）の配布 

      公共図書館 １か所、視覚障害者関係団体 ２か所、視覚障害者 3 人 

   イ インターネットによる情報提供（利用者 20 人） 

 

⑧ 県広報誌の作成（点字・音声） 

ア 点字広報誌「とちぎ」及び声の広報「とちぎ」の製作等 

    ・点字広報誌「とちぎ」の点訳、印刷製本、発送（12回 発行部数 各 270 部） 

    ・声の広報「とちぎ」の音訳、製作、発送（12 回 発行本数 各 130 本） 

   イ 「県議会とちぎ」（点字版）（音声版）の製作等 

    ・「県議会とちぎ」（点字版）の点訳、印刷製本、発送(4回発行 発行部数 各 290 部) 

    ・「県議会とちぎ」（音声版）の音訳、製作、発送（4回発行 発行部数 各 100 本） 

 

 ⑨ プライベートサービスの実施 

    視覚障害のある方等への図書や資料の個人的な点訳・音訳サービス等を行った。 

・点訳・音訳等 46件 

 

  ⑩ earたより21の発行〔再掲〕 

    聴覚障害のある方への情報提供のため、earたより21を発行した。 

(4回発行 発行部数 各850部） 

 

  ⑪ 字幕（手話）入りビデオ・ＤＶＤライブラリーの整備・貸出 

    聴覚障害のある方に各種の情報を提供するため、字幕（手話）入りビデオ・ＤＶＤの整

備・貸出を行った。 

 

〔字幕（手話）入りビデオ・ＤＶＤ貸出状況〕  

分 類 貸出本数 分 類 貸出本数 

Ｃ 趣味・教養 0本 Ｓ スポーツ 0本 

Ｄ 記録・報道 4本 Ｖ 芸能・娯楽 0本 

Ｅ 教育・教材 0本 Ｘ 手話 10本 

Ｆ 映画・ドラマ 0本 Ｙ 手話付きの番組 0本 

Ｈ 健康 0本 Ｚ 手話学習用 155本 

Ｊ 子ども物・アニメ 1本 Ｔ 情報センター 2本 

Ｍ 文字放送 0本 合 計 172本 

 

〔年齢別等利用者数〕 

年代 
10歳

未満 
1 0代 20代 30代 40代 50代 60代 

70歳

以上 

合計

(人) 

貸出

者数 
0人 0人 0人 4人 3人 45人 10人 10人 72人 

                           ビデオ利用登録者数 702人 
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〔字幕（手話）入りビデオ・ＤＶＤ蔵書数〕 

タイトル数 本 数 

2,181 2,579 

 

  ⑫ 通訳者の養成 

新たな手話通訳者や要約筆記者を養成するための講習会や試験対策講習会等を開催した。 

   ア 手話通訳者養成講習会の開催 

 事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

県

央

会

場 

手話通訳者養成講習会 

手話通訳Ⅰ火曜日・土曜

日コース 

R7.5.10(土) 

～R8.2.28(土) 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

実技・理論 

全38回 

32人 

手話通訳者養成講習会 

手話通訳Ⅱ 

R7.5.10(土) 

～R8.2.14(土)

実技・理論 

全36回 

20人 

手話通訳者養成講習会 

手話通訳Ⅲ木曜日・土曜

日コース 

R7.5.10(土) 

～R7.8.23(土) 

実技・理論 

全14回 

11人 

県

南

会

場 

手話通訳者養成講習会 

手話通訳Ⅰ 

R7.5.15(木) 

～R8.2.28(土)

栃木市 

市民交流 

センター 

実技・理論 

全38回 

13人 

手話通訳者養成講習会 

手話通訳Ⅱ 

R7.5.15(木) 

～R8.2.14(土) 

実技・理論 

全 36 回 

12 人 

県

北

会

場 

手話通訳者養成講習会 

手話通訳Ⅰ 

R7.5.14(水) 

～R8.2.28(土) 

那須塩原市 

健康長寿 

センター 

実技・理論 

全 38 回 

6 人 

 

イ 要約筆記者養成講習会の開催 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

要約筆記者養成講習会 

(手書き・パソコン) 

R7.5.10(土) 

～12.6(土） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

実技・理論 全28回 22人 

 

ウ 手話通訳者、要約筆記者試験対策講習会の開催 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

手話通訳者養成 

フォローアップ講習会 

〔弱点克服〕 

R7.7.5(土) 

～8.23(土) 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

読取・表現等 

全4回 

 

6人 

手話通訳者養成 

フォローアップ講習会 

〔受験対策〕 

R7.9.6(土) 

～11.29(土) 

演習 

全11回 

18人 

要約筆記者養成講習会修了

者フォローアップ講習会 

R7.7.26(土) 

～12.20(土) 

認定試験振り返り・

理論・実技 全8回 

24人 

要約筆記者認定試験対策講

習会 

R8.1.10(土) 

～2.7(土)         

理論・実技・模擬試

験 全6回 

27人 

 

エ 手話通訳ステップアップ講習会（補講）の開催 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

手話通訳者養成 

ステップアップ講習会 

手話通訳Ⅰ 

R7.9.13(土) 

～R8.1.27(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

読取・表現等 

全12回 

15人 
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火曜コース・土曜コース 

 

オ 手話・要約筆記チャレンジ講座の開催（いちご一会キャラバン） 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

手話・要約筆記チャレ

ンジ講座（県北会場） 

R7.8.24(日)、

10.19(日)、

12.14(日) 

大田原市 

生涯学習セン

ター 

体験・交流等 

全3回 

57人 

手話・要約筆記チャレ

ンジ講座（県東会場） 

R7.9.28(日)、 

11.2(日)、 

R8.1.18(日) 

芳賀町 

町民会館 

体験・交流等 

全3回 

62人 

手話・要約筆記チャレ

ンジ講座（県西会場） 

R7.9.14(日)、 

11.9(日)、 

R8.2.1(日) 

日光市 

大沢公民館 

落合公民館 

体験・交流等 

全3回 

70人 

手話・要約筆記チャレ

ンジ講座（県南会場） 

R7.9.21(日)、 

10.26(日)、 

12.21(日) 

佐野市 

中央公民館 

体験・交流等 

全3回 

64人 

 

⑬ 通訳者認定試験の実施 

  手話通訳者、要約筆記者派遣事業等で活動する栃木県登録手話通訳者、要約筆記者の認定 

試験を実施した。 

ア 栃木県登録手話通訳者認定試験の実施（受験者数 16人・合格者数 1人） 

 イ 栃木県登録要約筆記者認定試験の実施（受験者数 26人・合格者数 3人） 

 

⑭ 通訳者の派遣等 

  手話通訳者、要約筆記者の派遣のほか、通訳者の資質向上を図るための各種研修の実施、 

  派遣事業をより効率的に実施していくための運営委員会の開催などを行った。 

ア 手話通訳者派遣支援事業の実施 

手話通訳者派遣支援業務委託契約市町（12市町・２団体）  

 医療 研修会 職業 
公的 

機関 
会議 教育 

講演

会 

各種 

講習 

各種 

大会 
家庭 司法 

その

他 
合計 

件数 342 件 7 件 9 件 13 件 26 件 56 件 7 件 11 件 3 件 3 件 3 件 75 件 555 件 

 

   イ 要約筆記者派遣支援事業の実施 

  要約筆記者派遣支援業務委託契約市町（17市町） 

 医療 研修会 職業 
公的 

機関 
会議 教育 

講演

会 

各種 

講習 

各種 

大会 
家庭 司法 

その

他 
合計 

件数 8 件 2 件 0 件 1 件 53 件 1 件 18 件 8 件 2 件 0 件 0 件 21 件 114 件 

      

ウ 県域障害者福祉団体への派遣 

手話通訳（40件 延 117 人） 

要約筆記（16件 延 66 人） 

エ 通訳者の企業・団体等への斡旋 

手話通訳（603 件 延 1,070 人） 

要約筆記（127 件 延 338 人） 

オ 通訳者の広域的な派遣調整等 

  ・県外からの依頼        〔エ 通訳者の企業・団体等への斡旋の一部〕 

手話通訳（37件 延 52 人） 

要約筆記（1件 延 2人） 

  ・県外への依頼        〔ア 手話通訳者派遣支援事業の一部を含む〕 
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   手話通訳（13件 延15人） 

  ・県内におけるその他の派遣調整〔エ 通訳者の企業・団体等への斡旋の一部〕 

   手話通訳（11件 延13人） 

      要約筆記（1件 延4人）  

カ 手話通訳者・要約筆記者研修会の実施 

・手話通訳者・要約筆記者合同現任研修 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

第 1 回 

R7.7.27(日) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義 

「デマンド・コントロール・スキーマ」 

（対人専門職としての手話通訳・要約筆記） 

講師 英語-日本語-日本手話通訳 手話通訳倫理

指導 

高木 真知子氏 

手話 86 名 

要約29名 

第 2 回 

R7.9.7(日) 

大田原市 

大田原市生

涯学習セン

ター 

実技演習 

 「講演場面の手話通訳・要約筆記」 

協力者 栃木県聴覚障害者協会 

藤田千亜妃氏 

    栃木県中途失聴・難聴者協会 

青木 邦明氏、森江 俊一氏 

手話 16 名 

要約8名 

第 3回 

R7.11.30(日) 

栃木市 

栃木市都賀

公民館 

実技演習 

「講演場面の手話通訳・要約筆記」 

協力者 栃木県聴覚障害者協会 

     鈴木 康世氏、片柳 冨枝氏 

    栃木県中途失聴・難聴者協会 

     赤羽根 由江氏、斎藤 智子氏 

手話 20 名

要約 9名 

第 4回 

R8.3.8(日) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義 

 「手話通訳者・要約筆記者のための『日本語

演習』」 

講師 人間文化研究機構人間文化研究創発セン

ター研究員、国立国語研究特任助教 

     小野 春奈氏 

手話 66 名

要約 28 名 

 

     ・手話通訳者現任研修 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

第 1回 

R7.5.18(日) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

実技演習 

「会議・研修場面の手話通訳」 

協力者 栃木県聴覚障害者協会 

古橋 浩司氏、篠田 かおり氏 

鈴木 康代氏、大橋 祐樹氏 

56 名 

 

第 2 回 

R8.1.23(金) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

実技演習 

 「医療場面の手話通訳」 

講師 日本手話通訳士協会 

    理事 渡部 芳博氏 

36名 

 

     ・要約筆記者現任研修   

回数･日時 場所 内容 出席人数 

R7.5.11(日) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

実技演習 

「会議・研修場面の情報保障」 

協力者 千葉聴覚障害者センター 

34 名 
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坂井映子氏 

    千葉県登録要約筆記者 

青木 みどり氏 

 

キ 手話通訳者・要約筆記者実践力アップ研修の実施 

    主に年間派遣稼働件数が少ない者や派遣停止中の者を対象とした研修を実施した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

第 1回 

R7.6.19(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

①グループワーク（通訳者の倫理） 

②実践技術演習 

講師 栃木県登録手話通訳者 

    松島 貴子氏 

   栃木県登録要約筆記者 

    安田 房代氏、福田 清美氏 

協力者 栃木県聴覚障害者協会 

     渡邉 純子氏、篠田 かおり氏 

    栃木県中途失聴・難聴者協会 

青木 邦明氏 

手話 7名 

要約 

(手)4 名 

 (PC)1名 

第 2 回 

R7.6.22(日) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

※申し込み少数につき開催中止  

第 3 回 

R7.12.11(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

※申し込み少数につき開催中止  

第 4 回 

R7.12.14(日) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

①グループワーク（通訳者の倫理） 

②実践技術演習 

講師  栃木県登録手話通訳者 

     松島 貴子氏 

    栃木県登録要約筆記者 

     武田 由美子氏、浦佳 代子氏 

協力者 栃木県聴覚障害者協会 

     大島 英子氏 

    栃木県中途失聴・難聴者協会 

     赤羽根 由江氏 

手話 4名 

要約 

(手)1名

(PC)3名 

 

ク ピアグループスーパービジョンの実施 

 手話通訳者・要約筆記者の精神的な負担を軽減し、専門職としての意識向上を目指す 

ための研修を実施した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.27(日) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

ピアグループスーパビジョン 6名 

R7.9.7(日) 

 

大田原市 

生涯学習センター 

最少催行人数に至らず中止 － 

R7.11.30(日) 

 

栃木市 

都賀公民館 

最少催行人数に至らず中止 － 

R8.1.23(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

ピアグループスーパビジョン 8名 
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ケ 栃木県登録（1～3年目）手話通訳者研修会の実施 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.20(日) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

栃木県登録 1～3年目手話通訳者・要約筆記者 

・場面演習 

  「マイナンバーカード説明会」 

協力者 栃木県聴覚障害者協会 

      市毛 恵美子氏、滝沢 時江氏 

     栃木県登録要約筆記者 

      大貫 諒子氏、柳田 美代子氏 

手話 10 名 

要約    

(手)2 名 

(PC)3名 

R8.2.22(日) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

栃木県登録 1～3年目手話通訳者・要約筆記者

研修② 

 ・場面演習 

  「会議場面」 

 協力者 栃木県聴覚障害者協会 

      滝沢 時江氏、篠田 かおり氏 

     栃木県中途失聴・難聴者協会 

      青木 邦明氏、森江 俊一氏 

     栃木県登録要約筆記者 

      関山 恒子氏 

手話 10 名 

要約4名 

 

コ 栃木県登録手話通訳者・要約筆記者新人研修会の実施 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.4.26(土) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

手話通訳者・要約筆記者新人研修 

 ・栃木県登録について 

 ・派遣の種類と依頼方法について 

 ・報告書の記入の仕方 

 ・研修（実技演習等） 

協力者 栃木県聴覚障害者協会 

    藤田 千亜妃氏 

栃木県登録要約筆記者 

安田 房代氏、山﨑 富美子氏 

手話 4名 

要約 2名 

 

サ 栃木県手話通訳者・要約筆記者派遣事業運営委員会等の開催 

・運営委員会 

期 日 場 所 内 容 出席者数 

R8.2.27(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

(1)令和 7年度事業の進捗状況について 

(2)令和 7年度実態調査の報告について 

(3)令和 8年度事業計画（案）について 

6 名 

 

・手話部会 

期 日 場 所 内 容 出席者数 

R8.3.19(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

(1)派遣停止 3年以上の再登録について 

(2)今年度の更新状況 

(3)令和 8年度指定研修について 

5 名 

 

・要約筆記部会 

期 日 場 所 内 容 出席者数 

R8.3.18(水) 宇都宮市 (1)派遣停止 3年以上の再登録について 5 名 
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とちぎ福祉プ

ラザ 
(2)要約筆記者派遣コーディネート体制につ

いて 

(3)今年度の更新状況 

(4)令和 8年度指定研修について 

 

シ 意思疎通支援事業担当者（派遣コーディネーター）会議の実施 

  各市町における意思疎通支援事業の担当者や派遣コーディネーターが直面する課題を 

整理し、通訳者派遣等をより適切に行うための会議を実施した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.6.5(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

報告 
(1)意思疎通支援実態調査の結果について 
(2)いちご一会キャラバンの報告と今年度の予定

について 
(3)電話リレーサービス及びヨメテルの普及につ

いて 
情報提供 

「障害を理由とする差別の解消の推進について」 
意見交換・情報共有 

グループディスカッション 
（A:市町事業担当者 B:派遣ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

 15 名 

R8.2.3(火) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

事例報告 
「手話言語条例について」 
 （鹿沼市、小山市） 

連絡事項 
 斡旋の手引きの改訂について 
意見交換・情報共有 

グループディスカッション 
（A:市町事業担当者 B:派遣ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

 17 名 

 

ス 頸肩腕検診の実施 

期 日 場 所 対象者 受診者数 

R7.7.1( 火 )

～10.31(金) 

宇都宮市 

医療法人社団宇

光会 

村井クリニック 

①栃木県登録手話通訳者 

②栃木県登録要約筆記者 

③手話通訳者養成講習会 ろう講師 

④盲ろう者向け通訳介助員 

68 名 

 

⑮ 聴覚障害のある方向け相談支援 

   聴覚障害のある方の家庭生活や社会生活における各種相談を受け、必要な支援を行った。 

(38件) 

 

⑯ 視覚・聴覚障害のある方のための情報機器技術習得研修会の開催 

視覚・聴覚障害のある方を対象にパソコン技術の習得を目的として研修会を開催した。 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

パソコン教室

開催事業 

(視覚障害) 

R7.8.2（土）､9.20（土）、 

10.18（土）､11.15（土）､

12.20（土） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

パソコン操作の技

術習得 

延25人 

パソコン教室

開催事業 

(聴覚障害) 

R8.2.14（土）、2.21（土） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

ワードの使い方 延18人 
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⑰ 情報機器等の貸出 

機 器 名 貸出件数 機 器 名 貸出件数 

デ イ ジ ー 再生 機 器 2件 映 像 再 生 機 器 0件 

録 音 機 器 10件 パ ソ コ ン 機 器 44件 

ヒ ア リ ン グル ー プ 1件 カ メ ラ 等 1件 

投 影 機 器 23件 合  計 81件 

 

 ⑱ 栃木県障害者ＩＣＴサポートセンターの運営 

    視覚障害・聴覚障害のある方のパソコンやスマートフォン等のＩＣＴ機器の利活用をサ

ポートするため、相談支援を行うなど、各種事業を実施した。 

ア 相談支援事業 

    電話、来所、訪問による相談支援 （821 件） 

  イ パソコンボランティア養成研修会 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.1.25(日) 宇都宮市 

と ち ぎ 福

祉プラザ 

⑴視覚障害者理解について 

講師：栃木県網膜色素変性症協会 

会長 平塚 英治氏 

⑵視覚障害者の支援方法について 

講師：とちぎ視聴覚障害者情報センター 

8 人 

R8.1.31(土) 宇都宮市 

と ち ぎ 福

祉プラザ 

⑴聴覚障害者理解について 

講師：栃木県聴覚障害者協会 

理事長 稲川 和彦氏 

⑵聴覚障害者の支援方法について 

講師：栃木県聴覚障害者協会 

理事 稲川 直樹氏 

⑶パソコンボランティア派遣事業について 

説明：とちぎ視聴覚障害者情報センター 

7 人 

 

ウ パソコンボランティアスキルアップ研修会 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.3.14(土) 宇都宮市 

と ち ぎ 福

祉プラザ 

・一年間を振り返って（相談事例の紹介と対策） 

・パソコンの操作をしてみよう 

・スマートフォンを操作してみよう 

・その他の機器、アプリの紹介 

講師：とちぎ視聴覚障害者情報センター 

5 人 

 

  エ 視覚障害者及び聴覚障害者向けＩＣＴ地域別講習会 

   〈視覚障害者向け〉 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.10(木) 那須塩原市 

西那須野公民館 
・iPhone について（初級編） 

講師：ソフトバンク株式会社 

 

4 人 

R7.7.15(火) 佐野市 

佐野市総合福祉センター 
10 人 

R7.7.30(水) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 
10 人 
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〈聴覚障害者向け〉 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.8.8(金) 那須塩原市 

西那須野公民館 
・android について（中級編） 

講師：ソフトバンク株式会社 

 

4 人 

R7.8.22(金) 

 

小山市 

小山市中央公民館 
6 人 

R7.8.29(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

3 人 

 

⑵ 障害者差別解消法など法制度改正等への適切な対応 

本会主催の会議、研修会等において、対象者に応じた適切な対応に努めた。 

 

⑶ とちぎセルプセンターの充実強化 

① とちぎセルプセンターへの職員配置 

就労支援事業所等の作業の受注確保や商品の販路拡大、新商品（独自商品・ブランド商

品）の開発や技術支援、共同受注システムのネットワーク化を図ることを目的として設置

された「とちぎセルプセンター」に本会職員を配置し、円滑に事業が実施できるよう運営

支援を行った。 

 

⑷ 関係団体等との連携及び支援 
① 栃木県障害者スポーツ大会の運営支援 

  ② 栃木県障害者文化祭の運営支援 

  ③ 各種当事者組織に対する支援の実施 

 

 

７７  福福祉祉拠拠点点ににおおけけるる活活動動のの充充実実  
⑴ とちぎ福祉プラザの円滑な運営 

   栃木県からの指定管理(令和６年度～10年度)を受けて、とちぎ福祉プラザの管理運営業務

を行った。 

① 貸出施設利用状況 

とちぎ福祉プラザ（開館日数 333 日） 

施設区分等 利用回数等（回） 利用者数(人) 

多目的ホール 370 40,563 

特別会議室 243 3,179 

レクリエーション室 488 5,888 

和 室 180 1,173 

調理実習室 106 1,517 

第１研修室 506 14,899 

第２研修室 451 15,114 

２０１会議室 602 7,969 

福祉研修室 492 34,120 

３０１会議室 477 7,404 

４０１会議室 464 7,726 

４０２会議室 466 5,425 

４０３会議室 429 4,959 
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４０４会議室 421 4,754 

相談室 224 764 

受付・案内対応 - 6,503 

視察・見学 13 406 

モデルルーム - 1,330 

合 計 5,932 163,693 

 

障害者スポーツセンター（わかくさアリーナ）（開館日数 308 日） 

施設区分等 利用回数等（回） 利用者数(人) 

アリーナ全面 625 12,818 

アリーナ半面 990 12,284 

ＳＴＴ室① 159 1,127 

ＳＴＴ室② 149 1,069 

会議室 194 1,835 

トレーニング室 460 828 

多目的室 544 3,421 

受付・案内対応 4 6,843 

視察・見学 3 112 

合 計 3,128 40,337 

 

② とちぎ福祉プラザ管理運営協議会の開催 

    民間福祉活動の拠点としてのとちぎ福祉プラザの機能を活かすため、とちぎ福祉プラザ

入居団体との連絡調整を行った。（年２回：R7.7.29、R8.1.26、入居団体数 33） 
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Ⅱ 市町社協活動の推進・支援 

  

１１  市市町町社社協協のの基基盤盤強強化化とと事事業業へへのの支支援援  

⑴ 「社協・生活支援活動強化方針」の推進 

① コミュニティワークの推進と相談支援体制の強化 

地域福祉の推進を図るための「人づくり」「組織づくり」等を支援するため、研修会等

を実施した。 

ア 社協コミュニティワーク研修会（基礎編・認定コース）の開催 

     15 期生の研修を実施し、修了者（8人）には修了証及び認定カードを交付した。 

       講師等（全日程） 

         講 師 日光市社会福祉協議会   松本 昌宏氏 

             日光市社会福祉協議会   松田 大樹氏 

期 日 場 所 内   容 参加者数 

R7.7.4(金) 宇都宮市  

とちぎ福祉

プラザ 

⑴講義「コミュニティワーク論①」 

⑵講義「コミュニティワーク論②」 

⑶演習「記録の作成方法①」 

9 人 

R7.9.12(金) 宇都宮市  

とちぎ福祉

プラザ 

⑴演習「記録の作成方法②」 

⑵講義・演習「コミュニティワーク論③」 

⑶中間評価（リフレクション） 

8 人 

R7.11.28(金) 宇都宮市  

とちぎ福祉

プラザ 

⑴演習「記録の作成方法③」 

⑵講義「コミュニティワーク論④-1」 

⑶講義・演習「コミュニティワーク論④-2」 

⑷演習「記録の作成方法④」 

7 人 

R8.2.13(金) 宇都宮市  

とちぎ福祉

プラザ 

⑴ 講義・演習「プログラム発表、全体総
括」 

 

7 人 

 

   イ 社協コミュニティワーク研修会（フォローアップ編）の開催 

     地域共生社会実現に向けた社協の役割や求められる取組みを学ぶため、基礎編修了者

のフォローアップを目的に研修会を開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R8.2.20(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

講義「社協コミュニティワークの展開方法－

プログラム開発と評価に注目して－」 

講師 明治学院大学 社会学部  

社会福祉学科 教授 榊原 美樹氏 

6 人 

 

ウ 包括的支援体制整備サポート事業の実施 

包括的な支援体制の整備に当たっては、多様な主体による連携・協働が必要となるこ

とから、関係者間での認識の共有や現状の振り返り、体制の検討などが円滑に行われる

よう市町の取組みを支援するため実施した。 

サポート対象自治体（6自治体）：足利市・鹿沼市・小山市・真岡市・大田原市 

・野木町 

サポート自治体の要請に応じて、アドバイザーを派遣した。 

アドバイザー：国際医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉・マネジメント学科 

      講師 高石 麗理湖氏 
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自治体名(事業名） 期 日 場 所 内 容 

足利市 R7.6.6(金） オンライン 事業実施に関する助言 

鹿沼市 R7.6.26(木) オンライン 事業実施に関する助言 

足利市（重層的支援体制

整備事業の実施に向けた

実務者研修会） 

R7.7.7(月) 

／7.14(月) 

足利市役所 講義「多機関連携～互いの役割

や強みを理解しよう～」（オン

ラインでの講義） 

鹿沼市（福祉まるごと相

談室研修会） 

R7.7.28(月) 鹿沼市役所 講義「多機関協働・連携による

支援の重要性」（同内容で午

前・午後 2回実施） 

足利市 R7.8.28(木) オンライン 事業実施に関する助言 

足利市（重層的支援体制

整備事業事例検討研修

会） 

R7.10.9(木) 

／11.20(木) 

足利市役所 講義「連携を言語化してみる」 

鹿沼市（鹿沼市地域共生

社会推進ワーキンググル

ープ） 

R7.11.27 

(木) 

鹿沼市役所 事例検討会議における助言者 

大田原市（大田原市地域

づくり情報交換会） 

R8.1.13(火) 大田原市役

所 

研修会における助言者 

当事業を利用する 3 自治

体（足利市・大田原市・

鹿沼市）情報交換会 

R8.1.19(月) 鹿沼市役所 会議における助言者 

大田原市（おおたわら地

域共生つなげるネットワ

ーク会議） 

R8.1.26(月) 大田原市役

所 

研修会における助言者 

野木町 R8.2.20(金) オンライン 事業実施に関する助言 

野木町 R8.3.10(火) 野木町役場 ・事業実施に関する助言 

・野木町総合サポートセンター 

自己評価指標の検証 

 

エ 社協コミュニティワーク推進モデル事業の実施【新規】 

    モデル市町社会福祉協議会を選定し、アドバイザーの助言を得ながら実践を積み、その

検証を行うことで県内のコミュニティワークの推進を図るため実施した。指定期間は 2 か

年。 

モデル社協：真岡市社会福祉協議会（1年目） 

    アドバイザー：国際医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉マネジメント学科 

           講師 中村 哲也氏 

           神戸学院大学総合リハビリテーション学部社会リハビリテーション学科 

           准教授 川本 健太郎氏 

事業名 期 日 場 所 内 容 

物部地区におけるわが町の地

域福祉について考える研修会 

R7.9.7(日) 真岡市 

二宮コミュニ

ティセンター 

講義「物部のみなさんと

考える わが町の地域福

祉について」 

真岡市地域福祉推進員研修会 R8.1.26 真岡市 講義「明日から始める、
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（月） 真岡市公民館 地域をちょっと良くする

取組」 

 

  ② 地域福祉活動計画策定の支援 

ア 策定事業への助成 

     計画策定に係る経費の一部を栃木県地域福祉振興基金（栃の実基金）から助成した。 

助 成 先 助 成 額 

栃木市社会福祉協議会 日光市社会福祉協議会、真岡市社会福祉

協議会、上三川町社会福祉協議会、芳賀町社会福祉協議会、野木

町社会福祉協議会、那須町社会福祉協議会、那珂川町社会福祉協

議会 

合計 2,300,000 円 

 

イ 地域福祉活動計画改定・評価促進セミナーの開催 

市町社協を対象に地域福祉計画の具体的目標設定と達成状況を評価し、計画期間終了

時点における到達点を明確にした計画の改定・評価を進めるセミナーを開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.22 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴講演『地域福祉活動計画 改定・評価のポイント』 

講師 日本社会事業大学 社会福祉学部 
福祉計画学科 教授 菱沼 幹男氏 

⑵グループ討議 

13 人 

 

ウ 策定社協への個別支援 

計画づくりに取り組む社協へ必要な情報の提供等の支援を行った。 

   

③ 連絡会議の開催 

ア 市町社協地域福祉推進担当課長・係長会議の開催 

     社会福祉協議会が実施する地域福祉推進事業を取り巻く動向や課題の共有化と、相互 
の情報交換並びに職員の顔の見える関係づくりを通じて、市町社協の地域福祉業務の増 
進を図るため、担当課長・係長会議を開催した。 
期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.5.27 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

⑴報告「都道府県・指定都市社会福祉協議会部課・

所長会議」（主催：全社協）の内容について 

報告者 栃木県社会福祉協議会 

 地域福祉・ボランティア課 

⑵ 報告 栃の実基金活用事業 実践事例報告  
「芳賀町社協における栃の実基金の活用について」 

報告者 芳賀町社会福祉協議会事務局次長 

兼地域福祉係長 小林 由美子氏 

⑶情報交換 

①地域共生社会に向けた包括的支援体制の構築 

②生活支援体制整備事業 

③生活困窮者などへの支援事業 

④自由テーマ 

25 人 

 

イ 市町社協地域福祉推進担当者連絡会議の開催 

     市町社協の地域福祉業務の増進を図るため、担当者連絡会議を開催した。 
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期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.10.22 

(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴ 実践報告「夢の絵画展ついに実現「のぶやさんと
仲間たち展」に至った経緯とその後」 
報告者 芳賀町社会福祉協議会 地域福祉係 

主任 市村 瞳氏 

       主事 加藤 航太氏 

      NPO 法人とちぎユースサポーターズネッ 

トワーク代表理事 岩井 俊宗 氏 

⑵ 「社協基本要項 2025」について 
「栃の実基金」の活用について 

   説明 栃木県社協地域福祉・ボランティア課 

⑶ 情報交換 
①地区社協等の住民の自発的な取組の組織化に関 

する情報交換 

②所属する社協の新規事業、見直しを行った事業 

に関する情報交換 

12 人 

 

ウ 市町社協事務局次長・総務課長（係長）会議の開催 

市町社会福祉協議会の事務局次長・総務課長（係長）を対象に、社協を取り巻く環境の

変化に迅速かつ適切に対応し、適切な法人運営や事業経営を行うマネジメント方策につい

て協議することを目的に開催した。 
期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.9.1 

(月) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴ 説明「社会福祉協議会基本要項 2025」について 
説明者 栃木県社会福祉協議会地域福祉部長兼 

地域福祉・ボランティア課長 小関和美 
⑵ 実践事例報告「島田市社会福祉協議会の業務改善
の取り組み」 
報告者【静岡県】社会福祉法人島田市社会福祉 

協議会 法人運営課 課長 持塚 新次氏 

⑶ 情報交換 
①法人の業務改善の取り組みについて 

②効果的・効率的な事務局運営のための組織改編・

人事配置について 

18 人 

 

エ 市町社協介護サービス・障害福祉サービス管理者等連絡会議の開催 

社協が実施する介護保険サービス・障害福祉サービスに関し、社協らしいサービスの展

開やその経営について意見交換することで担当者間のネットワークを構築し、サービスの

質を向上させることを目的に開催した。 
期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.7 

(月) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴【介護保険サービス部門】 

・報告 社会福祉協議会基本要項 2025 について 

・情報交換 社協らしいサービスの展開について 

将来を見据えた経営について 

⑵【障害福祉サービス部門】 

・報告 社会福祉協議会基本要項 2025 について 

・情報交換 社協らしいサービスの展開について 

将来を見据えた経営について 

13 人 
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オ 重層的支援体制整備事業実施に係る情報交換会の開催 

栃木県内では 25 市町の内 11 市町が本事業を実施し、8 市町が移行準備事業に取り組

んでいる。各市町の既存事業やベースとなる地域が異なること、また取組内容が多岐に

わたっていることなどから、栃木県内における取組みに関する情報を共有し、各地の今

後の展開につなげることを目的に情報交換会を開催した。 
期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.3.3 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴  オープニングトーク  
「制度につながらない相談から見える課題」 

講師：東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 

             准教授 大石 剛史氏 

⑵ 実践報告 
「現場から見える重層的支援体制の課題と工夫」 

講師：那須塩原市社会福祉協議会  

   生活支援課生活相談係 主任 柴田 直也氏 

⑶ 情報交換 
オープニングトークを受け、グループに分かれて、

現在進めている各市町村の包括的支援体制の取組みが

地域福祉の形成につながっているかを振り返るととも

に、他市町村の情報を共有した。 

⑷ 全体共有 

40 人 

 

⑵ 地域福祉推進のための市町社協の運営基盤強化 

① 市町社協事務局長会議の開催 

期 日 場 所 内 容 

R7.6.16 

（月） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・令和７年度栃木県保健福祉部における社会福祉協議会関係事業

の執行方針について 

  栃木県保健福祉部保健福祉課地域福祉担当 

課長補佐 佐藤 美希氏 

・令和 7年度栃木県社会福祉協議会の事業執行方針について 

  栃木県社会福祉協議会 事務局長及び各部長 

 

② 市町社協役職員研修会の開催 

ア 市町社協初任者職員研修会の開催 

     新任社協職員として必要な基礎知識や技術、仕事に取り組む基本的な姿勢等を習得 

するための研修会を開催した。（受講者 前期：41 人 後期：39人） 

   〈前期〉 

回数 期 日 場 所 内 容 

第 1回 R7.5.13 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

 

・オリエンテーション 

・社会福祉協議会の基本理念と役割 

講師 栃木県社会福祉協議会地域福祉部長 

・アイスブレイク 

 講師 大田原市社会福祉協議会   二瓶 友仁氏 

    那須烏山市社会福祉協議会 静野 智隆氏 

・ビジネスマナー基礎① 

講師 有限会社エファ 代表取締役 菊地 理恵氏 
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第 2 回 R7.5.21 

(水) 

宇都宮市 

パルティ 

・ビジネスマナー基礎② 

講師 有限会社エファ 代表取締役 菊地 理恵氏 

・情報交換交流会 

第 3回 R7.6.9 

(月) 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・社協コミュニティワーク研修（社協新任職員編）① 

講師 日光市社会福祉協議会 曽根 駿介氏 

・栃木県社会福祉協議会の理解 

 講師 栃木県社会福祉協議会地域福祉部 

地域福祉・ボランティア課 

・民生委員の理解 

 講師 栃木県民生委員児童委員協議会 

    常務理事兼事務局長 荷見 晃氏 

・共同募金の理解 

講師 栃木県共同募金会 主事 柿沼 沙弥氏 

 

〈後期〉 

回数 期 日 場 所 内 容 

第 1回 

 

R7.7～8 

 

県内各市町

社協 

・市町社協現場実習 

第 2回 R7.8.26 

(火) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・地域共生社会の実現に向けた社会福祉協議会の取組み 

講師 那須塩原市社会福祉協議会 主事 大木 美穂氏 

・地域福祉推進のための生活困窮者支援 

講師 壬生町社会福祉協議会 主任 松本 和也氏 

・地域福祉推進のためのボランティアセンター 

講師 芳賀町社会福祉協議会 主任 市村 瞳氏 

第 3回 R7.9.9 

(火) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ、障

害者スポー

ツセンター 

・地域福祉推進のための介護保険サービス事業 

講師 那須町社会福祉協議会 主査 石田 充氏 

・福祉教育の実践 

 講師 栃木県社会福祉協議会 課長補佐 桧原 賢一 

栃木レイカーズ 大森 亜紀子氏 

            間下 裕基氏 

第 4回 R7.9.25 

(木) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・社協コミュニティワーク研修（社協新任職員編）② 

 講師 日光市社会福祉協議会 主査 曽根 駿介氏 

・地域福祉推進のための権利擁護事業 

講師 大田原市社会福祉協議会  

主査 志賀 はな絵氏 

・社会福祉援助技術論 

 講師 国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 

             特任教授 小嶋 章吾氏 

・リフレクション 

第 5回 

 

 

R7.12.18 

(木) 

・22(月）

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・災害ボランティアセンター運営コーディネーター研修

（基礎編）と共催 

 

イ 市町社協中堅職員研修会の開催 

中堅職員を対象に、将来のリーダー的存在を目指す職員として、その役割について 

理解を深めるとともに、社協職員としての資質・能力の開発と向上を図るための研修

会を開催した。 
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期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.11.12 

（水） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義・演習「つなぐ力 導く力～中堅職員に求めら

れるリーダーシップとは」 

講師 ㈱ヒューマンスキル開発センター 

事業部長 小野里 奈保氏 

22 人 

 

ウ 市町社協管理職員研修会の開催 

管理職が自らの立場・役割を認識し、職員育成・組織運営管理に必要な知識を学び、 

住民への社協事業サービスの提供者として資質・能力の開発と向上を図るための研修 

会を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.10.8 

(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義・演習「管理職員の果たすべき役割」 

「人材確保と育成」等 

講師 ㈱ヒューマンキャリアダイナミクス 

代表取締役 大野 陽子氏 

20 人 

 

エ 市町社協トップセミナーの開催 

地域福祉を進める社協のトップとして、組織経営及び事業運営機能を高めるための 

セミナーを開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.1.15 

(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講演「社会福祉協議会基本要項 2025 から考えるこれ

から目指すべき社協の姿」 

講師 社会福祉法人琴平町社会福祉協議会  

会長 越智 和子氏 

  （全社協地域福祉推進委員会委員長/基本要項検

討委員会委員長） 

61 人 

 

オ 市町社協労務管理セミナーの開催 

労働関係法制度の動向について学び、適切な労務管理に役立てるためのセミナーを 

開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.12.15 

(月) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

・講義『改正育児介護休業法と対応のポイント』 

『職員の「年収の壁問題」について』 

   『勤怠管理の問題について』・情報交換 

講師 社会保険労務士法人 SILCS  

代表社員／特定社会保険労務士  

澤田 省悟氏 

22 人 

 

カ 市町社協経理研修会の開催 

   初任者向けに日常の経理処理、社協の会計及び税務に係る基礎や留意点を学ぶ研修

会を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.9.2 

（火） 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

・講義「所得税の基礎控除について」 

   「公益信託制度について」 

   「寄附、遺贈を受ける際の留意点について」 

   「電子納税について」 

   「団体業務不正予防について」 

20 人 
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講師 根本明人税理士事務所   根本 明人氏 

 

③ 人事・労務管理アドバイザー事業の実施 

労働及び社会保険に関する法令に適正に対応し健全な労働環境を整備するため、社会保 

険労務士と業務契約を結び、県内社会福祉協議会からの相談に対応した。（相談件数４件） 

  

④ 栃木県地域福祉振興基金（栃の実基金）事業の実施 

地域における民間福祉活動の推進及びボランティア活動の振興を目的として、栃木県地

域福祉振興基金（栃の実基金）を活用し、市町社会福祉協議会、市民団体等への支援を行

った。 

ア 地域福祉推進事業・ボランティア活動振興事業 

№ 社協名 
社協

別№ 
事業名 

補助年度 

補助額(円) 開

始 

終

了 

1 宇都宮市 

1 見守り体制整備事業 R3 R7 300,000 

2 錦地区サロン事業 R4 R8 90,000 

3 姿川地区サロン事業 R4 R8 260,000 

4 富屋地区サロン事業 R4 R8 190,000 

5 西原地区サロン事業 R5 R9 190,000 

6 清原地区サロン事業 R5 R9 300,000 

7 瑞穂野地区サロン事業 R5 R9 230,000 

8 
中央ブロック 7地区における小地域福祉

活動計画の策定・推進 
R5 R9 300,000 

9 
東部ブロック 8地区における小地域福祉

活動計画の策定・推進 
R5 R9 300,000 

10 
西部ブロック 8地区における小地域福祉

活動計画の策定・推進 
R5 R9 300,000 

11 
南部ブロック 8地区における小地域福祉

活動計画の策定・推進 
R5 R9 300,000 

12 
北部ブロック 8地区における小地域福祉

活動計画の策定・推進 
R5 R9 300,000 

2 足利市 1 
地区社会福祉協議会における地域福祉活

動の推進事業 
R6 R8 300,000 

3 栃木市 

1 
住民サービスによる送迎サービス事業の

展開 
R3 R7 150,000 

2 地域共生社会に向けた福祉教育の研究 R5 R9 300,000 

3 
栃木市災害ボランティア活動資機材ネッ

トワーク構築事業 
R6 R10 300,000 

4 栃木市地域福祉活動計画推進事業 R7 R7 300,000 

4 佐野市 

1 社会福祉法人連携協働事業 R5 R9 300,000 

2 ボランティアセンター事業 R5 R9 300,000 

3 要援護者サポート事業 R6 R10 300,000 

4 
佐野市社協マスコットキャラクター推進

事業 
R7 R7 300,000 
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5 日光市 

1 
社協ワーカー評価システムと実践の見え

る化事業 
R6 R8 1,000,000 

2 第 4 期日光市地域福祉活動計画策定事業 R6 R7 300,000 

3 事業継続マネジメント（BCM）強化事業 R7 R9 300,000 

6 真岡市 1 
真岡市地域福祉計画・地域福祉活動計画

（第 4期）策定事業 
R7 R7 300,000 

7 大田原市 

1 小地域福祉活動計画策定事業 R6 R8 300,000 

2 法人後見事業 R6 R10 300,000 

3 災害にも強い地域づくり事業 R7 R9 150,000 

4 
住民主体の地域福祉活動を支援・強化す

るための中期経営計画策定事業 
R7 R8 100,000 

8 那須塩原市 

1 地区社協設立支援事業 R6 R10 300,000 

2 共生社会に向けた啓発事業 R6 R10 200,000 

3 法人後見事業 R6 R10 300,000 

4 
災害ボランティアセンター運営サポータ

ー研修事業 
R7 R11 150,000 

5 
ボランティアセンター事業（福祉体験学

習事業） 
R7 R7 300,000 

9 さくら市 
1 

フードバンク事業（フードバンクさく

ら） 
R5 R9 300,000 

2 法人後見事業 R6 R10 200,000 

10 那須烏山市 1 お互い様の地域づくり促進事業 R6 R8 300,000 

11 下野市 
1 しもつけ福祉大会事業 R5 R7 300,000 

2 ふくし移動講座 R7 R7 300,000 

12 上三川町 
1 小地域福祉活動計画策定事業 R7 R8 300,000 

2 第 4 次地域福祉活動計画策定事業 R7 R8 300,000 

13 益子町 1 ふくし総合相談事業 R7 R11 300,000 

14 茂木町 

1 誰もがいられる居場所づくり整備事業 R4 R8 300,000 

2 
ICT を始めとする情報共有ネットワーク

づくり事業 
R6 R10 300,000 

3 地域福祉活動の担い手体制整備事業 R6 R10 300,000 

15 市貝町 

1 
福祉コミュニティづくりと住民活動・社

会福祉法人の連携拡充 
R3 R7 200,000 

2 
重層的支援体制構築に向けた地域支援ネ

ットワーク形成事業 
R3 R7 170,000 

16 芳賀町 

1 総合相談対応力向上事業 R5 R6 170,000 

2 第 3 次地域福祉活動計画 R6 R7 300,000 

3 芳賀町社協居場所化計画事業 R7 R11 200,000 

17 壬生町 1 
車いすバスケットボール交流事業（福祉

教育事業） 
R3 R7 300,000 
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18 

 
野木町 

1 広報啓発活動強化事業 R7 R7 300,000 

2 地域福祉活動計画策定事業 R7 R8 300,000 

19 那須町 
1 第 5 期那須町地域福祉活動計画策定 R7 R7 200,000 

2 ひきこもり支援事業 R7 R11 170,000 

20 那珂川町 

1 法人後見事業 R6 R10 300,000 

2 
第 4 期那珂川町地域福祉活動計画策定事

業 
R7 R7 300,000 

合計 
20 社協 

57 事業 
15,720,000 

 

⑤ 市町社協向け情報の提供 

市町社協の事業運営に参考となる情報を収集し、適宜提供を行った。（福祉の動向、先

進事例等の情報提供） 

 

⑶ 市町社協活動促進のための調査・研究 

① 市町社会福祉協議会部会の開催 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R8.3.3 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・基調報告「地域福祉推進委員会 令和７年度協議内

容の報告」 

 報告者 菅谷 斉氏 令和７年度全国社会福祉協議会

地域福祉推進委員会 委員／社会福祉法人栃木市社

会福祉協議会 常務理事兼事務局長 

・協議 

(1)社協の総合力向上に向けた経営基盤の強化につ

いて 

⑵地域共生社会の実現に向けた地域福祉推進基盤

の強化について 

12 人 

 

〔市町社会福祉協議会部会委員〕（R8.3.31 現在） 

氏 名 所 属・職 名 備 考 

手塚 英和 宇都宮市社会福祉協議会会長 部会長 

菅谷 斉 栃木市社会福祉協議会常務理事兼事務局長 副部会長 

松本 昌宏 日光市社会福祉協議会常務理事兼事務局長  

飯田 康人 上三川町社会福祉協議会常務理事兼事務局長 副部会長 

櫛田 弘樹 足利市社会福祉協議会事務局長  

仲根 信行 さくら市社会福祉協議会事務局長  

関 久美子 芳賀町社会福祉協議会事務局長  

北井 孝文 市貝町社会福祉協議会事務局次長  

三好 朱里 那須塩原市社会福祉協議会生活支援課権利擁護係長  

熊倉 幸太郎 佐野市社会福祉協議会総務福祉課長  

若林 佑樹 下野市社会福祉協議会地域福祉課主査  

高麗 正生 小山市社会福祉協議会福祉事業係兼高齢者サポート係長  

猿田 有樹 那須町社会福祉協議会りんどう作業所長  

 

‒39‒



- 40 - 

② 市町社協活動実態調査の実施 

    県内市町社協の概況及び事業内容について調査し報告書を取りまとめ、その結果を基に 

市町社協の運営基盤強化を図った。 

 

⑷ 栃木県市町社協職員連絡協議会等との連携及び支援 

① 栃木県市町社協職員連絡協議会（職連協）への支援及び研修・研究活動の推進 

    職連協と連携・協力し、市町社協職員の資質向上、社協活動の研究などを図るため共催 

で研修会を開催した。 

事業名 期日 場所 内容 参加者数 

栃木県市町社

協職員連絡協

議会研修事業 

R7.12.10 

(水) 

さくら市 

喜連川社会復帰

促進センター 

テーマ「お出かけ研修事業」 

・視察研修 

17 人 

  

２２  住住民民主主体体のの地地域域づづくくりりをを支支援援すするる人人材材のの育育成成  

⑴ コミュニティワーカー等の養成 

①  コミュニティワーク研修の実施 
ア 社協コミュニティワーク研修会（基礎編・認定コース）の開催〔再掲〕 

     15 期生の研修を実施し、修了者（8人）には修了証及び認定カードを交付した。 

       講師等（全日程） 

         講 師 日光市社会福祉協議会   松本 昌宏氏 

             日光市社会福祉協議会   松田 大樹氏 

期 日 場 所 内   容 参加者数 

R7.7.4(金)  宇都宮市  

とちぎ福祉

プラザ 

⑴講義「コミュニティワーク論①」 

⑵講義「コミュニティワーク論②」 

⑶演習「記録の作成方法①」 

9 人 

R7.9.12(金)  宇都宮市  

とちぎ福祉

プラザ 

⑴演習「記録の作成方法②」 

⑵講義・演習「コミュニティワーク論③」 

⑶中間評価（リフレクション） 

8 人 

R7.11.28(金)  宇都宮市  

とちぎ福祉

プラザ 

⑴演習「記録の作成方法③」 

⑵講義「コミュニティワーク論④-1」 

⑶講義・演習「コミュニティワーク論④-2」 

⑷演習「記録の作成方法④」 

7 人 

R8.2.13(金)  宇都宮市  

とちぎ福祉

プラザ 

⑴ 講義・演習「プログラム発表、全体総括」 
 

7 人 

 

   イ 社協コミュニティワーク研修会（フォローアップ編）の開催〔再掲〕 

     地域共生社会実現に向けた社協の役割や求められる取組みを学ぶため、基礎編修了者

のフォローアップを目的に研修会を開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R8.2.20（金） 宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

講義「社協コミュニティワークの展開方法－プ

ログラム開発と評価に注目して－」 

講師 明治学院大学 社会学部  

社会福祉学科 教授 榊原 美樹氏 

6 人 
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② 相談支援コーディネーター養成研修の実施 

ア 相談支援コーディネーター養成研修（基礎編）の開催 

市町において多機関の協働による包括的な相談支援体制の構築を支援するため、 

高齢・障害・児童等各分野の相談員等を対象に、各制度の相談支援機関の総合的な 

コーディネートを行う相談支援コーディネーターの養成研修（基礎編）を実施した。

(修了者 36人)  

 

回 数 期 日 場 所 内 容 

第 1回 R7.6.27（金） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ及び

オンライン 

⑴講義「地域共生社会の実現と相談支援コーディ

ネーターの役割」 

 講師 栃木県保健福祉部保健福祉課 

    髙橋 透氏 

⑵講義・演習「ソーシャルワーク総論」 

講師 東北福祉大学 准教授 大石 剛史氏 

第 2回 R7.7.31（木） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴講義「社会的孤立や複合的課題の理解① 

高齢者福祉の視点から/事例検討①」 

  講師 一般社団法人社会福祉士事務所 

          にじみる 高田 美保氏 

⑵講義「社会的孤立や複合的課題の理解②  

生活困窮者支援の視点から」 

  講師 栃木県東健康福祉センター 

       生活困窮者自立相談支援員 

               高間 智浩氏 

⑶講義「社会的孤立や複合的課題の理解③ 

成年後見制度」 

  講師 栃木ひまわり法律事務所 

     弁護士 山下 雄大氏 

⑷講義「社会的孤立や複合的課題の理解④ 

障害者福祉の視点から」 

 講師 とちぎ障がい者相談支援専門員協会 

会長 渡辺 純一氏  

第 3 回 R7.8.22（金） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴ 事例発表「包括的支援体制の構築」 
事例発表者 

  鹿沼市保健福祉部 福祉まるごと相談室 

           主査 菊田 あかね氏 

          社会福祉士 神山 大氏 

  那須烏山市健康福祉課社会福祉グループ 

           主幹 吉葉 由喜子氏 

  那須烏山市社会福祉協議 地域協働課 

           課長 山村 浩之氏 

⑵演習「包括的な支援体制整備における現状と課

題」 

講師 東北福祉大学 准教授 大石 剛史氏 

第 4回 R7.9.12（金） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴講義・演習「多機関連携のスキル①多職種連

携」 

 講師 国際医療福祉大学  

           講師 髙石 麗理湖氏 

⑵講義・演習「多機関連携のスキル②・③ 
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ファシリテーションとチームビルディング」 

 講師 日本ファシリテーション協会 

杉村 郁雄氏 

第 5回 R7.10.2（木） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴講義「支援プラン・記録の作成（総論）」 

講師 国際医療福祉大学  

講師 髙石 麗理湖氏 

⑵講義・演習「社会的孤立や複合的課題の理解 

児童福祉の視点から/事例検討②」 

  講師 一般社団法人栃木県若年者支援機構 

代表理事・栃木県子ども若者・ひきこもり総

合相センター センター長 中野 謙作氏 

第 6回 R7.10.24(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴講義・演習「社会資源の開発手法」 

  講師 東北福祉大学 准教授 大石 剛史氏 

⑵総括「相談支援コーディネーターとしての活動

展望」 

  講師 東北福祉大学 准教授 大石 剛史氏 

⑶修了式 

 

イ 相談支援コーディネーター養成研修（実践編）の開催 

回数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

第1回 R7.8.1 

（金） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

⑴講義「地域共生社会の実現と重層的支援体

制整備事業」 

  講師 東北福祉大学  

       准教授 大石 剛史氏 

⑵事例発表「地域共生社会の実現に向けた取

組」 

事例発表者  

兵庫県伊丹市 健康福祉部 

共生福祉社会推進担当 阿部 育恵氏 

伊丹市社会福祉協議会 地域福祉推進室 

地域支援課長兼地域づくり支援コーディ

ネーター      塩見 秀和氏 

⑶情報交換「各市町での相談支援コーディネ

ーターとしての実践状況等」 

ファシリテーター  

東北福祉大学 准教授 大石 剛史氏 

23 人 

第2回 R7.8.27 

（水） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

⑴講義・演習「情報交換・事例検討及び考察

（１）モデル事例」 

  講師 那須塩原市社会福祉協議会 

  主任 柴田 直也氏 

⑵講義・演習「情報交換・事例検討及び考察

（２）事前課題（参加者が予め持参した自

組織が対応した事例）」にもとづいた事例

検討 

⑶講義「包括的な支援体制の充実強化に向け

て」 

⑵・⑶ 講師 

東北福祉大学 准教授 大石 剛史氏 

22 人 
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⑵ 生活支援コーディネーターの資質向上 

① 生活支援コーディネーター養成研修の実施 

各市町において生活支援体制整備の中心的な役割を担う生活支援コーディネーター等に対

し、資源開発やネットワーク構築等に関する知識や技能の習得を図ることを目的に研修会を

実施した。 

 ア 初任者向け 

   主に新たに生活支援コーディネーターとして従事する方や従事して間もない方（初任者）

などに対し、生活支援体制整備事業の基本的内容や取組み方等の基本的知識の習得を目的

に研修会を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.8.8(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴制度概要（講義） 

 生活支援体制整備事業について 

栃木県保健福祉部高齢対策課 

⑵生活支援コーディネーターの役割と協議体に

ついて（講義）※ 

⑶県内市町における取組報告（講義） 

大田原市 保健福祉部 高齢者幸福課 高齢支

援係 副主幹 小泉 裕利 氏 

第 1層 SC 飯島 有香 氏 

大田原市社会福祉協議会黒羽支所地域福祉係 

係長 清水 美香 氏 

第２層 SC 郡司 照江 氏 

⑷参加者の所属する市町における生活支援体 

制整備事業実施状況（現状把握）について

（講義・演習）※ 

⑸共有・リフレクション 

※(2)(4)(5)講師等：明治学院大学社会学部 

社会福祉学科 教授 榊原 美樹氏 

42 人 

 

 イ 現任者向け 

各市町において生活支援体制整備事業の中心的な役割を担う生活支援コーディネーター

（現任者）等に対し、資源開発やネットワーク構築等に関する知識や技能の習得を図るこ

とを目的に研修会を開催した。今年度は、SC、行政、協議体が一体的となって地域づくり

を目指す上で、共有するべき「地域づくりの考え方や手法等」について学ぶ機会として位

置づけた。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.12.1（月） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義・実践事例報告・演習 

「支え合う地域づくりに向けて～生活支援コー

ディネーター（SC）の仕事とは」 

講師 全国コミュニティライフサポートセン 

ター(CLC) 理事長 池田 昌弘 氏 

 実践事例報告者 

  栃木市 第 1層 SC 中村 絹江 氏（栃木県 

生活支援体制整備事業アドバイザー） 

  矢板市 第 2層 SC 根本 薫 氏 

  高根沢町 第 2層 SC 郡司 由美 氏 

52 人 
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② わいがや！～つながろう栃木の SC！座談会 2025～の開催 
   生活支援コーディネーターや協議体構成メンバー等が生活支援体制整備事業を通じて地域

づくりに向き合う場面において、課題となっていることや今さら聞けないような疑問点など

について、参加者間で共有し、取組みへのヒント、視点を得ることを目的に実施した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.11.5 

（水） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

(1) 栃木県生活支援体制整備事業アドバイザーによる取

り組み報告リレー 

報告者 

栃木県生活支援体制整備事業アドバイザー  

石綱 秀行氏、飯島 恵子氏、中村 絹江氏 

(2)情報交換（フリートーク形式）参加者が抱える日頃

の地域に対する思いや地域づくりなどの課題、疑問に

ついて情報交換を行った。 

助言者 

栃木県生活支援体制整備事業アドバイザー  

石綱 秀行氏、小林 泰進氏、飯島 恵子氏、 

中村 絹江氏、青田 賢之氏 

19 人 
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Ⅲ 福祉サービス利用者のための支援の強化 

 

１１  福福祉祉ササーービビスス利利用用者者のの権権利利擁擁護護のの充充実実  
利用者本位の福祉サービスが提供されるよう、日常生活自立支援事業（とちぎ権利擁護セ

ンター・あすてらす）を展開した。 

⑴ 福祉サービス利用援助事業の推進 
① 契約締結審査会の開催（１回） 

〔令和 7年度契約締結者数（令和 8年３月 31 日現在）〕 

対象者 契約数 解約数 実利用者数 

認知症高齢者等 98 120 369 

知的障害者 23 35 251 

精神障害者 28 38 265 

その他 8 12 45 

合 計 157 205 930 

   

② 各関係機関等への事業説明 

  各関係機関との会議等や各種研修会等において、事業内容等について説明を行った。 

期 日 場 所 内 容 

R7.5.20(火) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

第１回契約締結審査会 制度説明及び実施状況説明 

R7.5.27(火) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

第 1回運営監視委員会 制度説明及び実施状況説明 

R7.8.26(火) オンライン 相談支援機関職員研修 制度説明 

R7.9.4(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

令和 7年度栃木県成年後見制度利用促進体制整備研

修 制度説明 

R7.12.4(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

金融機関連等連絡会議 制度説明及び実施状況説明 

 

③ 全国担当者会議等への参加 

日常生活自立支援事業・成年後見制 担当部・課・所長会議及び日常生活自立支援事業 

専門員実践力強化研修会へ参加 

 

 ⑵ 事業従事者の確保・育成・定着 
  ① 生活支援員向け研修会の開催 

    利用者への支援活動に携わっている生活支援員及び専門員を対象に、支援者として必要

な知識と援助技術を身に付けることを目的に研修会を開催した。 

期 日 場 所 内 容 
参加

者数 

R7.9.24 

  (水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

日常生活自立支援事業従事者養成研修会(生活支援員・

専門員) 

講義 「高齢者や障害者を狙う悪徳商法の手口や詐欺

被害の実情、その対応方法について」 

講師 ＮＰＯ法人とちぎ消費生活サポートネット 

   理事長 白土 美代子氏 

42 人 

R7.11.27 

(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

日常生活自立支援事業従事者養成研修会(生活支援員) 

講義・演習 「精神障害のある利用者との関わり方」 

講師 ＮＰＯ法人栃木県精神障害者支援事業協会 
 理事・事務局長 小池 秀明氏 

51 人 
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② 専門員向け研修会の開催 

市町社協連絡会議等で随時困難事例の検討を行ったほか、専門員の日々の利用者支援で

の気付きや課題等について情報共有するとともに、専門員の資質向上を図ることを目的

に研修会を開催した。 

 

期 日 場 所 内 容 
参加

者数 

R7.4.24 

(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

日常生活自立支援事業従事者養成研修会(専門員) 

講義 「日常生活自立支援事業における kintone の活用

と操作について」 

講師 栃木県社会福祉協議会 権利擁護課 

45 人 

R7.9.24 

  (水) 

〔再掲〕 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

日常生活自立支援事業従事者養成研修会(生活支援員・

専門員) 

講義 「高齢者や障害者を狙う悪徳商法の手口や詐欺

被害の実情、その対応方法について」 

講師 ＮＰＯ法人とちぎ消費生活サポートネット 

   理事長 白土 美代子氏 

42 人 

R7.12.17 

(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

令和 7年度日常生活自立支援事業専門員研修会 

講義・演習 「権利擁護の理解について」 

講師 権利擁護センター・ぱあとなあとちぎ 

   阿部 千亜紀氏 

35 人 

 

③ あすてらす連絡会議の開催 

    県内 25 市町社協の専門員を対象に会議を行い、情報の共有化や困難ケースの解決に向

けた検討を行った。 

回数 期 日 場 所 内 容 
参加

者数 

第 1 回 R7.4.24 

(木)  

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

⑴令和 6年度あすてらす実施状況報告について 

⑵栃木県運営適正化委員会運営監視申入事項に

ついて 

⑶令和 7年度予定等について 

 年間予定の変更、確認 

 令和 7年度市町社協訪問 

⑷生活支援員の賃金等について 

⑸利用料の改定について 

⑹利用者の通帳限度額の変更について 

⑺連絡事項 

41 人 

 

第 2 回 R7.6.17 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

⑴解約時の必要書類の確認 

⑵県社協からの連絡事項 

・新日自(仮)について 

・会長の交代について 

・変更に伴う関係文書について 

⑶情報交換等 

・身寄りのない高齢者等への支援について 

・利用者の依存先の分散について 

・利用料変更や生活支援員雇用に向けての動き 

29 人 

第 3 回 R7.8.20 

(水) 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

⑴県社協からの連絡事項 

・新ガイドラインについて 

・支援時間と利用料金の計算モデル 

⑵情報交換等 

・生活支援員雇用に向けての現状共有 

32 人 
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第 4 回 R7.10.15 

(水) 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

⑴県社協からの連絡事項 

・令和 8 年度身寄りのない高齢者等の課題に対

応するための取組 

・新ガイドラインにおける意思決定支援につい

て 

・あすてらすから後見移行に関する調査につい

て 

⑵生活支援員雇用について  

36 人 

第 5 回 R7.12.17 

(水) 

〔再掲〕 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ  

令和 7年度日常生活自立支援事業専門員研修会 

講義・演習 「権利擁護の理解について」 

講師 権利擁護センター・ぱあとなあとちぎ 

   阿部 千亜紀氏 

35 人 

 

第 6 回 R8.2.19 

(木) 

 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ  

⑴講義 

「日常生活自立支援事業と成年後見制度の連携

に関する実態調査」にみる成年後見制度等への

移行時の課題及び支援継続時における法的課題

とリスクマネジメント 

講師 栃木県弁護士会 弁護士 山下 雄大氏 

⑵ケース検討会 

・日常生活自立支援事業による支援継続に不安

のあるケースについて(6事例) 

38 人 

 

 

 ⑶ 事業実施体制の充実強化 
① 金融機関等連絡会議の開催 

    日常的金銭管理サービスに対する理解の促進と円滑な実施を図るため、金融機関連絡会

議を開催した。 

期 日 場 所 内 容 出席者数 

R7.12.4 

(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴あすてらすの状況報告 

⑵議題 

①あすてらすと金融機関との連携について 

②代行・代理に関わる手続き書類について 

③その他 

9 人 

 

② 市町社協の育成 

   ア 県内 25市町社協すべてに相談対応や利用者支援等の業務の一部を委託した。 

〔令和 7年度市町社協相談件数及び契約者数（令和 8年 3月 31 日現在）〕 

市町社協名 一般相談件数 専門相談件数 契約者数 

宇都宮市社会福祉協議会 2,359   0 22 

足利市社会福祉協議会 577 0 2 

栃木市社会福祉協議会 1,143 1 6 

佐野市社会福祉協議会 1,477 1 8 

鹿沼市社会福祉協議会 2,244 0 16 

日光市社会福祉協議会 1,044 0 11 

小山市社会福祉協議会 1,590 0 10 

真岡市社会福祉協議会 872 0 1 

大田原市社会福祉協議会 1,314 0 7 

矢板市社会福祉協議会 1,019 0 12 
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那須塩原市社会福祉協議会 2,661 5 30 

さくら市社会福祉協議会 208 0 5 

那須烏山市社会福祉協議会 567 4 3 

下野市社会福祉協議会 305 0 0 

上三川町社会福祉協議会 194 0 0 

益子町社会福祉協議会 95 4 1 

茂木町社会福祉協議会 6 0 0 

市貝町社会福祉協議会 91 0 2 

芳賀町社会福祉協議会 104 0 0 

壬生町社会福祉協議会 125 0 1 

野木町社会福祉協議会 338 0 1 

塩谷町社会福祉協議会 199 0 5 

高根沢町社会福祉講義会 339 2 4 

那須町社会福祉協議会 595 3 4 

那珂川町社会福祉協議会 566 5 6 

合 計 20,032 25 157 

  

   イ 市町社協への訪問 

  委託先である 25 市町社協を訪問し、日常生活自立支援事業の実施状況を確認するとと

もに、実施にあたっての課題の共有化、解決に向けての連携を図った。（令和７年７月

～11月） 

 

③ 各関係機関等への事業説明及び連携〔再掲〕 

    各関係機関との会議等や各種研修会等において、事業内容等について説明を行った。 

期 日 場 所 内 容 

R7.5.20(火) 

〔再掲〕 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

第１回契約締結審査会 制度説明及び実施状

況説明 

R7.5.27(火) 

〔再掲〕 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

第 1回運営監視委員会 制度説明及び実施状

況説明 

R7.8.26(火) 

〔再掲〕 

オンライン 相談支援機関職員研修 制度説明 

R7.9.4(木) 

  〔再掲〕 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

令和 7年度栃木県成年後見制度利用促進体制

整備研修 制度説明 

R7.12.4(木) 

  〔再掲〕 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

金融機関連等連絡会議 制度説明及び実施状

況説明 

 

④ 専門相談の充実 

    公益社団法人成年後見センター・リーガルサポートと契約を締結し、市町社協において

司法書士による専門相談を実施し、相談体制の充実を図った。 

 

⑤ ケース検討会の開催 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R8.2.19 

(木) 

〔再掲〕 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

日常生活自立支援事業による支援継続に不安のあ

るケースについて(6 事例) 

38 人 
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２２  成成年年後後見見制制度度のの活活用用促促進進  
  法人後見事業の推進では、担当職員に対する研修や情報交換の場の提供、法人後見支援員の

フォローアップ研修を実施した。また、地域の相談支援機関や中核機関に携わる職員を対象と

した研修を実施し、相談対応技能の向上を図った。さらには、栃木県成年後見制度総合アドバ

イザー事業を通じて各市町の権利擁護支援体制整備を進めた。 

  とちぎ成年後見支援センター運営委員会を通して、県内における成年後見制度利用促進に向

けた現状と課題を協議し、社協と専門職団体等との連携体制を構築した。 

 

⑴ 法人後見事業の推進 

① 法人後見支援員（人材）バンクの運営 

これまでに養成した法人後見支援員（72名）の登録情報の更新、市町社協への情報提供

を行った。 

 

② 法人後見支援員フォローアップ研修の実施 

法人後見支援員（人材）バンクに登録している方を対象に、地域で円滑に活動できるよ

う研鑽を図ることを目的として実施した。 

 

③ 法人後見事業担当職員（専門員）研修の実施 

法人後見業務を主として担当する職員（法人後見専門員）の研鑽を図ることを目的とし

て実施した。 

 

 

 期 日 場 所 内  容 参加者数 

R7.12.17 

（水）  

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・講義・演習「権利擁護支援について 

～本人のニーズとウォンツの捉え方」 

講師 権利擁護センター・ぱあとなあとちぎ 

阿部 千亜紀氏 

35 人 

資料提供 11 人 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

第 1 回 

R7.6.19 

（木） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・講義「第二期成年後見制度利用促進基本計画～中間

検証～都道府県後方支援の取組みについて」 
講師 栃木県保健福祉部保健福祉課担当 

・講義「成年後見制度概論（１）」 

講師 宇都宮家庭裁判所主任書記官 三木 万理氏 

・講義「成年後見制度概論（２）」 

講師 成年後見センター・リーガルサポートとちぎ支部 

支部長 照本 夏子氏 

21 人 

第２回 

R7.6.30 

（月）

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・講義「後見業務の実務概論」 

 講師 成年後見センター・リーガルサポートとちぎ支部 

相談役 竹田 知史氏 

24 人 

第 3 回 

R7.7.14 

（月） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・講義「後見業務の実務（１）」 

・演習「後見業務の実務（２）」 

講師 権利擁護センター・ぱあとなあとちぎ 

松本 裕行氏 

20 人 

第４回 

R7.7.28 

（月） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・講義「権利擁護支援（１）」 

・演習「権利擁護支援（２）」 

講師 権利擁護センター・ぱあとなあとちぎ 

阿部 千亜紀氏 

20 人 
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④ 法人後見事業推進連絡会議の開催 

ア 法人後見事業推進連絡会議の開催 

県内で法人後見事業を実施している市町社協における取組みについて情報交換すると

ともに、担当職員のスキルアップに向けた勉強会等の企画や今後の法人後見事業の推進

について検討することを目的に開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

第 1 回 

R7.5.26 

（月） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ  

・説明 

「栃木県成年後見制度総合アドバイザー事業につい

て」   栃木県県保健福祉部保健福祉課担当 

「後見等事務報告に関する統一書式（後見事務報告

書、報酬付与申立事情説明書及び別紙等）について

～変更点、留意事項等」 

宇都宮家庭裁判所主任書記官 三木 万理氏 

・情報（名刺）交換 

44 人 

第 2 回 

R7.10.3 

（金）  

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ  

・講義及び事例検討 

「令和６年度栃木県内法人後見相談支援事業相談案

件（事例検討）及び関連法制度の共有」 

「死後事務について～各市町社協が直面している

（した）死後事務の対応方法についての共有及び検

討」 

講師・助言者 公社）成年後見センター・リーガル

サポートとちぎ支部 相談役 竹田 知史氏 

23 人 

第 3 回 

R8.2.19 

（木） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・講義及び事例検討 

「日常生活自立支援事業と成年後見制度の連携に関す

る実態調査にみる成年後見制度等への移行時の課題

及び支援継続時における法的課題とリスクマネジメ

ント(講義)」 

「日常生活自立支援事業による支援継続に不安のある

ケースについて～（グループ討議・事例検討）」 

講師・助言者  

栃木県弁護士会 弁護士 山下 雄大氏 

38 人 

 

イ 調査研究等の実施 

県内の市町社協における法人後見事業実施状況について、受任件数、財産等の管理

体制や出納管理に関する責任体制等について紙面調査を実施した。 

実施時期 対 象 内 容・方 法 

R8.3 市町社協 市町社協における成年後見の取組状況に係る調査（受任件数等）

について 

〔参考 受任状況等(R8.3.31 時点)〕 

･17 市町社協実施 

･94 件受任（後見 76 件、保佐 13 件、補助 3件、監督 2件）  
市町社協法人後見業務における出納事務等について（紙面調査） 

 

⑵ 地域連携ネットワーク構築の推進 
①  県民・相談支援機関からの相談対応 

ア 相談対応（49件） 

一般県民や社会福祉施設、相談支援機関からの相談に対して、必要に応じて、専門職

の助言を得た上で、成年後見制度利用に関する助言や情報提供を行った。また、適切な
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関係機関等へつないだ。 

相談内容は、主に成年後見制度利用の適否、手続きの流れや法人後見を実施している

社協からの後見業務内容など成年後見制度の利用に関する相談の他、中核機関や協議会

の機能強化、運営に関する事項など利用促進に関する相談に大別される。 

【相談対応（49 件）内訳】 

相談者属性 一般県民 関係機関 自治体 市町社協 

相談件数 6 件 3 件 8 件 32 件 

 

   イ 制度説明等職員派遣（１件） 

成年後見制度や利用促進の取組みの説明をした。 
・真岡市成年後見制度利用促進協議会（R8.1.29（木）） 

   ウ 市町社協、市町中核機関等主催会議への職員派遣（47 件） 

     県内市町社協が運営する法人後見事業運営委員会等へ出席し、受任ケースの動向把握

に努めるとともに、適宜情報提供等を行った。（12 件） 

     県内の中核機関が主催する権利擁護ケース検討会議や協議会に出席し、中核機関とし

て抱える課題を把握し、県域の支援体制構築に向けた情報収集、情報提供を行った。

（35件） 

エ 市町社協中核機関担当者オンラインサロンの開催 

成年後見制度利用促進法の求める地域連携ネットワークの中核を担う機関である中核

機関の業務を受託（予定等含む）している 8 市町社協において、地域連携ネットワーク

の構築に向けた取組みについて情報交換を行うことで、中核機関の機能の充実を図るこ

とを目的に開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

第 1 回 

R7.7.8(火) 
オンライン ・今年度の進め方について 

・オンラインサロンテーマについて 

14 人 

第 2 回 

R7.8.25(月） 

オンライン ・情報交換 

⑴市民後見人育成に関して 

⑵専門職団体（三士会）との受任者調整について

他 

16 人 

第 3 回 

R8.1.26(月) 

オンライン ・情報交換 

⑴今年度対応に苦慮した相談（市民、関係機関、

後見人等）内容、ケースについて 

⑵社会保障審議会福祉部会報告書における中核機

関運営に関するテーマ他 

14 人 

 

② 成年後見制度利用促進研修会の開催 

本研修では、市町、市町社協、地域の相談支援機関等の関係機関間で地域連携ネットワ

ークの意義について共有し、県内における権利擁護支援体制の強化に資することを目的に

実施した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R7.10.29 

（水） 

オンライン  ・講義「成年後見制度利用促進の現状と地域連携

ネットワークのあり方について」 

・グループ演習 

「権利擁護支援チームを支える地域連携ネットワ

ークと権利擁護支援の視点の確認について」 

講師 一般社団法人権利擁護支援プロジェクト

ともす 代表理事 川端 伸子氏 

73 人 
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③ 成年後見制度普及啓発セミナーin上三川の開催 

判断能力が十分でない方が住み慣れた地域で自分らしく生活を営み続けるための方法の

一つである成年後見制度の利用について、一般県民や地域で支援に携わる者に対して制度

の普及啓発を図ることを目的に開催した。 

 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R7.7.3 

(木) 

上三川町 

いきいき

プラザ 

・講演「成年後見制度の目的や内容について」 

講師 宇都宮家庭裁判所 主任書記官 三木 万理氏 

・講演「成年後見制度活用事例の紹介～制度活用で解

決できること・できないこと～」 

講師 成年後見センター･リーガルサポートとちぎ支部 

  佐伯 祐子氏 

・成年後見制度の利用に関する個別相談会 
相談対応者 県弁護士会、リーガルサポートとちぎ、

ぱあとなあとちぎ 

72人 

（講演）

5組 
(個別相談) 

 

④ 相談支援機関職員研修の実施 

    地域の相談支援機関を対象に、権利擁護制度活用の必要性や支援の方針、意思決定支援

のあり方について学び、地域で適切な権利擁護支援を円滑に遂行できる体制を強化するこ

とを目的として実施した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

第 1回

R7.8.26 

（火） 

オンライ

ン 
・講義「権利擁護の理解～権利擁護の視点につい

て」 

講師 成年後見センター・リーガルサポートとちぎ支部 

    照本 夏子氏 

・講義「成年後見制度について（概要、申し立て～

審判流れ等）」 

講師 宇都宮家庭裁判所 主任書記官 三木 万理氏 

・講義「日常生活自立支援事業について（概要、相  

    談から利用までの流れ等）」 

講師 栃木県社会福祉協議会生活支援部権利擁護課 

83人 

第 2回① 

R7.9.3(水) 

[対象] 

障害者相談

支援事業所

相談員 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・講義「意思決定支援のあり方について」 

・講義・演習「成年後見制度活用事例検討」 

講師 権利擁護センター・ぱあとなあとちぎ 

松本 裕行氏 

27人 

第 2回② 

R7.9.11 

(木） 

[対象] 

地域包括支

援センター

社会福祉士 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・講義「意思決定支援のあり方について」 

・講義・演習「成年後見制度活用事例検討」 

講師 権利擁護センター・ぱあとなあとちぎ 

阿部 千亜紀氏 

24人 

第 2回③ 

R7.10.2 

（木） 

[対象] 

居宅介護支

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・講義「意思決定支援のあり方について」 

・講義・演習「成年後見制度活用事例検討」 

講師 権利擁護センター・ぱあとなあとちぎ 

小口 みほ子氏 

31人 
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援事業所介

護支援専門

員 

 

⑤ 栃木県成年後見制度利用促進体制整備研修の実施 

中核機関業務に携わる職員等を対象に、相談支援方法や中核機関の役割機能を学ぶ研修

を実施した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

第 1回 

R7.9.4 

（木） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・講義「成年後見制度利用促進法と成年後見制度利用促

進基本計画（第二期計画）のねらいと推進方策」 

 講師 栃木県弁護士会 弁護士 山下 雄大氏 

・講義「成年後見制度について」 

「家裁との連携のあり方、市町行政に望むこと」 

 講師 宇都宮家庭裁判所 主任書記官 三木 万理氏 

・講義「日常生活自立支援事業について」 

栃木県社会福祉協議会生活支援部権利擁護課 

32人 

第 2回 

R7.9.26 

（金） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・講義・演習「権利擁護支援のあり方について～自己決

定権の尊重」「市町長申立ての意義」 

・実践発表 

「那須塩原市における市長申立て～申立て判断、手続き

等」 

・演習（事例検討） 

「権利擁護支援の方針及び市町長申立ての判断等考え方

について」 

発表者 那須塩原市高齢福祉課地域支援係  

相馬 和也氏 

事例提供者 那須塩原市社会福祉協議会 

生活支援課権利擁護係 三好 朱里氏 

 講師及びコーディネーター 

公社）成年後見センター・リーガルサポート 

とちぎ支部 相談役 竹田 知史氏 

36人 

第 3回 

R7.10.10 

（金） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・講義 

「各市町の地域連携ネットワークの構築に向けて」 

・演習（情報交換） 

「地域連携ネットワークの機能、機能強化を目指して」 

講師  

公社）成年後見センター・リーガルサポート 

とちぎ支部 佐伯 祐子氏 

25人 

 

  ⑥ 成年後見制度利用促進に向けた地域別情報交換会の開催 

県内の市町において、権利擁護支援の地域連携ネットワークの構築や中核機関の設置等を

進めている中で、取組状況や課題等について、近隣地域で情報共有や意見交換を行うことで、

今後の利用促進に向けた取組を推進することを目的として、県内の５地域で開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R7.12.16 

（火） 

真岡市 

栃木県庁

芳賀庁舎 

⑴成年後見の利用促進について～中核機関の重要性～ 

栃木県保健福祉部保健福祉課地域福祉担当 

⑵各市町の取り組み状況・情報交換 

⑶アドバイザーによる講評 

24人 
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R8.2.13 

（金） 
大田原市 

栃木県庁

那須庁舎 

⑴成年後見の利用促進について～中核機関の重要性～ 

栃木県保健福祉部保健福祉課地域福祉担当 

⑵各市町の取り組み状況・情報交換 

⑶アドバイザーによる講評 

19人 

R8.2.24 

（火）

宇都宮市 

栃木県庁

昭和館 

⑴成年後見の利用促進について～中核機関の重要性～ 

栃木県保健福祉部保健福祉課地域福祉担当 

⑵各市町の取り組み状況・情報交換 

⑶アドバイザーによる講評 

24人 

R8.3.9 

（月） 

足利市 

栃木県庁

足利庁舎 

⑴成年後見の利用促進について～中核機関の重要性～ 

栃木県保健福祉部保健福祉課地域福祉担当 

⑵各市町の取り組み状況・情報交換 

⑶アドバイザーによる講評 

12人 

R8.3.16  

（月） 

小山市 

栃木県庁

小山庁舎 

⑴成年後見の利用促進について～中核機関の重要性～ 

栃木県保健福祉部保健福祉課地域福祉担当 

⑵各市町の取り組み状況・情報交換 

⑶アドバイザーによる講評 

13人 

 

⑶ 司法、福祉団体との連携体制の構築と事業推進 

  ① とちぎ成年後見支援センター運営委員会の開催 

   ア とちぎ成年後見支援センター運営委員会の開催 

本会に設置するとちぎ成年後見支援センターの運営、司法、福祉の専門職、県、家

庭裁判所等関係機関とセンター事業の展開や県内における成年後見制度利用促進に向け

た取組み等について協議した。 

期 日 場 所 内  容 出席者数 

第 1回 

R7.5.21 

（水） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・「令和７年度とちぎ成年後見支援センター事業につ

いて」 

・「各市町中核機関の機能と成年後見制度利用促進協

議会の実態把握等～成年後見制度総合アドバイザー事

業について」 

・「法人後見支援員養成研修修了者（バンク）の取り

扱いについて（市民後見人育成研修受講等）」 

5人 

第 2回 

R7.9.1 

（月） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・「各市町中核機関の機能と成年後見制度利用促進協

議会の実態把握等～国実態調査の進捗状況等について

～」 

・「地域別情報交換会の持ち方について」 

5人 

第 3回 

R7.12.15 

（月） 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・「日常生活自立支援事業と成年後見制度の連携に関

する実態調査結果について」 

・「成年後見制度総合アドバイザー事業の運用につい

て」 

・「市町社協法人後見業務出納事務等のチェック項目

の見直しについて」 

「地域別情報交換会の進行内容について」 

5人 

 

イ 調査研究等 

 県内における日常生活自立支援事業と成年後見制度の連携という局面における日常生

活自立支援事業の今後の適切な展開へ向けた課題整理を目的に「日常生活自立支援事業

と成年後見制度の連携に関する実態調査」を実施した。 

 また、県内の市町長申立ての適切な実施、成年後見制度利用支援事業の推進に向け、
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各自治体の市町長申立てや成年後見制度利用支援事業の実施状況を調査し、運用上抱え

る課題を明らかにするとともに、当該課題に対する県域のアプローチ方策を見出すこと

目的に「栃木県内市町長申立て及び成年後見制度利用支援事業実施状況調査（令和６年

度実績）」を実施した。 

実施時期 対 象 内 容・方 法 

R7.10 市町社協 

あすてら

す専門員 

・日常生活自立支援事業と成年後見制度の連携に関する実態調査 

調査項目 

⑴回答社協情報 

⑵現在の本事業利用者について 

⑶令和 6年度に成年後見制度等に移行したケースについて 

⑷成年後見制度移行を進めるにあたって課題となること 

⑸市町行政における日常生活自立支援事業の理解浸透状況につい

て 

R8.1～2 市町（高

齢福祉所

管課、障

害福祉所

管課） 

・栃木県内市町長申立て及び成年後見制度利用支援事業実施状況

調査（令和 6年度実績） 

調査項目 

⑴事業実施（首長申立て、申立て費用、報酬助成）にあたっての

調査、審議基準手順等 

⑵令和６年度助成実績状況 

⑶令和６年度の予算額 

⑷事業運用上の課題 

⑸その他（利用促進に向けた課題等） 

 

② 栃木県成年後見制度総合アドバイザー事業の実施【新規】 

成年後見制度に関する中核機関の設置や市町の体制整備のみならず、権利擁護(個別困

難事案)に関する助言を行う事業。具体的な助言や派遣するアドバイザーは、三士会（栃

木県弁護士会、公社）成年後見センター・リーガルサポートとちぎ支部、一社）栃木県社

会福祉士会）に委託している。個別事案の相談対応や会議等へアドバイザーの派遣調整を

行った。 

ア アドバイザーによる相談対応（10件）内訳 

相談先 栃木県弁護士会 
(公社)成年後見センター・リ

ーガルサポートとちぎ支部 
(一社)栃木県社会福祉士会 

相談件数 ３件 ４件 ３件 

  

イ アドバイザーを派遣した（９件）内訳 

期 日 派遣先（場所）  派 遣 者  内  容  

R7.8.25 

（月）  

県・県社協 

オンライン  

弁護士、司法書士、社会福

祉士各１名 

中核機関担当者オンライン会

議 

R7.10.24 

（金） 

高根沢町役場 弁護士１名 個別ケース検討会議 

R7.11.5 

（水） 

鹿沼市社協 弁護士、司法書士、社会福

祉士各１名 

新規事業検討企画会議 

R7.12.16 

（火） 

県・県社協 

県庁芳賀庁舎 

弁護士１名、司法書士２

名、社会福祉士 1名 

利用促進に向けた地域別会議 

R8.1.8 

（木） 

足利市役所 弁護士１名 個別ケース検討会議 

R8.2.13 

（金） 

県・県社協 

県庁那須庁舎 

弁護士、司法書士、社会福

祉士各１名 

利用促進に向けた地域別会議 
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R8.2.24 

（火） 

県庁昭和館 弁護士、司法書士、社会福

祉士各１名 

利用促進に向けた地域別会議 

R8.3.9 

（月） 

県庁足利庁舎 弁護士、司法書士、社会福

祉士各１名 

利用促進に向けた地域別会議 

R8.3.16 

（月） 

県庁小山庁舎 弁護士、司法書士、社会福

祉士各１名 

利用促進に向けた地域別会議 

  

      ウ 栃木県成年後見制度総合アドバイザー情報共有会議の開催 

栃木県の成年後見制度利用促進に向けた取組方針やアドバイザーが参画する各市町中核

機関、協議会の状況等について共有し、今後の展開に向けて課題を整理すること等を目的

に開催した。 

期 日 場 所 内  容 出席者数 

R8.3.12 

（木） 

オンライン ・栃木県内における成年後見制度利用促進体制（中

核機関）整備の現状と課題、課題に対する今後の展

開について 

栃木県保健福祉部保健福祉課地域福祉担当 

・令和７年度栃木県成年後見制度総合アドバイザー

事業における派遣・相談実績について 

栃木県社会福祉協議会生活支援部権利擁護課 

・情報共有～県内市町における成年後見制度利用促

進体制（中核機関）取組状況について 

13人 

  

  

  

３３  福福祉祉ササーービビスス運運営営適適正正化化のの推推進進  
本会に設置された第三者機関である栃木県運営適正化委員会において、日常生活自立支援

事業（とちぎ権利擁護センター・あすてらす）の適正な運営の確保や福祉サービスに関する

利用者等からの苦情の解決を図るため各種事業を実施した。 

   ・受付相談件数 152件 （内訳）  苦情     131件 

その他の相談   21件 

⑴  運営適正化委員会機能の充実 
① 栃木県選考委員会の開催 

回 数 期 日 場 所 内 容 出席人数 

第 1回 R7.6.10(火) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・令和 6年度栃木県運営適正化委員会

の事業について 

・栃木県運営適正化委員会委員の辞任

に伴う後任委員の選考について 

6人 

 
② 栃木県運営適正化委員会の開催 

回 数 期 日 場 所 内 容 出席人数 

第 1回 R7.5.27(火) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・令和 6年度事業報告について 

・令和 7年度事業計画(案)について 

14人 

 

③ 苦情解決委員会の開催 

回 数 期 日 場 所 内 容 出席者数 

第 1回 R7.5.27(火) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・継続審議（1件） 7人 

第 2回 R7.8.1(金） 宇都宮市 ・継続審議（1件） 7人 
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とちぎ福祉プラザ 

第 3回 R7.10.3(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・継続審議（1件） 7人 

第 4回 R7.11.27(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・継続審議（1件） 

・巡回支援の実施について 

6人 

第 5回 R8.1.22(木) オンライン ・新規審議（1件） 

・巡回支援の実施について 

7人 

第 6回 R8.3.16(月) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・新規審議（1件） 

・継続審議（1件） 

・巡回支援の実施について 

７人 

 

④ 運営監視委員会の開催 

回 数 期 日 場 所 内 容 出席人数 

第 1回 R7.5.27(火) 宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・令和 6年度とちぎ権利擁護センター実

績報告について（報告） 

・令和 6年度運営監視改善申し入れ事項

に対する報告について（報告） 

・令和 7年度運営監視について 

12人 

第 2回 R8.2.26(木) 宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

・令和 6年度県社協への申し入れ事項に

ついて（栃木県社協報告） 

・令和 7年度運営監視結果について 

・令和 8年度運営監視日程等について 

13人 

 

⑤ 苦情解決のための調査、助言、斡旋等 

  福祉サービスの苦情解決に向けて、事業所への訪問調査（1 件）、改善申入れ（1 件）、

助言（13 件）、当事者間の話し合い解決の推奨（67 件）、専門機関・関係機関の紹介・

伝達（34件）、その他支援(17件)等を行った。 

   

⑥ 日常生活自立支援事業（あすてらす）実施社協への巡回・監視指導の実施 

    事業の委託先である市町社協の適正な運営を確保するため、金銭管理サービスにおける

金銭の取扱い及び管理状況等について訪問調査を実施し、必要な改善申し入れをするとと

もに、栃木県社会福祉協議会に対して実施社協の指導等について申し入れをした。 

期 日 実施社協名 場 所 

R7.7.4(金) 大田原市社会福祉協議会 大田原市役所 A別館 

R7.7.29(火) 真岡市社会福祉協議会 真岡市総合福祉保健センター 

R7.7.29(火) 益子町社会福祉協議会 益子町福祉センター 

R7.8.6(水) さくら市社会福祉協議会 氏家福祉センター 

R7.9.17(水) 上三川町社会福祉協議会 上三川いきいきプラザ 

R7.9.29(月) 栃木市社会福祉協議会 栃木市栃木保健福祉センター 

R7.10.9(木) 茂木町社会福祉協議会 茂木町保健福祉センター 

R7.10.9(木) 市貝町社会福祉協議会 市貝町保健福祉センター 

R7.10.22(水) 那須町社会福祉協議会 ゆめプラザ・那須 

R7.11.13(木) 那須塩原市社会福祉協議会 那須塩原市健康長寿センター 

R7.11.26(水) 宇都宮市社会福祉協議会 宇都宮市総合福祉センター 

R7.12.11(木) 高根沢町社会福祉協議会 高根沢町キリン体育館 

R7.12.11(木) 芳賀町社会福祉協議会 芳賀町農業者トレーニングセンター 

 

⑦ パンフレット・ポスター等の配布、市町広報誌等による広報の実施 

県内全市町行政・社協へ苦情解決制度周知の依頼を行った。研修会等において苦情解決
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制度周知のポスターを配布した。 

 

⑧ 苦情解決事業に関する研修会の開催 

    苦情解決責任者等を対象に、講義及び演習を通して苦情・事故が起きた際の対応方法等

について学ぶことを目的に研修会を実施した。 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

福祉サービ

ス苦情解決

研修会 

R7.12.2 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福

祉プラザ 

講義「不満を信頼に変える！実践できる苦

情対応のコツ」  

講師 株式会社ヒューマンキャリアダイナ

ミクス 大野陽子氏  

235人 

 

⑨ 福祉サービス事業所への巡回指導及び巡回支援 

    事業所に訪問のうえ、苦情解決体制の整備状況を確認し、適切な体制の整備や苦情解決

方法等について必要な助言等を行った。（6事業所） 

 

⑩ 栃木県国民健康保険団体連合会等との情報交換 

    関係機関主催の会議や研修会等に参加し、情報収集や意見交換を行った。 

会議等名 期 日 場所 

運営適正化委員会事業研究協議会 

 (主催)全国社会福祉協議会 

R7.7.7(月) 東京都 

全国社会福祉協議会 

介護サービス相談担当者連絡会 

(主催)栃木県国民健康保険団体連合会 

R7.7.31(木) Web開催 

関東甲信越静ブロック運営適正化委員会 

委員長等連絡会及び相談員連絡会 

R7.10.24(金) 千葉県 

千葉県社会福祉センター 

運営適正化委員会相談員研修会 

（主催）全国社会福祉協議会 

R7.11.6(木)～ 

R7.11.7(金) 

東京都 

全国社会福祉協議会 

  

  

  

４４  福福祉祉ササーービビススのの質質のの向向上上のの支支援援  
   本会に設置された第三者機関であるとちぎ福祉サービス第三者評価推進機構において、福

祉サービス事業者の提供する福祉サービスの質の向上と利用者の適切なサービスの選択に資

することを目的として各種事業を実施し、栃木県における福祉サービス第三者評価事業の推

進を図った。 

   また、評価機関として地域密着型サービス外部評価事業を実施した。 

 

⑴ 福祉サービス第三者評価の推進 
  ① とちぎ福祉サービス第三者評価推進機構運営委員会の開催 

期 日 場 所 内 容 出席人数 

R8.3.2 

（月） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・令和 7年度事業実施状況について（報告） 

・令和 8年度事業計画（案）について 

 13人 

 

② とちぎ福祉サービス第三者評価推進機構認証部会の開催 

期 日 場 所 内 容 出席人数 

R8.3.2 

（月）

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・評価機関の事業報告について（報告） 

・第三者評価機関の継続申請について 

9人 
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③ とちぎ福祉サービス第三者評価推進機構基準等部会の開催 

回数 期 日 場 所 内 容 出席人数 

第 1回 R7.6.27 

(金) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・評価事業普及協議会報告 

・WEBを活用してのアンケートの実施につい

て 

・対象事業（児童館）の追加について 

・評価調査者研修について 

・啓発・促進について 

8人 

第 2回 R7.10.23 

(木）

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・部会長・副部会長の選任について 

・評価調査者養成研修修了者の認定につい

て 

・普及・啓発セミナーについて 

・更新時研修について 

・女性自立支援施設の評価について 

・利用者アンケートについて 

・評価調査者研修実施要領の改正について 

8人 

 

④ 評価調査者研修の実施 

    第三者評価機関が福祉サービス第三者評価を実施するにあたり、その所属する評価調査

者が一定の知識と技術を持って評価を行うことができるよう、評価調査者養成研修及び評

価調査者継続研修を実施した。 

ア 評価調査者養成研修の実施（受講者修了者数 3人） 

回数 期 日 場 所 内 容 

1日目 R7.8.12 

(火） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

・講義「1 第三者評価の理念と基本的な考え方」 

講師 基準等部会部会長 坪井 真氏 

・講義「2 第三者評価の全体像」 

講師 推進機構事務局 

2日目 R7.8.13 

(水) 

～8.29 

(金) 

E ラーニン

グ 

・講義「3 評価調査者の役割と倫理」 

「4 利用者調査の方法等について」 

「6 第三者評価基準の理解と判断のポイント 

「高齢分野」」 

講師 基準等部会委員 篠崎 文男氏 

・講義「5 第三者評価基準の理解と判断のポイント

「共通分野」」 

講師 認証部会部会長 福田 雅章氏 

・講義「7 第三者評価基準の理解と判断のポイント 

「障害分野」」  

講師 基準等部会委員 伊藤 淳一氏 

・講義「8 第三者評価基準の理解と判断のポイント 

「保育分野」」  

・演習「9 第三者評価基準の理解と判断のポイント 

「放課後児童クラブ分野」」 

講師 基準等部会部会長 坪井 真氏 

3日目 R7.9.4 

(木） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・演習「10 書面（事前）審査の着眼点」 

「11 訪問調査の着眼点」 

講師 基準等部会部会長 坪井 真氏 

4日目 R7.9.9 

(火） 

宇都宮市 

宝木保育園 

 

・実習「12 実習Ⅰ」 

講師 基準等部会部会長 坪井 真氏、 

基準等部会委員 中山 和幸氏 

 実習協力施設：宝木保育園 
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5日目 R7.9.16 

(火） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・実習「13 実習Ⅱ」   

・全体会「修了レポート」 

講師 基準等部会部会長 坪井 真氏 

 

 

イ 評価調査者継続研修の実施 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.10.17(金)、 

10.29(水） 

  

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

・講義「第三者評価の実施状況について」 

 講師 推進機構事務局 

・講義「第三者評価の最新の動向について」 

・演習「第三者評価結果の書き方」 

 講師 一般社団法人全国福祉サービス第三 

者評価調査者連絡会  

理事 田中 稔氏（17日） 

    一般社団法人全国福祉サービス第三 

者評価調査者連絡会  

副会長 右京 昌久氏（29日） 

34人 

R8.1.26（月） 

※代替研修 

  

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

・講義「社会福祉制度の動向について」 

 講師 推進機構事務局 

・講義「分野ごとの第三者評価のポイントに

ついて」（オンライン・動画） 

救護施設・保育・高齢・障害分野 

・演習「事例検討」 

・講師 一般社団法人全国福祉サ ービス第 

三者評価調査者連絡会  

理事 岡田 賢宏氏 

1人 

R8.2.5（木） 

※代替研修 

  

塩谷町 

ふにゅう保

育園 

・施設実習 1人 

R8.2.16（月） 

※代替研修 

 

大田原市 

かねだ保育

園 

・施設実習 1人 

 

ウ 更新時研修 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.1.26（月） 

  

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

・講義「社会福祉制度の動向について」 

 講師 推進機構事務局 

・講義「分野ごとの第三者評価のポイントに

ついて」（オンライン・動画） 

救護施設・保育・高齢・障害分野 

・演習「事例検討」 

・講師 一般社団法人全国福祉サ ービス第 

三者評価調査者連絡会  

理事 岡田 賢宏氏 

9人 

 

⑤ 普及啓発事業の実施 

   ア 推進シンポジウムの開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.12.26

（金） 
宇都宮市 
とちぎ福祉

プラザ 

・講義 

「福祉サービス第三者評価の効果的 な活用方法

～不適切な支援や虐待防止の観点から～」 

48人 
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・講師 国際医療福祉大学 助教 中山 和幸氏 

（基準等部会委員） 

・実践報告 

「第三者評価を受審して～自己評価・受審 結果

の活用方法等～」 

①受審施設（高齢分野） 

 社会福祉法人恩賜財団済生会支部栃木県済生会  

特別養護老人ホームとちの木荘  

施設長 植田 稔氏 

②受審施設（障害分野） 

 社会福祉法人慈生会  マ・メゾン光星  

副施設長 斎藤 透氏 

③受審施設（保育分野） 

 社会福祉法人洗心会 こばとキッズ  

園長 松沼 香織氏 

 

⑥ 第三者評価の周知・広報 

  第三者評価事業の普及推進を目的として、広報啓発を行った。 

   ア 「推進機構ニュース」の発行 

     第三者評価事業の普及啓発を目的に発行し、評価対象事業所、関係機関等約 1,600 か

所に配布した。 

   イ ホームページの充実 

     とちぎ福祉サービス第三者評価推進機構のホームページに、第三者評価事業の内容、

評価機関の情報、評価結果等を掲載した。 

ウ 関係団体への周知 

期 日 場 所 内 容 

R7.5.13 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

栃木県保育協議会総会にて事業説明 

R7.5.19 

（月）

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 
栃木県老人福祉施設協議会総会にて事業説明 

R7.6.19

（木）

宇都宮市 

ホテルマイステイズ宇都宮 
栃木県障害施設事業協会総会にて事業説明 

 

⑦ 第三者評価機関の認証 

   継続して評価を行う評価機関（７機関）を認証した。 

認証番号 評価機関名 所在地 認証期間 

と評機 05-01 

特定非営利活動法人 

International Social 

Service Culture Center 

栃木県塩谷郡塩谷町大字 

熊ノ木 1099－1 
R8.4.1～ 

R11.3.31 

と評機 05-02 
株式会社 

アールピーアイ栃木 

栃木県宇都宮市鶴田町 

1333－1 

R8.4.1～ 

R11.3.31 

と評機 06-03 株式会社大高商事 
栃木県宇都宮市宝木本町 

1474－5 

R8.4.1～ 

R11.3.31 

と評機 08-02 
一般社団法人 

栃木県社会福祉士会 

栃木県宇都宮市若草 1－

10－6 

R8.4.1～ 

R11.3.31 

と評機 15-01 
特定非営利活動法人 

ライフサポート樂樂 

千葉県旭市口 1004－17 R8.4.1～ 

R11.3.31 

と評機 25-01 
一般社団法人 

Future Grip研究所 
栃木県宇都宮市砥上 333-

36 
R8.4.1～ 

R11.3.31 
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と評機 25-02 
株式会社 

福祉整備事業団 

東京都港区芝浦 2-17-2 

田町竹芝ハイツ 201号 

R8.4.1～ 

R11.3.31 

 

 

⑧ 第三者評価結果の公表 

 公表期間は５年間とし、公表後、評価実施済証を交付した。 

№ 公表日 事業所名 
サービス 

区  分 
評価機関 

1 R7.4.9 
栃木市いわふね保

育園 
保育所 一般社団法人栃木県社会福祉士会 

2 R7.4.10 こばとキッズ 保育所 一般社団法人栃木県社会福祉士会 

3 R7.4.21 国分寺学園 

障害児入所

施設（福祉

型） 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

4 R7.4.25 
特別養護老人ホー

ムとちの木荘 

特別養護老

人ホーム 
一般社団法人栃木県社会福祉士会 

5 R7.6.2 
介護老人福祉施設

ゆずりは 

特別養護老

人ホーム 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

6 R7.7.1 
おちあい児童クラ

ブ 

放課後児童

クラブ 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

7 R7.7.1 
むんつけら児童ク

ラブ 

放課後児童

クラブ 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

8 R7.12.15 
栃木市くらのまち

保育園 
保育園 株式会社アールピーアイ栃木 

9 R8.1.20 こばと保育園 保育園 株式会社アールピーアイ栃木 

10 R8.1.21 わかば保育園 保育園 
特定非営利活動法人 

ライフサポート樂樂 

11 R8.1.21 
認定こども園  

薬師寺幼稚園 
保育園 

特定非営利活動法人 

ライフサポート樂樂 

12 R8.1.21 

認定こども園  

薬師寺幼稚園分園 

ふたばこども園 

保育園 
特定非営利活動法人 

ライフサポート樂樂 

13 R8.1.21 あおば保育園 保育園 
特定非営利活動法人 

ライフサポート樂樂 

14 R8.1.21 こがねい保育園 保育園 
特定非営利活動法人 

ライフサポート樂樂 

15 R8.1.21 那須愛恵苑 
共同生活援

助 
一般社団法人栃木県社会福祉士会 

16 R8.1.21 
ふるさとホーム那

須 

共同生活援

助 
一般社団法人栃木県社会福祉士会 

17 R8.1.29 
多機能事業所つる

たみ（生活介護） 
生活介護 

特定非営利活動法人 

ライフサポート樂樂 

18 R8.1.29 
多機能事業所つる

たみ（就労継続支援 B

型） 

就労継続支

援 B型 

特定非営利活動法人 

ライフサポート樂樂 
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19 R8.2.4 
サンフラワーガー

デン 

養護老人ホ

ーム 
一般社団法人栃木県社会福祉士会 

20 R8.2.20 
日光市立日光保育

園 
保育園 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

21 R8.2.20 
日光市立並木保育

園 
保育園 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

22 R8.2.20 
日光市立中宮祠保

育園 
保育園 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

23 R8.3.4 アイリブとちぎ 
共同生活援

助 
株式会社アールピーアイ栃木 

24 R8.3.5 
栃木市おおつか保

育園 
保育園 株式会社 大高商事 

25 R8.3.5 
宇都宮市ゆずのこ

保育園 
保育園 株式会社 大高商事 

26 R8.3.25 
こども発達支援セ

ンター 

児童発達支

援センター 
一般社団法人栃木県社会福祉士会 

27 R8.3.27 
今三あおぞら児童

クラブ 

放課後児童

クラブ 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

28 R8.3.27 さくら児童クラブ 
放課後児童

クラブ 

特定非営利活動法人 

International Social Service 

Culture Center 

 

⑨ 会議・研修会への参加 

会議等名 期 日 場 所 

令和 7年度評価事業普及協議会 

(主催)全国社会福祉協議会 

R7.6.3(火) 東京都 

全国社会福祉協議会 

令和 7 年度福祉サービス第三者評価事業評価

調査者指導者研修会 

(主催)全国社会福祉協議会 

R7.8.18(月) 

～8.19（火） 

東京都 

全国社会福祉協議会 

 

⑵ 地域密着型サービス外部評価事業の実施 

地域密着型福祉サービス提供事業者の提供するサービスの質の向上と利用者の適切なサ

ービスの選択に資することを目的として評価事業を実施した。 

① 外部評価の実施 
地域密着型サービス外部評価実施の契約を締結し、12件の訪問調査を実施し、独立行政

法人福祉医療機構の運営するワムネットで 12件の評価結果の公表をした。 

〈平成 17年度事業開始からの訪問調査累計：991件、公表累計：988件〉 
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Ⅳ 福祉人材の確保と育成 

 
１１  福福祉祉人人材材のの確確保保とと定定着着  
⑴ 就労への支援と人材確保の促進 

 ① 無料職業紹介事業の実施（保育士・保育所支援センター分含む） 

ア 求人状況   
区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

新規求人

数(人) 
904 283 940 492 468 630 558 289 2,541 1,097 1,969 488 10,657 

内 

訳 

正職員 483 132 561 237 279 333 292 165 1,380 427 1,056 249 5,594 

常勤(正
以外） 

55 27 56 18 26 45 34 7 63 150 63 25 569 

非・パ

ート 
366 124 323 237 163 252 230 117 1,098 520 850 214 4,494 

有効求人

数（人） 
1,334 1,404 2,035 1,646 1,841 1,596 1,629 1,446 3,351 3,886 5,338 3,367 28,873 

新規求人 

事業所数 
155 83 157 90 104 117 111 85 151 102 100 102 1,357 

有効求人 

事業所数 
217 228 271 254 263 245 252 238 252 247 243 237 2,947 

紹介・応

募人数 
19 12 14 19 16 18 29 26 18 21 45 38 275 

内

訳 
紹 介 19 12 13 18 15 18 28 26 18 21 44 34 266 

応 募 0 0  1 1 1 0 1 0 0 0 1 4 9 

採用人数 
6 6 15 11 5 18 17 9 29 12 25 70 223 

内 
訳 

正職員 2 2 6 3 2 6 8 6 20 9 15 39 118 

常勤(正
以外） 

0 1 0 2 0 5 1 1 3 0 2 11 26 

非 ・ パ

ート 
4 3 9 6 3 7 8 2 6 3 8 20 79 

  

イ 求職状況                                （人） 

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

新規求職者数 63 116 141 110 97 104 67 81 63 75 59 84 1,060 

有効求職者数 199 221 294 344 333 320 305 315 277 267 234 235 3,344 

  

ウ 求人・求職相談状況 

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

求人相談 

件数 
350 298 431 281 277 160 298 209 264 422 239 288 3,517 

求職相談 

件数 
1,464 897 742 1,000 893 641 671 863 663 909 532 590 9,865 
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（上記ウのうち、毎月第３土曜日に実施した休日開所の来所者数：人）       

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

7 7 3 10 2 5 3 1 3 4 4 4 53 

 

エ 保育士・保育所支援センターによる紹介・採用状況 

（保育士・保育所支援センター分抜き出し） 

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

有効求人数

（人） 
117 150 296 254 257 205 220 148 265 464 485 387 3,248 

紹介・応募

人数 
3 3 3 4 1 5 5 3 2 9 4 6 48 

内

訳 
紹介 3 3 3 4 1 5 5 3 2 9 4 6 48 

応募 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

採用人数 4 2 3 2 2 4 5 3 1 7 5 6 44 

内 

訳 

正社員 1 0 1 0 0 3 1 3 1 4 1 0 15 

常勤 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 1 3 8 

非･ﾊﾟｰﾄ 3 0 2 0 2 1 4 0 0 3 3 3 21 

 

オ 求職状況(保育士・保育所支援センター分抜き出し) 

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

有効求職者数

（人） 
45 48 47 91 82 80 69 66 62 58 58 62 768 

 

カ 福祉人材・研修センター運営委員会の開催  

期 日 場 所 内 容 

R7.10.21 (火) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・福祉人材・研修センター事業の取組み状況について 

・その他 

 

キ 企業合同説明会等への相談コーナー（ブース）出展 

 事業名 主催者 期 日 場 所 相談者等 

とちぎ県民の日 栃木県 R7.6.15 (日) 宇都宮市 

栃木県庁 

ブース

来場者

150 人 

保育フェア in うつのみや

2025 

宇都宮市私立保育園

協会 

R7.7.6 (日) 宇都宮市 

ライトキューブ

宇都宮 

ブース

来場者

22 人 

共同募金キックオフ・イ

ベント 

栃木県・共同募金会 R7.10.4（土） 宇都宮市 

オリオンスクエ

ア 

ブース

来場者

50 人 

第 15 回介護の日フェス

ティバル 

 

栃木県 

（一社）栃木県老人

福祉施設協議会 

R7.11.8 (土) 

 

宇都宮市 

ライトキューブ

宇都宮 

ブース

来場者

105 人 

女性やシニアのための合

同企業面接会 

栃木県 

 

R7.10.14 (火) 小山市 

小山市立文化セ

ンター 

ブース

来場者 

 7 人 

R7.10.20 (月) 宇都宮市 

宇都宮市東市民

活動センター 

ブース

来場者 

8 人 
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R7.10.22 (水) 

 

大田原市 

那須野が原ハー

モニーホール 

ブース

来場者 

6 人 

R8.2.19 (木) 小山市 

小山市立文化セ

ンター 

ブース

来場者 

7 人 

R8.2.24 (火) 大田原市 

那須野が原ハー

モニーホール 

ブース

来場者 

5 人 

R8.2.27 (金) 宇都宮市 

宇都宮市東市民

活動センター 

ブース

来場者 

6 人 

とちぎ子育て“ハッピー

フェス” 

とちぎ未来クラブ 

（事務局：栃木県） 

R7.11.3（月） 宇都宮市 

マロニエプラザ 

ブース

来場者 

35 人 

介護のしごと相談会 ハローワーク宇都

宮・栃木労働局 

R7.11.5(水) 宇都宮市 

コンセーレ 

ブース

来場者 

6 人 

介護のおしごと合同就職

説明会・面接会 

ハローワーク日光・

栃木労働局 

R7.11.6(木) 日光市 

日光市役所 

ブース

来場者

3人 

介護のおしごと合同就職

説明会・面接会 

ハローワーク黒磯・

大田原 

R7.11.28(金) 那須塩原市 

三島公民館 

ブース

来場者 

2 人 

ジョブフェスとちぎ 2025 

 

栃木労働局 

栃木県 

R7.11.30 (日) 宇都宮市 
ポリテクセンター

とちぎ 

ブース

来場者 

108 人 

保育の魅力発信事業 

 

栃木県 R8.1.25（日） 宇都宮市 

マロニエプラザ 

ブース

来場者 

20 人 

さの介護のお仕事説明会 ハローワーク佐野・

佐野市 

R8.3.18(水) 佐野市 

イオンモール佐

野新都市 

ブース

来場者 

6 人 

計 12 事業 17 回 546 人 

 

② 福祉のお仕事出張相談の実施 

 

 

③ 福祉のお仕事就職フェアの開催 

ア 福祉のお仕事就職フェア（合同相談会） 

ハローワーク名 開催日数 相談件数 ハローワーク名 開催日数 相談件数 

鹿沼 11 12 大田原 11 35 

栃木 11 14 小山 11 39 

佐野 11 26 日光 11 9 

足利 11 24 黒磯 11 6 

真岡 11 23 那須烏山 11 13 

矢板 11 15 とちぎジョブモール 4 5 

 計 125 221 
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期日 場 所 内 容 備 考 

R7.7.13 (日) 

 

※ 保育合同 

宇都宮市 

ライトキュ

ーブ宇都宮 

①1分間プレゼンテーション 

②個別相談コーナー 

③福祉人材センター相談コーナー 

法人      60 法人 

参加者数     136 人 

採用者数      33 人 

 

イ エリア別就職フェア 

期 日 エリア 会 場 事業所数 参加者数 採用者数 

R7.9.20 (土) 

 

県南 小山市 

小山市立文化センター 

22 法人 

 

33 人 3 人 

R7.10.25 (土) 

 

県北 那須塩原市  

乃木温泉ホテル 

25 法人 

 

38 人 6 人 

R8.1.17 (土) 

 

県央 宇都宮市  

障害者スポーツセンター 

45 法人 

 

46 人 7 人 

R8.3.7 (土) 

 

県域 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

40 法人 

 

68 人 5 人 

計 ４回 132 法人 185 人 21 人 

 

ウ テーマ別就職フェア（とちぎ介護人材育成認証取得法人限定） 

期日 場 所 内 容 備 考 

R7.5.31 (土) 宇都宮市 

ライトキュ

ーブ宇都宮 

①1分間プレゼンテーション 

②個別相談コーナー 

③福祉人材センター相談コーナー 

法人       28 法人 

参加者数      66 人 

採用者数      9 人 

 

④ 就職支援セミナー（求人者向け）の開催 

 福祉・保育人材採用力 UP セミナー 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.5.16 (金) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉プ

ラザ 

講義・グループワーク 

① 広報、魅力発信の基礎 

② 求職者に伝わる「魅力」「強み」の広報ポイ

ント 

③ 人材確保のための施設・事業所 PRのワーク 

④ 組織的な広報戦略の実践事例紹介 等 

講師 株式会社エイデル研究所 

   主任コンサルタント 遠藤 紀彦 氏 

「令和７年度就職フェアのご案内等」 

講師 本会福祉人材・研修センター 

23 人 

 

⑤ 介護員養成研修受講者の支援 

介護職員初任者研修受講費用助成事業の実施    33 件 1,004,000 円 

 

 ⑥ 保育のお仕事就職フェアの開催 

期 日 場 所 内 容 法人数 参加者数 採用者数 

R7.6.7 (土) 

 

オンライン ･合同相談会 

･とちぎ保育士･保育所支援

ｾﾝﾀｰ相談ｺｰﾅｰ 

10 法人 
 

4 人 １人 

R7.7.13 (日) 

 

※ 福祉合同 

宇都宮市 

ライトキュ

ーブ宇都宮 

･1 分間プレゼンテーション 

･合同相談会 

･とちぎ保育士･保育所支援 

46 法人 86 人  10 人 

‒67‒



 

- 68 - 

 

ｾﾝﾀｰ相談ｺｰﾅｰ 

R8.1.17 (土) 

 

※ 福祉合同 

宇都宮市 

障害者ｽﾎﾟｰ

ﾂｾﾝﾀｰ 

･合同相談会 

･とちぎ保育士･保育所支援 

ｾﾝﾀｰ相談ｺｰﾅｰ 

29 法人 20 人 5 人 

R8.3.7（土） 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

･合同相談会 

･とちぎ保育士･保育所支援

ｾﾝﾀｰ相談ｺｰﾅｰ 

18 法人 25 人 2 人 

計 4 回 103 法人 135 人 18 人 

 

⑵ 多様な人材の参入促進 
①  中学・高校への出前講座の開催 

ア 中学校                                      (人) 

期 日 学 校 名 参加者数 

R7.6.3  (火) 那須塩原市立高林中学校 26 人 

R7.6.6  (金) 那須町立那須中学校 59 人 

R7.6.19  (木) 高根沢町立阿久津中学校 35 人 

R7.6.20  (金) 那須塩原市立黒磯中学校 37 人 

R7.6.25  (水) 那須塩原市立黒磯北中学校 102 人 

R7.6.26  (木) 小山市立桑中学校 114 人 

R7.6.27  (金) 宇都宮市立瑞穂野中学校 147 人 

R7.9.4  (木) 那須塩原市立箒根学園 18 人 

R7.10.9  (木) 日光市立藤原中学校 28 人 

R7.12.9  (火) 宇都宮市立晃陽中学校 29 人 

R8.1.30  (金) 宇都宮市立鬼怒中学校 37 人 

R8.2.10  (火) 真岡市立真岡西中学校 60 人 

                             計 12 校     692 人 

 

イ 高等学校                                    (人) 

期 日 学校 参加者数 

R7.5.23  (金) 栃木県立真岡北陵高等学校 16 人 

R7.5.27  (火) 栃木県立壬生高等学校 40 人 

R7.6.5  (木) 栃木県立壬生高等学校 25 人 

R7.6.9  (月) 栃木県立黒磯南高等学校 17 人 

R7.7.1  (火) 栃木県立栃木翔南高等学校 22 人 

R7.10.31  (金) 栃木県立日光明峰高等学校 33 人 

R7.11.7  (金) 学校法人佐山学園佐野清澄高等学校 63 人 

R7.12.5  (金) 栃木県立矢板高等学校 23 人 

R7.12.18  (木) 栃木県立小山城南高等学校 180 人 

             計 9 校    419 人 

 

② 潜在介護福祉士等対象の講座の開催 

ア 福祉・介護職スタート講座 
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期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.6.28 (土) 宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

講義 グループホームのお仕事 

講師 （福）大恵会 グループホームひかりの里 

   今井 千春 氏 

9 人 

R7.8.9 (土) 宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

講義 訪問介護・訪問入浴のお仕事 

講師 ウエルシア介護サービス（株） 

    石川 献 氏、野中 稔 氏 

12 人 

R7.9.11 (木) 壬生町 

老人保健施設

みなと荘 

講義 介護老人保健施設のお仕事 

講師 老人保健施設みなと荘 

    橋本 岳士 氏、杉浦 薫 氏 

8 人 

R7.10.30 (木) 

 

さくら市 

つきみの杜 

つきみの里 

講義 特別養護老人ホームのお仕事 

講師（福）愛美会特養ホームつきみの杜 

家守 美由紀 氏 

9 人 

R7.11.13 (木) 

 

宇都宮市 

特養はりがや

実梨の丘 

講義 デイサービスのお仕事 

講師（福）朝日会はりがや健康教室 

     髙山 千絵 氏 

  （福）朝日会ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰひなたぼっこ 

村山 聖文 氏 

7 人 

 

R7.12.19 (金) 

 

宇都宮市 

ﾊﾋﾟﾈｽﾎｰﾑ細谷 

講義 サービス付き高齢者向け住宅のお仕事 

講師（一社）きずなの家ハピネスホーム細谷 

   菅原 英輔 氏、稲垣 絢香 氏 

8 人 

 

                               

 イ 福祉・介護職リスタート講座 

   期 日  場 所          内  容 参加者数 

R8.2.14 (土) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講座「福祉・介護現場のいま・むかし」 

講義・実技「身体に負担の少ない移動介助技術」 

講師 宇都宮短期大学非常勤講師 

   高橋 一将氏 

       

  9 人  

 

③ 職場体験事業の実施 

介護職見学・体験事業として協力施設（高齢者施設）において実施した。 

コース別延人数 参加者延人数 見学・体験施設 延日数 

見学         1 人  

体験 1日        16 人 

体験 2～3日      4 人 

21 人 

 

 19 か所 

 

 27 日 

 

 

④ 介護福祉士修学資金等の貸付（交付額） 

 ア 介護福祉士修学資金                        （人・円） 

 貸付人数 貸付金額 

新規 

2 年課程（ 6 校） 1 年生 130 104,000,000 

2 年課程（ 2 校） 2 年生 3 2,520,000 

4 年課程（ 1 校） 1 年生 1 600,000 

継続 

2 年課程（ 8 校） 2 年生 127 106,680,000 

4 年課程（ 2 校） 2 年生 10 6,000,000 

4 年課程（ 1 校） 3 年生 19 11,400,000 

4 年課程（ 1 校） 4 年生 5 4,200,000 

合 計 295 235,400,000 
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  イ 社会福祉士修学資金                         （人・円） 

    貸付人数 貸付金額 

新規 新規なし － － 

継続 （ 1 校） 1 300,000 

 合計 1 300,000 

 

 ウ 実務者研修受講資金           貸付人数 40 人 貸付金額  7,910,000 円 

   エ 再就職準備金                貸付人数 10 人 貸付金額  4,000,000 円 

 オ 福祉系高校修学資金返還充当資金       貸付人数 5人 貸付金額  2,200,000 円 

 

⑤ 福祉系高校修学資金の貸付  

                                    （人・円） 

     貸付人数 貸付金額 

新規 1 年生 （ 2 校） 17 1,700,000 

継続 
2 年生 （ 3 校） 9 630,000 

3 年生 （ 2 校） 8 2,160,000 

 34 4,490,000 

 

⑥ 介護・障害福祉分野就職支援金の貸付     

ア 介護分野                 貸付人数 23 人 貸付金額   4,600,000 円 

  イ 障害分野                貸付人数 9 人 貸付金額  1,800,000 円 

 

⑦ 潜在保育士等対象の講座の開催 

ア 保育のお仕事ステップアップ講座の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.29 (火) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義「幼児リトミック講座」 

講師 Sound Party OP.36 谷津 雅子氏 

講義「幼児安全法講習」 

講師 足利赤十字病院 関根 孝子氏 

30 人 

R7.9.17 (水) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義「発達障害の基本的な理解と対応について」 

講師 栃木県発達障害者支援センターふぉーゆう 

鈴木 侑里子氏 

講義「保育実践講座」 

講師 宇都宮共和大学子ども生活学部 

田所 順子氏 

42 人 

R7.11.12 (水） 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

講義「幼児体育講座」 

講師 宇都宮共和大学 副学長 河田 隆氏 

講義「幼児造形講座」 

講師 こども環境デザイン研究所 矢生 秀仁氏 

31 人 

計 103 人 

イ 復職応援コミュニティ「おしゃべりカフェ らふ＆ラフ」の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.5.21 (水）  宇都宮市  

とちぎ福祉 

プラザ 

ミニ講座｢絵本の読み聞かせ講座｣ 

製作「くるくる笛」 

懇談会 

 7 人 

R7.8.20 (水) 宇都宮市  

とちぎ福祉 

プラザ 

ミニ講座「ペープサートを作ってみよう」 

懇談会 

 8 人 

R7.12.3 (水)  

 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

ミニ講座「パネルシアターを作ってみよう」 

製作 

11 人 
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 プラザ 懇談会 

 

 ⑧ １DAY 保育体験の実施   実施事業所数 20 か所  参加者数 30 人 

 

⑨ 保育士修学資金等の貸付 

ア 保育士修学資金                                                      （人・円）  

    貸付人数 貸付金額 

新規 

2 年課程 
1 年生 49 37,850,000 

2 年生 2 1,600,000 

3 年課程 

1 年生 15 8,800,000 

2 年生 0 0 

3 年生 0 0 

4 年課程 

1 年生 16 8,000,000 

2 年生 2 800,000 

3 年生 4 2,100,000 

4 年生 0 0 

 

 

継続 

2 年課程 2 年生 60 47,100,000 

3 年課程 
2 年生 10 4,000,000 

3 年生 10 6,000,000 

4 年課程 

2 年生 21 6,250,000 

3 年生 22 6,875,000 

4 年生 20 10,800,000 

 合計 231 140,175,000 

 

イ 保育補助者雇上費貸付             貸付数  3 事業所 貸付金額  7,137,426 円 

ウ 未就学児を持つ保育士に対する保育料の一部貸付 

貸付人数   39 件 貸付金額  5,169,650 円 

エ 就職準備金                  貸付人数   32 件 貸付金額 12,800,000 円 

 

⑶ 職場定着への支援 
① 福利厚生事業の実施 

  民間社会福祉施設職員等の福利厚生の増進を図るために設立された福利厚生センターの地方 

事務局として、各種の福利厚生サービスを提供した。 

 

・福利厚生センター県内加入状況（令和 8年 3月末現在） 

   加入法人・事業所数  83 法人・210 事業所 

会員数 3,937 人 

 

ア 福利厚生事業の助成 

・人間ドック費用の助成（福祉基金充当事業） 326 人 3,140,335 円 

イ 会員交流事業の実施 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

チケットあっせ

ん販売 

R7.7～12 宇都宮市 「ステーキ宮」  

お食事クーポン 

150 人 

R7.7～10 

 

那須烏山市 「クローバー」 

お食事クーポン 

100 人 

期限無し(今

年度中) 

栃木市・壬生町 「肉のふきあげ」 

お食事クーポン 

100 人 

R7.7～12 宇都宮市 「ホテル東日本」 80 人 
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お食事クーポン 

 

R7.9.6(土) 東京都 

電通四季劇場

「海」 

劇団四季「アラジン」 100 人 

R7.10.11(土) 

 

東京都 

JR 東日本四季

劇場「秋」 
 

劇団四季「バック・ト

ゥ・ザ・フューチャー」 

100 人 

R8.2～R8.7 県内指定映画館 映画鑑賞券   500 人       

R8.3～R9.2 

 

県内指定温泉施

設 

日帰り・宿泊温泉クーポ

ン 

  560 人 

期限無し 指定施設 ジェフグルメカード 600 人 

R7.4～R7.12 東京ディズニー

リゾート 

ディズニーコーポレート

プログラム利用券 

609 人 

計 2,899 人 

 

ウ 入会促進及び事業の利用促進   37 事業所訪問 

 

② 離職した介護人材の届出制度の運用         966 人 (うち R7:90 人) 

  

 ③ 保育士サポートシステムの運用（登録者数）    1,436 人 

 

④ 社会福祉施設採用内定者研修会の開催      

期 日 研修内容・講師 時間等 参加者数 

R8.3.4～25 

(動画配信) 

 

講義・演習「福祉の職場で働く心構えと社会人

としてのマナー」 

講師 株式会社ツクイスタッフ 川上 百合氏 

動画 4本 

計 117 分 

75 人 

 

⑷ 福祉職のイメージアップと福祉の魅力発信 
① 福祉人材・研修センターニュースの発行［再掲］ 

№221 号(5/15)・222 号(8/15)・223 号(11/15)・224 号(2/15)発行  

発行部数各 2,000 部 

  

② 保育士に対する情報提供 

   ・メールマガジンの発行      発信回数    15 回 

   ・ホームページによる情報発信          随時 

 

③ 事業所訪問の実施 

・社会福祉事業所                52 箇所 

・保育所                    11 箇所 

 

④ ガイダンス等の実施   

福祉従事者養成校及び学生等への情報提供 

   事 業 名 主催者   期  日    場  所 参加者 

福祉人材・研修セン

ター及びとちぎ保育

士・保育所支援セン

ター資料配布、就職

フェア案内 

本会 R7.4.25（金） 宇都宮市 

作新学院大学女子短期大

学部 

- 

R7.5.1（木） 小山市 

白鴎大学 

R7.5.2（金） 宇都宮市 

‒72‒



 

- 73 - 

 

宇都宮共和大学 

R7.5.8（木） 宇都宮市 

国際看護介護保育専門学

校 

R7.6.20（金） 足利市 

足利短期大学 

佐野市 

佐野日本大学短期大学 

R7.7.2（水） 栃木市 

國學院大學栃木短期大学 

宇都宮市 

宇都宮ビジネス電子専門

学校 

介護労働講習 

（実務者研修） 

介護労働安定セ

ンター 

R7.6.6(金) 宇都宮市 

コンセーレ 

40 人 

介護職員実務者研修 TBC 福祉教育セ

ンター 

R7.12.10(水) 宇都宮市 

TBC 福祉教育センター 

20 人 

介護職員初任者研修 企業組合労協セ

ンター事業団 

R7.5.9(金) 那須塩原市 

らくらくオアシス 

11 人 

R7.7.29(火) 那須塩原市 

らくらくオアシス 

12 人 

R8.1.7(水) 那須塩原市 

らくらくオアシス 

6 人 

R8.3.25(水) 那須塩原市 

らくらくオアシス 

6 人 

就職ガイダンス 栃木介護福祉士

専門学校 

R7.5.16(金) 宇都宮市 

栃木介護福祉士専門学校 

34 人 

宇都宮短期大学 R8.1.8(木) 宇都宮市 
宇都宮短期大学 

26 人 

中高年者向け介護入

門的研修 

足利市 

元気高齢課 

R7.8.28(木) 資料配布 15 人 

R7.11.1(土) 資料配布 7 人 

矢板市社会福祉

協議会 

R7.10.30(木) 矢板市 

泉きずな館 

4 人 

那須塩原市 

高齢福祉課 

R7.10.28(火) 那須塩原市 

狩野公民館 

4 人 

佐野市 

介護保険課 

R7.11.26(水) 佐野市 

万葉福祉プラザ 

7 人 

R8.2.22(日) 資料配布 9 人 

潜在保育士向けセミ

ナー 

ハローワーク宇

都宮 

R8.2.9(月) 宇都宮市 

ハローワーク宇都宮 

5 人 

保育補助セミナー R8.2.10(火) 8 人 

介護福祉士修学資金

及び保育士修学資金

貸付制度卒業前説明

会 
※欠席者個別対応含む 

本会 R8.2.10(火) 

R8.2.16(月) 

R8.2.19(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

225 人 

(介護 

134 人 

保育 

91 人) 

     計 439 人 
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⑤ ソーシャルメディア、フリーペーパー等の活用による情報発信 

媒体名 媒体 情報発信の内容 掲載回数等 

本会 Instagram アカウント 
（再掲、福祉・保育センター事業を抜

粋） 

SNS 就職フェア、講座等 42 回 

Instagram 広告 SNS 就職フェア 随時 

栃ナビ！ 情報サイト 就職フェア、講座等 随時 

とちぎジョブカレ！ 情報サイト 就職フェア、体験事業等 随時 

宇都宮中央郵便局 動画 CM 保育センター事業案内 R7.4.1～R8.2.28 

宇都宮東警察署 電子看板 福祉センター事業案内 R7.4.1～R8.2.28 

トチペ フリーペーパー 就職フェア、講座等 12 回 

リビングとちぎ フリーペーパー 就職フェア、貸付事業等 3 回 

ママトコドモト フリーペーパー 就職フェア、貸付事業 1 回 

はぐくみ（栃木県保育協議会発

行） 
広報紙 保育センター事業案内 1 回 

中学生のためのお仕事ブッ

ク 

情報誌 福祉センター紹介記事 1 回 
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２２  福福祉祉人人材材のの育育成成  
⑴ 専門研修の充実 

① 社会福祉事業従事者専門研修の開催 

 社会福祉従事者を対象に、専門性の向上と組織性を高める研修会を開催した。 

事業名 期 日 研修内容・講師 時間等 参加者数 

1 社会福祉施

設採用内定者

研修〔再掲〕 

R8.3.4～25 

(動画配信) 

 

講義・演習「福祉の職場で働く心構え

と社会人としてのマナー」 

講師 株式会社ツクイスタッフ 

         川上 百合氏 

動画 

4 本 

計 117 

分 

75 人 

２ 社会福祉施

設新任職員研

修（前期） 

 

 

 

（高齢） 

R7.5.20 (火) 

 

 

 

 

講義・演習「人間関係とコミュニケー

ション」 
講師 (一社)とちぎ市民協働研究会 
    代表理事 廣瀬 隆人氏 
体験発表「福祉の仕事に携わって～先

輩から～」 
発表者 特別養護老人ホーム美渉 

    介護福祉士 園部 潤氏 

体験発 

表 1H 

講義・ 

演習 

4H 

 

39 人 

（障害・児童） 

R7.5.21 (水) 

講義・演習「人間関係とコミュニケー

ション」 
講師 (一社)とちぎ市民協働研究会 
    代表理事 廣瀬 隆人氏 
体験発表「福祉の仕事に携わって～先

輩から～」 
発表者 デイセンター すぎの芽 
    支援員 佐藤 容子氏 

体験発 

表 1H 

講義・ 

演習 

4H 

 

57 人 

３ 社会福祉施

設新任職員研

修（後期） 

（高齢） 

R7.12.4 (木) 

 

 

講義「高齢者福祉の仕組みと介護サー

ビス事業所・施設の役割」 

講師 栃木県保健福祉部高齢対策課 

講義「信頼されるスタッフを目指し

て」 

講師 ｽﾏｲﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

        代表 小林 里江氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

16 人 

（障害・児童） 

R7.12.5 (金) 

 

 

講義「障害者福祉の仕組みと障害者サ

ービス事業所・施設の役割」 

講師 栃木県保健福祉部障害福祉課  

講義「児童福祉の仕組みと児童福祉事

業所・施設の役割」 

講師 栃木県保健福祉部こども政策課 

講義「信頼されるスタッフを目指し

て」 

講師 ｽﾏｲﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

        代表 小林 里江氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

40 人 

４ 社会福祉施

設中堅職員研

修 

 

R7.7.15 (火) 

R7.7.16 (水) 

講義・演習「中堅職員の果たすべき役

割」 

講師 ㈱ﾋｭｰﾏﾝｷｬﾘｱﾀﾞｲﾅﾐｸｽ 

    研修ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 石井 美保氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

47 人 

53 人 

５ 社会福祉施

設指導監督職

員研修 

R7.9.8 (月) 

 

講義・演習「指導的立場にある職員の

果たすべき役割」 

講師 ㈱ﾋｭｰﾏﾝｷｬﾘｱﾀﾞｲﾅﾐｸｽ 

   代表取締役社長 大野 陽子氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

74 人 

 

‒75‒



 

- 76 - 

 

６ 社会福祉施

設長研修 

R7.11.28(金) 

 

講義・演習「リスクマネジメントの実

効性を高める組織づくり」 

講師 ㈱ﾌｫｰｻｲﾂｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 

      代表取締役 浅野 睦氏 

講義・ 

演習 

3H 

22 人 

７ 老人福祉施

設介護従事者

研修 

R7.10.24(金) 

 

講義「介護従事者として必要な知識を

学ぶ～施設における看取りについ

て～」 

講師 認定ＮＰＯ法人マギーズ東京共

同代表理事／白十字訪問看護ステ

ーション統括所長／暮らしの保健

室室長 

秋山 正子氏 

演習「介護従事者として必要な知識を

学ぶ～施設における看取りについ

て～」 

講師 認定ＮＰＯ法人マギーズ東京共

同代表理事／白十字訪問看護ステ

ーション統括所長／暮らしの保健

室室長 

   秋山 正子氏 

   宇都宮短期大学人間福祉学科非

常勤講師／「ソーシャルケアワー

カー集団しもつかれいど」世話人

＆事務局ゆいの里 

   飯島 惠子氏 

講義・ 

演習 

4H 

 

46 人 

８ 老人福祉施

設看護職員研 

 修 

R7.10.15(水) 

 

講義「高齢者のフィジカルアセスメン

ト～事例から学ぶよくある症状・

訴えから異常を見抜く～」 

講師 佐野厚生総合病院 看護部 

   老人看護専門看護師 

   村田 佑介氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

34 人 

９ 障害者福祉

施設支援員研

修 

R7.7.3 (木) 

 

講義「行動障害の理解と対応につい

て」 

講師 (独)国立重度知的障害者総合施

設のぞみの園  

かわせみ寮第２ 生活支援員 

   富田 幸義氏 

   診療所 心理相談係 

   五味 清香氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

34 人 

10 障害児通所

支援事業所等

従事者研修 

R7.6.10(火) 講義「障害児の発達支援と障害児虐待

防止の理解と対応について」 

講師 とちぎ・ふじ発達研究所 

   代表 佐藤 俊夫氏 

講義・ 

演習 

2.5H 

15 人 

11 相談技術研

修 

R7.10.20(月) 

R7.10.21(火) 

 

 

講義「コミュニケーションの基礎と応

用」「相談力」 

講師 みそら行政書士・社会福祉士事

務所 

   代表 鈴木 雅人氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

 

54 人 
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12 保育所新任

保育士研修 

 

 

 

R7.6.9 (月) 

 

講義「乳幼児保育の疾病・事故の予防

と対処」 

講師 鳥取看護大学 

教授 世良 喜子氏 

講義「新任保育士に期待するもの」 

演習「保育の仕事に携わってみて」 

講師 つながりあそび・うた研究所 

主任 町田 浩志氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

69 人 

13 保育所主任

保育士研修 

R7.6.3 (火) 

 

講義「中堅職員としての保護者対応」 

講師 （株）ﾋｭｰﾏﾝｷｬﾘｱﾀﾞｲﾅﾐｸｽ 

  代表取締役 大野 陽子氏 

講義・ 

演習 

5H 

75 人 

14 保育所長研

修 

 

R7.7.1 (火) 講義「保育人材育成と職場環境改善」 

講師（株）ﾋｭｰﾏﾝｷｬﾘｱﾀﾞｲﾅﾐｸｽ 

  代表取締役 大野 陽子氏 

講義・ 

演習 

5H 

41 人 

15 福祉広報力

アップ研修 

R7.7.28 (月) 

 

 

講義「効果的なＰＲを行うための広報

力のあり方を学ぶ」 

講師 株式会社ブライト・ウェイ 

    代表取締役 髙祖 智明氏 

講義・ 

演習 

3H 

48 人 

16 メンタルヘ

ルス推進者研

修 

R7.9.29 (月) 

R7.9.30 (火) 

講義「職場内のメンタルヘルス対策」 

講師 ㈱ﾊﾋﾟﾈｽﾜｰｷﾝｸﾞ 代表取締役 

   公認心理師・１級ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

技能士    船見 敏子氏 

講義・ 

演習 

3H 

43 人 

43 人 

17 口腔ケア研

修 

R7.9.5（金） 講義・演習「口腔ケアの必要性と実践

の基本」 

講師 デンタルサポート㈱ 

   歯科事業部 ヘルスケア課 

   歯科衛生士 増田 果歩氏 

   歯科衛生士 橋長 千鶴氏 

講義・ 

演習 

5H 

66 人 

18 社会福祉行

政新任職員研

修 

 

 

 

 

 

 

 

R7.4.28 (月) 講義「社会福祉の視点について」 

講師 国際医療福祉大学 

   医療福祉・マネジメント学科 

   講師 中村 哲也氏  

講義「高齢者福祉行政の動向」 

講師 栃木県保健福祉部高齢対策課 

講義「障害者福祉行政の動向」 

講師 栃木県保健福祉部障害福祉課 

講義「児童福祉行政の動向」 

講師 栃木県保健福祉部こども政策課 

講義 

1.5 H 

分科会 

講義 

1.3 H 

94 人 

19 生活保護行

政新任職員研

修 

R7.4.30 (水) 

 

講義「保護の実施要領について①」 

講師 栃木県保健福祉部保健福祉課 

講義・ 

演習 

5H 

 

72 人 

R7.5.19 (月) 

 

 

講義「保護の実施要領について② 

「事例研究」 

講師 栃木県保健福祉部保健福祉課 

72 人 

R7.5.30 (金) 

 

 

講義「不利益処分と審査請求について 

「医療扶助運営要領について」 

「介護扶助運営要領について」 

講師 栃木県保健福祉部保健福祉課 

69 人 
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20 生活保護査

察指導員等研

修 

R7.6.30(月) 

 

第１部 

講義「申請権の侵害・保護廃止につい

て・不利益処分と審査請求につい

て」 

講師 栃木県保健福祉部保健福祉課 

第２部 

講義「『発達障害』と『支援』につい 

て」 

講師 一般社団法人 Bridge 

   代表理事・作業療法士 

   山口 理貴氏 

講義・ 

演習 

5H 

第１部 

30 人 

第２部 

71 人 

21 母子･父子

自立支援員等

研修 

R7.6.20(金) 

 

 

 

講義「ひとり親家庭への支援」 

講師 認定 NPO 法人しんぐるまざあふ

ぉーらむ 

   相談員スーパーバイザー 

 丸山 裕代氏 

講義・ 

演習 

3.0H 

34 人 

22 保育士等キ

ャリアアップ

研修 集合型 

(乳児保育） 

 

R7.9.26 (金) 

R7.10.17(金) 

 

乳児保育研修① 

講義「乳児保育の意義」 

「乳児保育の環境」 

講師 東京未来大学 

准教授 西村 実穂氏 

講義・ 

演習 

5H 

130 人 

70 人 

 

R7.10.3 (金) 

R7.10.22(水) 

 

乳児保育研修② 

講義「乳児への適切な関わり」 

「乳児の発達に応じた保育内容」 

講師 東京未来大学特任 

教授 小野﨑 佳代氏 

90 人 

109 人 

 

R7.10.29(水) 

R7.11.26(水) 

 

乳児保育研修③ 

講義「乳児保育の指導計画、記録及び

評価」 

講師 東京未来大学特任 

教授 小野﨑 佳代氏 

97 人 

92 人 

(幼児教育) 

 

R7.10.2 (木) 

R7.10.16 

(木) 

 

幼児教育研修① 

講義「幼児教育の意義」 

「小学校との接続」 

講師 新潟大学大学院 

講師 山本 詩織氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

81 人 

71 人 

R7.10.27(月) 

R7.11.10(月) 

 

幼児教育研修② 

講義「幼児教育の環境」 

講師 新潟大学大学院 

講師 山本 詩織氏 

76 人 

74 人 

 

R7.12.15(月) 

R7.12.22(月) 

 

幼児教育研修③ 

講義「幼児教育の指導計画、記録及び

評価」「幼児の発達に応じた保育

内容」 

講師 作新学院大学女子短期大学部 

准教授 宍戸 良子氏 

94 人 

55 人 

 

(障害児保育) 

 

 

R7.7.17 (木) 

R7.7.30 (水) 

障害児保育研修① 

講義「障害の理解」 

講師 とちぎ・ふじ発達研究所 

代表 佐藤 俊夫氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

114 人 

103 人 
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R7.8.4 (月) 

R7.8.20 (水) 

障害児保育研修② 

講義「障害児の発達の援助」「障害児保

育の環境」 

講師 とちぎ・ふじ発達研究所 

代表 佐藤 俊夫氏 

131 人 

85 人 

 

R7.9.3 (水) 

R7.9.11 (木) 

障害児保育研修③ 

講義「家庭及び関係機関との連携」「障

害児保育の指導計画、記録及び評

価」 

講師 とちぎ・ふじ発達研究所 

代表 佐藤 俊夫氏 

132 人 

82 人 

(食育・アレル

ギー対応） 

R7.7.31 (木) 

R7.8.22 (金) 

食育・アレルギー対応研修① 

講義「栄養に関する基礎知識」「保育所

における食事提供ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」 

講師 宇都宮短期大学 

   准教授 土橋 典子氏 

講義・ 

演習   

5H 

111 人 

54 人 

 

R7.9.10 (水) 

R7.10.23 

(木) 

 

食育・アレルギー対応研修② 

講義「食育計画の作成と活用」 

講師 宇都宮短期大学 

   准教授 布川 かおる氏 

96 人 

67 人 

R7.9.4 (木) 

R7.11.13(木) 

 

食育・アレルギー対応研修③ 

講 義 「 ア レ ル ギ ー 疾 患 の 理 解 」                 

「保育所におけるアレルギー対応

ガイドライン」 

講師 獨協医科大学 

名誉教授 吉原 重美氏 

88 人 

75 人 

(保健衛生・安

全対策） 

R7.7.11 (金) 

R7.7.18 (金) 

保健衛生・安全対策研修① 

講義「保健計画の作成と活用」「事故防

止及び健康安全管理」 

講師 國學院大學栃木短期大学 

学長 後藤 正人氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

98 人 

55 人 

 

R7.8.18 (月) 

R7.10.10(金)  

保健衛生・安全対策研修② 

講義「教育･保育施設等における事故防

止及び事故発生時の対応のための

ガイドライン」 

講師 ㈱ﾌｫｰｻｲﾂｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 

代表取締役 浅野 睦氏 

111 人 

40 人 

R7.10.28(火) 

R7.11.11(火) 

 

保健衛生・安全対策研修③ 

講義「保育所における感染症対策」 

講師 MS&AD ｲﾝﾀｰﾘｽｸ総研㈱ 

ﾃｸﾆｶﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 古勝 乃離子氏 

87 人 

63 人 

(保護者支援・

子育て支援） 

 

R7.8.19 (火) 

R7.9.2 (火) 

保護者支援・子育て支援研修① 

講義「保護者支援・子育て支援の意

義」 

「保護者に対する相談援助」 

講師 恵泉女学園大学 

   准教授 丸橋 亮子氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

109 人 

58 人 
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R7.10.7 (火) 

R7.11.9 (日) 

 

 

保護者支援・子育て支援研修② 

講義「地域における子育て支援」 

講師 社会福祉法人養徳園 

理事長 福田 雅章氏 

児童家庭支援ｾﾝﾀｰちゅうりっぷ 

   副ｾﾝﾀｰ長 片桐 洋史氏 

103 人 

60 人 

 

R7.11.30(日) 

R7.12.8 (月) 

 

保護者支援・子育て支援研修③ 

講義「虐待予防」「関係機関との連携、

地域資源の活用」 

講師 保育と虐待対応事例研究会 

創設者 佐藤 初美氏 

58 人 

103 人 

(マネジメント) 

 

R7.8.25 (月) 

R7.9.9 (火) 

マネジメント研修① 

講義「マネジメントの理解」 

講師 ㈱ﾋｭｰﾏﾝｷｬﾘｱﾀﾞｲﾅﾐｸｽ 

   代表取締役社長 大野 陽子氏 

講義・ 

演習 

5H 

 

78 人 

60 人 

R7.10.1 (水) 

R7.11.5 (水) 

 

 

マネジメント研修② 

講義「リーダーシップ・組織目標の設

定」 

講師 ㈱ﾋｭｰﾏﾝｷｬﾘｱﾀﾞｲﾅﾐｸｽ 

   代表取締役社長 大野 陽子氏 

 62 人 

72 人 

R7.12.3 (水) 

R7.12.9 (火) 

 

 

マネジメント研修③ 

講義「人材育成・働きやすい環境づく

り」 

講師 ㈱ﾋｭｰﾏﾝｷｬﾘｱﾀﾞｲﾅﾐｸｽ 

   代表取締役社長 大野 陽子氏 

75 人 

58 人 

23 保育士等キ

ャリアアップ

研修 e ラー

ニング型 

 

実施期間 

R7.7.1(火)～

R7.10.31(金） 

 

・乳児保育研修 

・幼児教育研修 

・障害児保育研修 

・食育・アレルギー対応研修 

・保健衛生・安全対策研修 

・保護者支援・子育て支援研修 

・マネジメント研修 

講義・ 

演習 

 

504 人 

400 人 

496 人 

445 人 

371 人 

459 人 

296 人 

計 23 研修 

集合型（69 日） 延 4,885 人 

動画配信・eラーニング 延 3,046 人 

合計 延 7,931 人 
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⑵ 独自研修の充実 

 ① 社会福祉従事者福祉講座の開催 

事業名 期 日 研修内容・講師 時間等 参加者数 

コミュニケー 

ション講座 

R7.6.6 (金) 講義「キモチとココロの伝え方・読 取

り方」 

講師 一般社団法人とちぎ市民協働研究

会 

 代表理事 廣瀬 隆人氏 

講義・ 

演習 

3H 

89 人 

負担の少ない 

移動・移乗介 

助講座 

R7.9.12 (金) 講義「負担の少ない移動・移乗介助講

座」 

講師 公益社団法人地域医療振興協会

日光市民病院 

   理学療法士 高橋 一将氏 

 独協医科大学日光医療センター 
理学療法士 久住 駿斗氏 

講義・ 

演習 

3H･ 

2 回 

67 人 
 

認知症ケア講座 R8.1.13（火） 講義「認知症ケアの基本を振り返る」 

演習「認知症ケアを組織で実施してい 

くために」 

講師 認知症介護研究・研修仙台セン

ター 

センター長 加藤 伸司氏 

講義 

演習 

49 人 
 

アンガーマネ 

ジメント講座 

R8.2.6（金） 講義「怒りと上手に付き合う自分にな 

ろう」 

講師 ﾔﾏｾﾞﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株) 

常務取締役 山本 果奈氏  

講義・ 

演習 

 

96 人 
 

コーチング講座 R8.2.17（火） 講義「社会福祉施設職員のためのコー

チング研修 - 現場で使える 1on1 

ミーティング」 

講師 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｵﾌｨｽ 3 SunCreate 

      代表 三田村 薫氏 

講義・ 

演習 

 

65 人 

 

計 5 研修 5日  延 366 人 
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Ⅴ 生活困窮者の自立支援の推進 

  

11  生生活活困困窮窮者者へへのの自自立立支支援援  

⑴ 市町社協と連携した生活困窮者への自立支援の推進 

 ① 県民・関係機関からの相談対応 

生活困窮者等を対象に、生活福祉資金の活用を含め、課題解決に向けた相談支援等の対

応を行った。県内市町社協の総合相談窓口担当者等が生活困窮者を支援していくために必

要な相談技術及び専門知識の習得に向けて、市町社協からの個別相談等に応じた。 

 
② 生活困窮者自立相談支援事業相談員勉強会の実施 

     主に自立相談支援事業を受託する市社協の相談員を対象に、事業の円滑な実施のための

情報交換、対応事例検討、地域資源の開発等について参加者相互に意見交換をする場と

して勉強会を実施した。なお、第2回は生活福祉資金貸付事業担当職員勉強会との合同開

催として実施した。 

回 数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

第 1 回 R7.6.5(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・令和 6 年度の支援状況、令和 7 年度の取

組みについて 

・全体意見交換 

・県社協からの説明 

・グループ意見交換 

20 人 

第 2 回 R7.9.5(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

生活福祉資金貸付事業担当職員・生活困窮

者自立相談支援事業相談員合同勉強会 

・愛の基金事業概要 

・愛の基金活用事例 

栃木市社会福祉協議会 柴田 東氏 

・情報交換 

20 人 

 

⑵ 生活困窮者自立支援事業を実施する関係機関との連携強化 

① 生活困窮者自立相談支援機関連絡調整会議の実施（県との共催） 

    生活困窮者自立支援事業の円滑な実施に向けて、各市町、市町社会福祉協議会及び県健

康福祉センターの担当者の相談援助力向上を図るための連絡会議を栃木県と共同開催した。 

期 日 内 容 参加者数 

R8.3 

 

・栃木県の自立相談支援の状況について 

・子どもの進路支援に関することについて 

・住宅セーフティネット制度等の改正について 

・就職氷河期世代支援について 

・ケアラー支援重点的取組事業等について 

・特例貸付におけるフォローアップ支援について 

（書面開催

のため参加

人数なし） 

 

② 就労訓練事業者を開拓するための説明会の実施 

    就労が困難な生活困窮者の訓練の場となる「中間的就労」を行う就労訓練事業者を開拓

するための説明会を実施した。 
 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.2.2(月) オンデマン ・事業説明「認定就労訓練事業について」 視聴回数 
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期 日 場 所 内 容 参加者数 

～

R8.2.28(土) 

ド配信 講師 栃木県保健福祉課生活保護担当 
・趣旨説明「社会福祉法人が就労訓練事業に

取組む意義について」 
    栃木県社会福祉法人経営者協議会 
          会長 菊地 月香氏 
・事例報告「認定就労訓練事業 事例発表」 
      社会福祉法人関記念栃の木会 
      特別養護老人ホームしもつけ荘 

 施設長 北條 真博氏 
・事例報告「【事例報告】～ＮＰＯ法人福聚

会の取り組み～」 
特定非営利活動法人福聚会 
就労継続支援Ｂ型わたの実 
グループホーム無量荘 
小規模多機能むへん  

副代表 石綱 秀行氏 

102 回 

 
③ 生活困窮者自立支援制度人材養成研修の実施 

ア 生活困窮者自立支援制度人材養成研修企画会議の開催 

     生活困窮者自立支援制度の相談員の資質向上を目的とする研修の実施方法に関する研 
修企画会議を実施した。 
回 数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

第 1 回 R7.5.7（水） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・基礎研修について 

・都道府県研修（後期研修）について 

10 人 

第 2 回 R7.9.2（火） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・基礎研修の振り返り 

・都道府県研修（後期研修）について 

 7 人 

第 3 回 R7.10.29（水） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・都道府県研修（後期研修）について  9 人 

第 4 回 R8.2.24（火） 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・都道府県研修（後期研修）の振り返り 

・次年度事業（基礎研修、都道府県研修

（後期研修））について 

 8 人 

 
イ 生活困窮者自立支援制度人材養成研修の実施 
生活困窮者自立支援制度の相談員の資質の向上を図るための研修を実施した。 
 期 日 場 所 内 容 参加者数 

基礎研修 R7.5.20(火) 

～ 

R7.7.17(木) 

オンデマ

ンド配信 

①講義「各種社会福祉制度の概要について」 
   講師 栃木県保健福祉課生活保護担当 
②講義「生活困窮者支援の基本的な考え方

（生活困窮者自立支援制度の理念）」 
   講師 栃木県保健福祉課生活保護担当 
③講義「困窮者支援のかたちや基本姿勢・相

談支援の進め方」 
講師 生活困窮者自立支援制度人材養成 

研修企画会議企画員 

視聴回数 

①126 回 

② 77 回 

③ 74 回 
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栃木県県東健康福祉センター 
高間 智浩氏 

R7.7.10(木) 宇都宮市 
と ち ぎ 男

女 共 同 参

画 セ ン タ

ー （ パ ル

ティ） 

・ロールプレイ「初回面談」（基本姿勢の実

践とアセスメント） 
  講師・進行 生活困窮者自立支援制度人

材養成研修企画会議企画員 
栃木県県東健康福祉センター 

              高間 智浩氏 
日光市社会福祉協議会 

神田 奈々子氏 
宇都宮市社会福祉協議会 

竹内 彰浩氏 
栃木県県南健康福祉センター 

藤沼 千惠子氏 
・お困りごと意見交換会 

20 人 

都 道 府

県 研 修

（ 後 期

研修） 

 

第 1 回

R7.11.12 

(水) 

宇都宮市 
とちぎ男女

共同参画セ

ンター（パ

ルティ） 

・アイスブレイク 
進行 生活困窮者自立支援制度人材養成

研修企画会議企画員 
     宇都宮市社会福祉協議会 

竹内 彰浩氏 
・講義「生活困窮者自立支援制度の理念と基

本姿勢、主任相談支援員・相談支援員・就

労支援員の役割について」 
講師 日本福祉大学 学長 原田 正樹氏 
・グループディスカッション 
「相談支援について」 
講師 日本福祉大学 学長 原田 正樹氏 
・講義・グループディスカッション 
「消費生活センターについて」 
講師 壬生町消費生活センター 

相談員 生沼 京子氏 

34 人 

第 2 回 

R7.12.18 

(木) 

宇都宮市 

とちぎ男女

共同参画セ

ンター（パ

ルティ） 

・講義 
「県内の困窮・生活保護の状況説明と両制度

の連携と関係性の構築に向けて」 
「住宅セーフティネット法の改正について」 
講師 栃木県保健福祉課生活保護担当 
・講義「記録の書き方」 
講師 国際医療福祉大学 

講師 髙石 麗理湖氏 
・講義・グループディスカッション 
「ひきこもり支援」 
講師 一般社団法人栃木県若年者支援機構  

代表理事 中野 謙作氏 
 
・事例検討「困難事例検討」 
 講師・進行 生活困窮者自立支援制度人材

養成研修企画会議企画員 
栃木県県東健康福祉センター 

31 人 
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              高間 智浩氏 
日光市社会福祉協議会 

神田 奈々子氏 
宇都宮市社会福祉協議会 

竹内 彰浩氏 
栃木県県南健康福祉センター 

藤沼 千惠子氏 
 
（全国会議等への出席状況） 

会議名 期 日 場 所 

都道府県研修・自治体の体制整備に係

る担当者研修 

R7.9.16（火） 

～17 日（水） 

オンライン 

第 12 回生活困窮者自立支援全国研究交

流大会 

R7.12.9(火) 

～R8.3.31(火) 

オンライン（アーカイブ配信） 

 
 

２２  貸貸付付事事業業等等にによよるる自自立立支支援援  

⑴ 生活福祉資金貸付事業等の推進 

① 生活福祉資金貸付事業 

ア 生活福祉資金貸付業務の実施 

生活福祉資金貸付事業を市町社協及び民生委員並びに保護の実施機関と連携のうえ実

施し、対象世帯の自立支援を行った。 

    ａ 貸付中件数及び金額 

資金種類 件 数 金 額（円） 

生活福祉資金（本則） 2,094 946,850,181 

生活福祉資金（コロナ特例） 29,419 10,441,335,863 

生活福祉資金（不動産担保型生活資金） 6 45,589,556 

生活福祉資金（要保護世帯向け不動産担保型生活資金） 32 154,278,829 

     

ｂ 生活福祉資金（不動産担保型生活資金）の貸付 

・ 不動産鑑定件数 1件（新規 1件、再評価 0件） 

・ 契約締結件数   0 件 

    ｃ 生活福祉資金（要保護世帯向け不動産担保型生活資金）の貸付 

・ 不動産鑑定件数  4 件（新規 4件、再評価 0件） 

・ 契約締結件数   1 件 

    ｄ 貸付状況及び償還状況 

・ 貸付金申込、決定状況 

 

区 分  

種 別 

貸付状況 

申 込 決 定 

件 数 金 額（円） 件 数 金 額（円） 

本 

則 

総 合 支 援 資 金 0 0 0 0 

福 祉 資 金 福 祉 費 18 7,664,000 15 4,879,000 

緊 急 小 口 資 金 18 1,800,000 9 900,000 
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教 育 支 援 資 金 69 47,601,300 65 42,086,300 

不動産担保型生活資金 0 0 0 0 

要保護世帯向け 

不動産担保型生活資金 
4 14,364,000 1 7,140,000 

計 109 71,429,300 90 55,005,300 

 

・ 貸付金償還免除等(本則) 

区 分 

種 別 

申 請 承 認 

件 数 
 金 額

（円） 
件 数 金 額（円） 

貸付金償還免除 

生活福祉資金 45 24,965,415 45 24,965,415 

要保護世帯向け 

不動産担保型生活資金 
1 4,879,916 1 4,879,916 

延滞利子支払免除 4 5,371,029 4 5,371,029 

貸付金償還猶予 2  2  

 

・ 償還状況(本則) 

健全債権（当年度元金）   24,453,668 円（償還率 73.68％） 

長期滞留債権（当年度元金）  1,738,160 円（償還率 10.33％） 

 

・ 貸付金償還免除等(コロナ特例) 

区 分 

種 別 

申 請 承 認 

件 数  金 額（円） 件 数 金 額（円） 

貸付金償還免除 生活福祉資金 3,071 1,083,610,807 3,043 1,070,980,807 

貸付金償還猶予 546  510  

 

・ 償還状況(コロナ特例) 

健全債権（当年度元金）  387,778,508 円（償還率  20.91％） 

 

イ 生活福祉資金運営委員会等の開催 

貸付決定、貸付金償還猶予、延滞利子支払免除などを始め、制度運用等に関する協議

を行うため、運営委員会及び専門部会を開催した。 

ａ 運営委員会の開催 

期 日 場 所 内 容 出席者数 

R7.5.7(水) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・委員長及び副委員長の選任について 

・生活福祉資金専門部会委員及び不動産担保型生活資

金専門部会委員の指名について 

・生活福祉資金専門部会長及び不動産担保型生活資金

専門部会長の選任について 

・令和６年度の取組状況と令和７年度の取組方針につ

いて 

10 人 
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ｂ 生活福祉資金専門部会の開催 

回 数 期 日 場 所 内 容 出席者数 

第 1回 R7.5.7(水) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

（審査）貸付       1 件 8 人 

第 2 回 R7.8 書面 （審査）貸付        1 件 9 人 

ｃ 不動産担保型生活資金専門部会の開催 

・ 開催なし 
 

ウ 生活福祉資金勉強会等の開催 

      制度の適切かつ円滑な運営を図るための研修会等を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.6.11(水) 宇都宮市 

と ち ぎ 福

祉プラザ 

生活福祉資金貸付事業担当職員勉強会（第 1回） 

・生活福祉資金貸付制度の概要について 

・生活福祉資金貸付制度（貸付業務）の事務手続きに

ついて 

・愛の基金事業について 

・生活福祉資金貸付制度（償還業務）の事務手続きに

ついて 

・質疑応答・意見交換 

39 人 

R7.7.9(水) 宇都宮市 

と ち ぎ 福

祉プラザ 

特例貸付フォローアップ支援担当職員情報交換会(第1

回) 

・特例貸付フォローアップ支援について 

・情報交換 

45 人 

R7.9.5(金) 

 

宇都宮市 

と ち ぎ 福

祉プラザ 

生活福祉資金貸付事業担当職員・生活困窮者自立相談

支援事業相談員合同勉強会（第 2回） 

・愛の基金事業概要 

・愛の基金活用事例 

栃木市社会福祉協議会 柴田 東氏 

・情報交換 

20 人 

R7.10.14(火) 

 

宇都宮市 

と ち ぎ 福

祉プラザ 

生活福祉資金貸付事業担当職員勉強会（第 3回） 

・教育支援資金の事務手続きについて 

・事例報告 上三川町社会福祉協議会 新井 真夏氏 

・情報交換 

23 人 

R7.11.14(金) 

 

宇都宮市 

と ち ぎ 福

祉プラザ 

特例貸付フォローアップ支援担当職員情報交換会(第2

回) 

・償還中の支援について 

・事例発表 

 上三川町社会福祉協議会 田中 秀幸氏 

林 弘乃氏 

・情報交換 

25 人 

 

エ 市町社協との連携による個別援助活動の実施 

   経済的自立及び生活意欲の助長促進等のため、市町社協と連携し、随時、個別援助活

動を実施した。 

 

オ 生活福祉資金等の債権管理の強化 

償還業務の適正化及び債権管理の強化のため、滞納世帯に対して、訪問指導（422 件）、
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面談(150 件)、電話による催告(1,605 件)、督促状の発行(4 回)等を行った。 

 

   カ 特例貸付フォローアップ支援の実施 

   市町社協と締結した覚書に基づき、特例貸付の借受人の生活再建等に向けたフォロー

アップ支援を実施した。 

  

   キ パンフレット等による広報の実施 

   パンフレットを市町社協に配布し、事業の周知を図った。 

  

   （全国会議等への出席状況） 

会議名 期 日 場 所 

都道府県社協会生活福祉資金担当部・

課・所長会議 

R7.5.15(木) 

～16（金） 

東京都 全国社会福祉協議会 

全国生活福祉資金貸付事業担当職員研修

会 

R7.7.24（木） 

～25（金） 

東京都 全国社会福祉協議会 

生活福祉資金業務システム操作説明会 R7.7.31(木) 東京都 全国社会福祉協議会 

第 1 回生活福祉資金貸付事業オンライン

情報交換会 

R7.8.20(水) オンライン 

令和 7 年度北関東三県生活福祉資金貸付

事業担当者会議 

R7.8.26(火) 群馬県 群馬県社会福祉協議会 

令和 7 年度関東ブロック都県・指定都市

社会福祉協議会生活福祉資金担当職員研

究協議会 

R7.10.3(金) 埼玉県 彩の国すこやかプラザ 

令和 7 年度生活福祉資金業務システム運

営委員会 

R8.3.11(水) オンライン 

第 2 回生活福祉資金貸付事業オンライン

情報交換会 

R8.3.16(月) オンライン 

 

② 臨時特例つなぎ資金貸付事業の実施 

    公的給付制度又は公的貸付制度を申請している住居のない離職者に対して、当該給付等

の交付を受けるまでの当面の生活費を迅速に貸し付けることにより、その自立を支援する

ため、貸付事業を実施した。 

 

・ 貸付中件数及び金額 

資金種類 件 数 金 額（円） 

臨時特例つなぎ資金 62 4,790,780 

 

・ 貸付状況 

区 分 

種 別 

貸付状況 

申 込 決 定 

件 数 金 額（円） 件 数 金 額（円） 

臨時特例つなぎ資金 0  0  
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・ 貸付金償還免除 

区 分 

種 別 

申 請 承 認 

件 数 金 額（円） 件 数 金 額（円） 

貸 付 金 償 還 免 除 3 266,680 3 266,680 

 

  ③ 地域改善対策（同和対策）福祉資金貸付事業の実施 

栃木県及び関係団体の協力を得て償還指導を実施した。R7.9.30 時点で償還完了に至ら

なかった債権は職権により免除し、本年度をもって事業を終結した。 

 

⑵ 交付事業による自立支援 

 ① 愛の基金交付事業の実施 

   他に援護の方法のない生活困窮者に対して交付による援助を行った。 

   ・ 交付件数     1 件 300,000 円 

   ・ 基金への寄付金 12 件 233,640 円 
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Ⅵ 社会福祉事業経営者等との連携、支援 

  

１１  社社会会福福祉祉施施設設経経営営支支援援・・団団体体ととのの連連携携、、支支援援  

⑴  福祉施設経営指導事業の実施 

① 各種研修会、勉強会の開催 

ア 社会福祉法人経営者研修会の開催 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

第１回 

社会福祉法人 

経営者研修会 

R7.5.12 

(月) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講演 「自立した法人経営に向けて～経営指

標を活用した改善プロセス～」 

講師 株式会社福祉会計サービスセンター 

経営企画・コンサルティング課 

課長 中野 祐一氏 

94 人 

第 2 回 

社会福祉法人 

経営者研修会 

R7.8.8 

(金)

宇都宮市 

ホテル東日

本 

講義Ⅰ「社会福祉法人 ２０４０年には間

に合う？～昨今の社会保障・社会福

祉をめぐる動向と全国経営協の取組

を踏まえて～」 

講師 全国社会福祉法人経営者協議会 

   制度・政策委員会 

      副委員長 安河内 達氏 

説明「全国青年会がいま目指していること 

～各委員会の取り組み～」 

   栃木県社会福祉法人青年経営者会 

講義Ⅱ「カスタマーハラスメントから職員

を守る～社会福祉法人に求められる

組織的対等とトップの責任～」 

講師 社会福祉法人全国社会福祉協議 

会 法人振興部 

       副部長 宮内 良樹氏 

88 人 

第 3 回 

社会福祉法人 

経営者研修会 

R7.10.28 

(火)

宇都宮市 

コンセーレ 

講演「社会福祉施設における生成ＡＩ活用

の実践について～経営層が知っておく

べき生成ＡＩの可能性と実践～」 

講師 株式会社 For Two 

   代表取締役 CEO 水口 龍弥氏 

生成ＡＩアドバイザー 

灰藤 健吾氏 

（全国青年会主催「福祉業界向け生成ＡＩ

実践セミナー」講師） 

113 人 

第 4 回 

社会福祉法人 

経営者研修会 

R8.2.3 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義Ⅰ「社会福祉法人は“国宝”！社会か

ら認められる法人を目指す 

～昨今の社会保障・社会福祉をめぐる

動向と全国経営協の取組を踏まえて」 

講師 全国社会福祉法人経営者協議会 

制度・政策委員会 

      専門委員 柏瀬 善彦氏 

全国青年会入会促進 PR 

68 人 
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説明  栃木県社会福祉法人青年経営者会 

講義Ⅱ「DX 推進が拓く福祉の未来」 

    ～まずは第一歩！ 

バックオフィス業務の効率化～ 

講師 全国社会福祉法人経営者協議会 

ふくし DX推進委員会 

専門委員 石川 雅昭氏 

第 5回 

社会福祉法人 

経営者研修会 

R8.2.24 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義「福祉を特別なものにしない 

壁や境界をほどき、地域の中の“あ

たりまえ”をつくる」 

講師 社会福祉法人ライフの学校 

理事長 田中 伸弥氏 

61 人 

地域生活課題

の解決に向け

たソーシャル

ワーク研修 

 

動画配信

R8.1.19 

(月)

～

2.11(水) 

集合研修 

R8.2.12 

(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴講義（動画配信） 

①「地域生活課題のとらえ方」 

②「地域共生社会とは何か」 

③「なぜソーシャルワークが求められてい

るのか」 

④「ソーシャルワークの基礎」 

⑤「ソーシャルワークの主要な機能」 

講師 

①②日本福祉大学 

        教授 原田 正樹氏 

③④⑤同志社大学 

 教授 空閑 浩人氏 

⑵演習（集合研修） 

①「地域共生社会の理念と地域づくりを担

う実践者への期待」 

②「本人・家族の困りごとや生きづらさを

理解する」 

③「本人・家族を支えるネットワークづく

り」 

④「本人・家族を支える地域づくり」 

⑤「研修のリフレクションとアクションプ

ランの作成」 

講師 

①⑤社会福祉法人恵友会 

     桜花 施設長 齋藤 禎氏 

②社会福祉法人渡良瀬会 

  コミュニティセンターよこまち 

管理者 柏瀬 旬氏 

③④宇都宮短期大学 

        教授 小野 篤司氏 

17 人 

認定就労訓練

事業者説明会

〔再掲〕 

R8.2.2 

(月)

～

2.28(土) 

オンデマン

ド配信 

⑴「認定就労訓練事業について」 
栃木県保健福祉部保健福祉課 

⑵「趣旨説明：社会福祉法人が就労訓練事

業に取組む意義について」 
  栃木県社会福祉法人経営者協議会 

会長 菊地 月香氏 

102 人 
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⑶「認定就労訓練事業 事例発表」 
  社会福祉法人関記念栃の木会 
           北條 真博氏 
⑷「事例報告：NPO法人福聚会の取り組み」
  特定非営利活動法人福聚会 
           石綱 秀行氏 

 

イ 青年経営者会の活動等 

事業名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

県内視察研修 R7.8.19 

(火) 

那須烏山市 

社会福祉法

人敬愛会 

⑴リエゾンコミュニティラボ視察 

⑵特別養護老人ホーム敬愛荘視察 

27 人 

第 1 回 

青年経営者会 

勉強会 

(※経営者研修

会と合同) 

R7.10.28 

(火)

宇都宮市 

コンセーレ 

講演「社会福祉施設における生成ＡＩ活用の

実践について～経営層が知っておくべ

き生成ＡＩの可能性と実践～」 

講師 株式会社 For Two 

   代表取締役 CEO 水口 龍弥氏 

生成ＡＩアドバイザー 灰藤 健吾氏 

（全国青年会主催「福祉業界向け生成ＡＩ実

践セミナー」講師） 

27 人 

 

第 2 回 

青年経営者会 

勉強会 

R7.12.17 

(水)

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義「地域経済動向と経営課題への取組につ

いて」 

講師 株式会社足利銀行 結城支店 

支店長 川上 賢一氏 

30 人 

県外視察研修 R8.1.13 

(火) 

宮城県仙台

市 

社会福祉法

人ライフの

学校 

⑴六郷キャンパス視察 

⑵農福連携「みんなの畑」視察 

⑶ウエルカム！カフェランチ交流 

⑷萩の風キャンパス視察 

⑸法人概要説明・質疑応答 

27 人 

第 3 回 

青年経営者会 

勉強会 

(※経営者研修

会と合同) 

R8.2.24 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義「福祉を特別なものにしない 

壁や境界をほどき、地域の中の“あた

りまえ”をつくる」 

講師 社会福祉法人ライフの学校 

理事長 田中 伸弥氏 

22 人 

 

② 施設経営に関する情報提供 

栃木県及び全国社会福祉法人経営者協議会等からの情報を会員施設に随時提供した。 

 

③ 法人・施設訪問による指導・助言 

・相談件数 322 件 

 

④ 電話・来所相談に対する指導・助言 

 ・電話相談 186 件 

   ・来所相談  42 件 

 

⑵ 社会福祉法人経営者協議会との連携、支援 

   栃木県社会福祉法人経営者協議会の事務局業務を担い、団体の実施事業に協力を行った。 
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⑶ 社会福祉施設団体との連携、支援 

① 社会福祉施設団体（種別協議会）からの事務受託 
社会福祉施設団体の事務局業務又は事業の一部を受託するとともに、団体の実施事業へ

の協力及び運営支援を行った。（４団体） 

ア 特定非営利活動法人栃木県障害施設・事業協会（一部の事務） 

     目的: 障害児・者（以下「障害者」という。）及びその家族や地域に対し、障害者の

自立と共生に関する事業を行い、国民誰もが人格と個性を尊重して相互に支え

あう共生社会の実現に寄与することを目的とする。 

     会員：正会員  法人の目的に賛同して入会した団体又は個人 

        賛助会員 この法人の事業を賛助するために入会した団体又は個人 

 

イ 栃木県社会就労センター協議会 

     目的：栃木県内の社会就労センター事業の発展を期するため、事業に関する調査・研

究・協議を行い、会員相互の親睦並びに連絡調整を図ることを目的とする。 

     会員：生活保護授産施設、社会事業授産施設（基準該当就労継続支援Ｂ型事業を含

む。）及び就労継続支援Ａ型事業、就労継続支援Ｂ型事業、就労移行・就労定

着支援事業、生産活動を行う生活介護事業、地域活動支援センターの事業を運

営する障害福祉サービス事業所、障害者支援施設 

 

ウ 栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会 

   目的：地域福祉の増進と地域包括支援センターと県内在宅介護支援センター等会員相

互の連携を図り、その健全なる発展向上を期することを目的とする。 

   会員：地域包括支援センターと在宅介護支援センターの事業所 

 

エ 一般社団法人栃木県老人保健施設協会 

     目的：栃木県内の老人保健施設（以下「老健施設」という。）及び公益社団法人全国

老人保健施設協会との相互の密接な連携のもとに老健施設の向上発展と使命遂

行を図り、円滑な運営と業務の研鑽に努め、社会の福祉増進に寄与することを

目的とする。 

     会員：正会員  老健施設で、この会の趣旨に賛同して入会した施設の代表者 

        賛助会員 この会の目的及び趣旨に賛同する個人及び団体 

 

② 各社会福祉施設（団体）実施事業への支援 
   ア 種別協議会総会等への参加 

名 称 期 日 場 所 

栃木県地域包括・在宅介護支援センター協

議会総会 

R7.5.1（木） 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

栃木県社会福祉法人経営者協議会総会 R7.5.12（月） 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

栃木県保育協議会総会 R7.5.13（火） 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

とちぎセルプセンター総会 R7.5.21（水） 

 

宇都宮市 

ホテルニューイタヤ 

一般社団法人栃木県老人保健施設協会社員

総会 

R7.5.30（金） 宇都宮市 

ホテル東日本宇都宮 

栃木県社会就労センター協議会総会 R7.5.21（水） 

R8.3.12（木）  

1 回：宇都宮市 

ホテルニューイタヤ 

2 回：オンライン開催 
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イ 第 68 回栃木県保育事業研究大会の共催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.1.15(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ  

・研究発表 

① 「保育者の資質向上を図り、保育現場の魅力を発信
する」～ワクワクでつながる家庭と保育～ 
千振保育園 木村 美由紀氏 

   ひばり認定こども園 横山 珠美氏 

   たいよう保育園 平野 教代氏 

② 「地域の子育て家庭への支援に向けて」 
  ～地域に開かれた保育園を目指して～ 

   北雀宮保育園 三井 きよみ氏 

          新井 里香氏 

③ 「保育の中の食育」 
～保育者の関わりによる子どもの食に対する意識

の変化～ 

ナーサリースクールとまつり 武田 茜氏 

               川俣 美沙紀氏 

・講演「保育環境としての絵本・玩具」 

 講師 大阪芸術大学短期大学部 教授 瀧 薫氏  

195 人 

 

③ 社会福祉施設部会の開催及び団体・施設との連携強化 

    社会福祉施設の振興、発展に向けて、また、地域福祉への貢献に向けて、施設自らが課

題を把握・抽出するとともに解決策を検討するための協議を行い、以て地域福祉の充実を

図ることを目的として社会福祉施設部会を開催した。 

ア 社会福祉施設部会の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.3.9（月）宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴部会長及び副部会長の選出について 

⑵令和 7 年度社会福祉施設部会事業の実施状況につ

いて 

⑶令和 8 年度社会福祉施設部会の事業計画（案）に

ついて 

⑷社会福祉施設をとりまく最近の動向について（情

報交換） 

⑸その他 

6 人 

 

〔社会施設福祉部会委員〕(R8.3.31 現在) 

氏 名 所 属・役 職 名 備 考 

風間 嘉信 栃木県保育協議会長 部会長 

島田 泰利 特定非営利活動法人栃木県障害施設・事業協会副

会長 

 

黒川 亨 栃木県社会就労センター協議会長  

大山 知子 一般社団法人栃木県老人福祉施設協議会長 
 

花本 哲也 栃木県母子生活支援施設連絡協議会長  

福田 雅章 栃木県児童養護施設等連絡協議会長  

浜野 修 栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会長 副部会長 

矢尾板 誠一 一般社団法人栃木県老人保健施設協会長  
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イ 社会福祉施設部会研修の開催 

本会、社会福祉法人経営者協議会及び栃木県社会福祉法人による「地域における公益

的な取組」推進協議会の共催で、①動画配信（R8.1.19～2.11）と、とちぎ福祉プラザ

にて②集合研修（R8.2.12）を開催し、17 名が参加した。 

 

④ 福祉有償運送等運転者講習会の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.12 

(土)

R7.7.14 

(月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈1 日目〉 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

〈2日目〉 

宇都宮市 

栃木県共立

自動車学校 

〈1日目〉 

・「関係法令」 

（特非）交通事故予防センター 久保田 邦夫氏 

・「障がいの知識及び利用者理解」 

  認定 NPO 法人チャレンジド・コミュニティ 

           理事長 金井 光一氏 

・「基礎的な接遇技術及び介助技術①」 

  社会福祉法人あいのかわ福祉会  

那須共育学園レスピット   佐々木 伸也氏 

・「基礎的な接遇技術及び介助技術②」 

  社会福祉法人恵友会 いぶき  大森 龍実氏 

・「安全・安心な運行と緊急時の対応」「運転方法」

に関する講義 

 特定非営利活動法人交通事故予防センター 

久保田 邦夫氏 

・「福祉自動車の特性」 

  社会福祉法人京福会 寿山荘那須 荒牧 雅規氏 

〈2日目〉 

・「セダン車両での福祉輸送」 

（特非）交通事故予防センター  久保田 邦夫氏 

・「福祉装備の取扱い」、「実技講習」 

インストラクター 

特定非営利活動法人交通事故予防センター  

久保田 邦夫氏 

 阿部 健司氏 

社会福祉法人とちのみ会    髙嶋 秀行氏 

  社会福祉法人恵友会      大森 龍実氏 

社会福祉法人足利むつみ会   阿由葉洋平氏 

社会福祉法人栃木市社会福祉協議会  

渡辺 隆夫氏 

中田 規央氏 

社会福祉法人すぎなみき会   太田 智大氏 

社会福祉法人ブローニュの森  小原 直子氏 

37 人 

（修了証

発行者 37

人） 

  

  

２２  社社会会福福祉祉法法人人にによよるる地地域域ににおおけけるる公公益益的的なな活活動動のの推推進進  

⑴ 社会福祉法人による地域における公益的な活動の推進 

① 推進協議会への支援 

ア 栃木県社会福祉法人による「地域における公益的な取組」推進協議会への支援 

    ａ 「いちごハートねっと事業」実施状況 
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      参加法人 118 法人（おこまり福祉相談実施事業所 315 事業所） 

 

   イ 各種事業への支援 

    ａ おこまり福祉相談の実施 

      「福祉に関する何でも相談窓口」を設け、事業の種別を問わず相談を受け付けた。 

    ｂ あんしん支援事業の実施 

      福祉イベント「いちごカフェ」やフードドライブを実施した。 

    ｃ 関係機関との連携 

    ｄ 広報活動の実施 

 

ウ 会議・研修会の開催 

ａ 特別講演会の開催 

研修名 期 日 場 所 内 容 参加者数 

総 会 後

研修会 

 

R7.5.23(金) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講演「地域福祉の担い手－民生委員・

児童委員の取り組みー」 

講師 作新学院大学女子短期大学部 

幼児教育科 教授 坪井 真氏 

98 人 

 

ｂ おこまり福祉相談関連研修会の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.10.9(木）  宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

第一部 事例検討・グループワーク 
   ～「いちごカフェ」等のイベントにて気

になる人や場面に遭遇した時あなたなら

どうしますか？～ 
講師 地域包括支援センターようなん    

（エール Uようなん） 

    管理者・社会福祉士 上杉 敬一氏 

   よこかわ地域包括支援センター 

   （エール Uよこかわ） 

社会福祉士・主任介護支援専門員 

           安野 真由美氏 

第二部 グループワーク 

   ～ＳＯＳゲームで、社会資源・公益的取

組について考えてみよう～ 

講師 いちごハートねっと事業 

   （とちぎＹＭＣＡ福祉会） 

        会長 塩澤 達俊氏 

42 人 

 

ｃ あんしん支援事業関連研修会の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

県央地区 

R7.11.11(火) 

 

 

県北地区 

R7.11.20(木) 

 

県南地区 

宇都宮市 

ホームタウン

ほそや 

 

那須塩原市 

北風と太陽 

 

栃木市 

講義 地区別「公益的な取組のつながり

育み」研修会～〝地域と結びついた

活動″をするために～ 

「いちごハートねっと事業」を理解

し、担当者の顔の見える関係の構築

を目的とした研修会 

講師 いちごハートねっと事業 

広報部会委員 

県央地区

10 人 

 

 

県北地区

5人 

 

県南地区 
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R7.11.6(木) フロム浅沼 （宝生会）阿部 文江氏 

（明成会）大森 恵美氏 

（同愛会）山口 綾佳氏 

（すかい）柏崎 竜氏 

12 人 

 

② 地域生活課題の解決に向けたソーシャルワーク研修会の開催[再掲] 
本会、社会福祉法人経営者協議会及び栃木県社会福祉法人による「地域における公益

的な取組推進協議会と共催で、①動画配信（R8.1.19～2.11）と、とちぎ福祉プラザに

て②集合研修（R8.2.12）を開催し、17名が参加した。 

 

③ 認定就労訓練事業説明会の開催[再掲] 
本会、社会福祉法人経営者協議会及び栃木県社会福祉法人による「地域における公益

的な取組推進進協議会と共催で、①「認定就労訓練事業について」②「趣旨説明：社会

福祉法人が就労訓練事業に取組む意義について」③「事例報告：認定就労訓練事業につ

いて」を YouTube による限定公開により開催し、102 回視聴された。 
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Ⅶ 災害対応力の強化 
  

１１  災災害害対対応応力力のの強強化化  

⑴  災害ボランティアセンターの基盤整備 

① 災害ボランティアセンター運営者研修の実施 
   ア 災害ボランティアセンター運営コーディネーター研修〈基礎編〉 

被災者ニーズや災害ボランティアセンター運営の基本、多様なセクターとの連

携・協働の必要性を理解し、センタースタッフとしての役割を理解し行動できる

ことを目的に開催した。（全２日間） 

（「社協職員初任者職員研修」内の 1カリキュラムとして実施） 

 期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.12.18 

（木） 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義①「災害に関する基礎知識について」 

講師 DRF 宇都宮 照井 佑徳氏  

講義②「災害ボランティアと災害ボランティアセンター

における社協の役割」 

講師 壬生町社会福祉協議会 松本 和也氏 

講義③「災害ボランティアセンターのしくみ      

    と基礎知識」 

講師 栃木県社会福祉協議会 

      地域福祉・ボランティア課 

講義・演習「災害ボランティアセンターの運営技術」 

講師 小山市社会福祉協議会 町田 拓也氏 

   栃木市社会福祉協議会 小島 宏陽氏 

31 人 

R7.12.22 

（月） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

演習①「被災者のおかれている状況の理解」 

講師 那須塩原市社会福祉協議会 福田 利典氏 

演習②「災害ボランティアセンターのレイアウト検討」 

講師 佐野市社会福祉協議会 熊倉 幸太郎氏 

講義・演習「被災者ニーズの把握と手法」 

講師 特定非営利法人にいがた災害ボランティアネット

ワーク 理事長 李 仁鉄氏 

本研修の振り返り 

ファシリテーター 

   特定非営利法人にいがた災害ボランティアネッ

トワーク 理事長 李 仁鉄氏 

  31人 

 

 イ 災害ボランティアセンター運営コーディネーター研修〈実践編〉  

災害ボランティアセンター運営における実践的な技術を学び、柔軟なセンター運営がで

きる人材の養成を目的に実施した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.12.2 

（火） 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

説明「県社協の ICT における取組について」 

説明 栃木県社会福祉協議会  

地域福祉・ボランティア課  

講義「災害ボランティアセンターにおける ICT の活用

について」 

講師 サイボウズ(株) 

災害支援チームリーダー 柴田 哲史 氏 

24 人  
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期 日 場 所 内 容 参加者数 

報告「災害時における ICT 導入のリアル」 

講師 いわき市社会福祉協議会内郷地区協議会 

   主事 竹内 瑞穂 氏 

グループワーク 

「ICT の災害時での活用について」 

講師 サイボウズ(株) 

   災害支援チームリーダー 柴田 哲史 氏 

 

② 災害ボランティアセンター運営マネジメント研修の実施 

災害ボランティアセンターの運営管理等、災害時の組織マネジメントについて、平時か 

らどのような視点を持ち、備え、有事にいかに対応するかを学ぶための研修会を実施した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.9.11 

(木) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

講義「災害時における社協の存在意義と組織マネジメン

ト」 

講師 Office SONOZAKI 代表 園崎 秀治 氏 

報告「令和６年１月地震による、新潟市西区社会福祉協

議会における社協内の人的コーディネート・外部

支援者の受援調整について」 

講師 新潟市西区社会福祉協議会 

事務局長 阿部 正 氏 

グループワーク 

「自組織の「人の動き」をデザインする～受援力

を高めるために～」 

コーディネーター  

Office SONOZAKI 代表 園崎 秀治 氏 

講義「災害時に求められる受援力と人的コーディネート」

講師 Office SONOZAKI  代表 園崎 秀治 氏 

20人

 

③ 災害ボランティアセンター運営者研修企画検討委員会の開催【新規】 

災害ボランティアセンター運営者研修企画検討委員会を設置し、研修の企画検討を図る

とともに、検討委員が研修講師として参画した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.6.12 

(木) 

  

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

災害ボランティアセンター運営者研修企画検討員会につ

いて 

災害ボランティアセンター運営者研修の内容について 

6 人 

R7.9.26 

(金) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

災害ボランティアセンター運営コーディネーター研修

【基礎編】の講師に向けて 

6 人 

R7.11.6 

(木) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

災害VC運営コーディネーター研修【基礎編】の講義内容

および全体確認 

6 人 

R8.2.12 

(木) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉 

プラザ 

 

令和７年度災害ボランティアセンター運営者研修の振り

返りについて 

令和８年度災害ボランティアセンター運営者研修の内容

について 

5 人 
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⑵ 社協間の連携強化 

 ① 市町社協災害支援担当者連絡会議の開催 

   災害ボランティアに関する全国的動向や県内各市町社協における取組みについて情報共有

するとともに、県内市町社協間の連携促進を図るため、担当者連絡会議を実施した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.2 

(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴説明  

「災害ボランティアに関する全国的動向と本年度災害関

連事業について」 

報告者：栃木県社会福祉協議会 

地域福祉・ボランティア課 

⑵報告 

「能登半島地震および豪雨災害を通じて、平時からの

取組みと今後について」 

報告者:輪島市社会福祉協議会 槌谷 雅也 氏 

(3)情報交換・意見交換  

①報告を受けて感じたことの共有について 
②災害に備えて取り組んでいることについて 
③今後取組が必要と感じていること（取り組む予定を

含む）  

23人 

 

 

⑶ 行政、社協、ＮＰＯ等の三者連携の推進  

① 災害ボランティアネットワーク会議の開催 

災害が発生したときに、被災地の復旧・復興を支援するボランティアの活動が円滑に行わ

れるよう、平常時から関係団体が連携し今後の災害ボランティア支援の体制づくりを進める

ため、ネットワーク会議を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.7.2 

(水)

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

⑴事例発表  

「能登半島地震および豪雨災害による輪島市社協の災害

における多機関との連携」について 

登壇者：輪島市社会福祉協議会  槌谷 雅也氏 

⑵グループワーク 

団体紹介および意見交換 

・自団体の活動紹介 

・事例発表を通じて、自団体ができる事や連携できるこ

とを考える 

・グループワークを通じて有事の際に「できる事」を共

有し、平時からの連携を考える 

63人 

 

 ② 災害ボランティア活動資機材ネットワークの設置運営  

  ア とちぎ災害ボランティア活動資機材ネットワーク会議の開催 

災害ボランティア活動資機材ストックヤード設置社協・社会福祉法人（県内５ブロッ

ク）及び日本青年会議所関東地区栃木ブロック協議会と災害時に迅速に資機材供給が図

れるようネットワーク会議を開催した。 
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期 日 場 所 内容 参加者 

R7.7.15 

(火）

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴報告 

・とちぎ災害ボランティア活動資機材ネットワーク設

置運営要綱について 

・資機材の保管状況について 

⑵協議 

・資機材供給にかかる対応訓練について 

6 団体 

8 人 

 

イ 資機材供給対応訓練の実施 

R7.8.31（日）にネットワーク間の通信訓練を実施した。 

 

③ 栃木県・宇都宮市総合防災訓練への参加〔再掲〕 

大規模災害を想定した総合防災訓練に開催地である宇都宮市社会福祉協議会等とともに参

加した。また、総合防災訓練にあわせて、本会独自訓練として職員の安否確認訓練、福祉救

援対策本部設置運営訓練を実施した。 

 

④ 行政等の関係機関との調整 

ア 災害時相互協定に基づく連絡会議の開催 

災害時相互協定を結ぶ関係団体と連携内容の確認のための連絡会議を実施した。 

期 日 場 所 相手方（協定締結団体） 

R7.4.14(月) 宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

日本青年会議所関東地区栃木ブロック協議会 

R7.8.5(火) 宇都宮市 

日本ライオンズクラブ333-B地区

キャビネット事務局 

日本ライオンズクラブ 333-B 地区 

    

⑷ 災害時の要支援者への支援 

① 災害福祉支援チーム員登録研修会の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.6.26(木) 宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ  

講義「栃木県災害福祉支援チームの基本事項と活動」 

講師 栃木県災害福祉広域支援協議会事務局 

栃木県保健福祉部保健福祉課 

活動実践報告「災害福祉支援チームの活動の実際」 

      －能登半島地震被災地支援－ 

 《1.5 次避難所》 

社会福祉法人すぎのこ会 ひのきの杜共生 

施設長 輕部 愼吾氏 

 《輪島市避難所》 

社会福祉法人渡良瀬会 

  コミュニティセンターよこまち 

                管理者 柏瀬 旬氏 

講義「避難所での福祉ニーズを考える」 

講師 栃木県災害福祉広域支援協議会（WG員） 

株式会社 Bluebird 看護介護総合施設 Bluebird  

施設長 川田 雅一氏 

 社会福祉法人すぎのこ会 ひのきの杜共生 

施設長 輕部 愼吾氏 

46 人  
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講義・演習 

「一般避難所での災害派遣福祉チームの活動」 

講師 栃木県災害福祉広域支援協議会（WG員） 

社会福祉法人同愛会  

コミュニティサポートセンターひかり  

施設長 伊藤 淳一氏 

学校法人国際医療福祉大学 居宅介護支援事業者 

介護老人保健施設 マロニエ苑 

管理者 相談室室長 河原 典子氏 

 社会福祉法人京福会 ケアタウン安暮里 

 センター長 池澤 守氏 

社会福祉法人飛山の里福祉会 

真岡市障害児者相談支援センター            

相談支援専門員 疋田 友子氏 

  

② 栃木県災害福祉支援チーム員（スキルアップ）研修会の開催 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.12.19 

(金)

 

 

 

 

R8.1.23(金) 

 

 

 

 

R8.2.13(金) 

 

  

【県央】 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

【県南】 

小山市 

まちなか交

流センター 

 

【県北】 

那須塩原市 

健康長寿セ

ンター 

  

・「DWAT による災害支援としてのソーシャルワークの考

え方～起点となる個別相談と実行力を高める支援連携

～」 

講師 静岡県立大学短期大学部社会福祉学科 

              教授 鈴木 俊文 氏 

・「災害対策基本法等の改正とガイドラインについて」 

講師 栃木県災害福祉広域支援協議会事務局 

栃木県保健福祉部保健福祉課 

講義･演習「ﾌｪｰｽﾞに合わせた DWAT の活動について」 

講師 栃木県災害福祉広域支援協議会(WG 員) 

 【県央】 

 社会福祉法人同愛会  

コミュニティサポートセンターひかり 

伊藤 淳一氏 

株式会社 Bluebird ソーシャルワーク鹿沼 

川田 雅一氏 

【県南】 

社会福祉法人飛山の里福祉会 

真岡市障害児者相談支援センター  疋田 友子氏 

社会福祉法人渡良瀬会水車      柏瀬 旬氏 

【県北】 

栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会 

                  池澤 守氏 

学校法人国際医療福祉大学  

老人保健施設マロニエ苑      河原 典子氏 

18 人 

28 人 

14 人 

計 60 人  

  

③ 栃木県災害福祉支援チーム員リーダー養成研修会の開催 
期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.3.10(火) 宇都宮市 

とちぎ福祉

・講義「DWAT による災害時要配慮者支援の実際 

～リーダー（班長）の役割について考える～」 

29 人  
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プラザ  ・演習「DWAT の活動におけるリーダーに求められるこ

と」 

講師 華頂短期大学 幼児教育学科  

教授 武田 康晴氏  
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Ⅷ 県社協の組織活動の強化 

 

１１  組組織織体体制制のの充充実実  

⑴ 理事会・評議員会等の活性化 

     会務の適正な運営等を図るため、理事会、評議員会等を開催した。 

① 理事会の開催 

期 日 場 所 議 事 

第１回 

R7.6.9(月) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

〔議題〕 

⑴令和６年度事業報告について 

⑵令和６年度一般会計及び生活福祉資金会計等決算につい 

 て 

⑶令和７年度生活福祉資金会計等予算の補正について 

⑷役員候補者の選任について 

⑸評議員選任・解任委員会委員の選任について（欠員によ

る選任） 

⑹評議員選任・解任委員会委員の選任について（任期満了

による選任） 

⑺評議員選任候補者の推薦及び評議員選任・解任委員会の

開催について 

⑻令和６会計年度に関する定時評議員会（令和７年度第１

回評議員会）の招集について 

〔報告〕 

⑴会長及び常務理事の職務の執行状況について 

⑵会長専決事項について 

ア 令和６年度生活福祉資金会計等予算の補正について 

イ 令和６年度一般会計の流用について 

ウ 職員の任免及び課長・所長・室長職以上の人事の発令

について 

⑶運営適正化委員会の業務報告について 

第２回 

R7.6.27(金) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

〔議題〕 

⑴会長、副会長及び常務理事の選定について 

第３回 

R8.3.11(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ  

〔議題〕 

⑴令和７年度生活福祉資金会計等予算の補正について 

⑵社会福祉法人栃木県社会福祉協議会定款の一部変更につ

いて 

⑶社会福祉法人栃木県社会福祉協議会経理規程等の一部改

正について 

⑷令和８年度事業計画（案）について 

⑸令和８年度一般会計及び生活福祉資金会計等予算(案) 

について 

⑹理事候補者の選定について 

⑺評議員選任・解任委員会委員の選任について 

⑻評議員選任候補者の推薦及び評議員選任・解任委員会の

開催について 

⑼役員等損害賠償責任保険契約の締結について 

⑽令和８年度における常勤役員の報酬月額及び勤勉手当の 
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額について 

⑾令和７年度資金運用状況及び令和８年度資金運用計画 

(案)について 

⑿令和７年度第２回評議員会の招集について 

〔報告〕 

⑴栃木県社会福祉協議会活動推進計画（第４期）における

令和６年度点検・評価及び第５期計画の策定について 

⑵会長及び常務理事の職務の執行状況について 

⑶会長専決事項について 

ア 令和７年度一般会計及び生活福祉資金貸付事務費会

計予算の補正について 

イ 令和７年度一般会計予算の大区分間流用について 

第４回 

R8.3.30(月) 

決議の省略

の方法によ

る 

〔議題〕 

⑴副会長の選定について 

 

② 評議員会の開催 

期 日 場 所 議 事 

第１回 

R7.6.25(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ  

〔議題〕 

⑴令和６年度事業報告について 

⑵令和６年度一般会計及び生活福祉資金会計等決算につい 

 て 

⑶令和７年度生活福祉資金会計等予算の補正について 

⑷役員の選任について 

第 2回 

R8.3.23(月) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

 

〔議題〕 

⑴令和７年度生活福祉資金会計等予算の補正について 

⑵社会福祉法人栃木県社会福祉協議会定款の一部変更につ

いて 

⑶令和８年度事業計画（案）について 

⑷令和８年度一般会計及び生活福祉資金会計等予算（案） 

について 

⑸理事の選任について 

⑹令和８年度における常勤役員の報酬月額及び勤勉手当の 

額について 

〔報告〕 

⑴栃木県社会福祉協議会活動推進計画（第４期）における

令和６年度点検・評価及び第５期計画の策定について 

 

 

  ③ 会長・副会長会議の開催 

期 日 場 所 議 事 

第１回 

R7.5.28(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

〔議題〕 

⑴令和６年度事業報告について 

⑵令和６年度一般会計及び生活福祉資金会計等決算につい 

 て 

⑶令和７年度生活福祉資金会計等予算の補正について 

⑷役員候補者の選任について 

⑸評議員選任・解任委員会委員の選任について（欠員によ

る選任） 

⑹評議員選任・解任委員会委員の選任について（任期満了

‒105‒



- 106 - 

による選任） 

⑺評議員選任候補者の推薦及び評議員選任・解任委員会の

開催について 

⑻令和６会計年度に関する定時評議員会（令和７年度第１

回評議員会）の招集について 

〔報告〕 

⑴会長及び常務理事の職務の執行状況について 

⑵会長専決事項について 

ア 令和６年度生活福祉資金会計等予算の補正について 

イ 令和６年度一般会計の流用について 

ウ 職員の任免及び課長・所長・室長職以上の人事の発

令について 

⑶運営適正化委員会の業務報告について 

第２回 

R8.2.25(水) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

〔議題〕 

⑴令和７年度生活福祉資金会計等予算の補正について 

⑵社会福祉法人栃木県社会福祉協議会定款の一部変更につ

いて 

⑶社会福祉法人栃木県社会福祉協議会経理規程等の一部改

正について 

⑷令和８年度事業計画（案）について 

⑸令和８年度一般会計及び生活福祉資金会計等予算(案) 

について 

⑹理事候補者の選定について 

⑺評議員選任・解任委員会委員の選任について 

⑻評議員選任候補者の推薦及び評議員選任・解任委員会の

開催について 

⑼役員等損害賠償責任保険契約の締結について 

⑽令和８年度における常勤役員の報酬月額及び勤勉手当の 

額について 

⑾令和７年度資金運用状況及び令和８年度資金運用計画 

(案)について 

⑿令和７年度第２回評議員会の招集について 

〔報告〕 

⑴栃木県社会福祉協議会活動推進計画（第４期）における

令和６年度点検・評価及び第５期計画の策定について 

⑵会長及び常務理事の職務の執行状況について 

⑶会長専決事項について 

ア 令和７年度一般会計及び生活福祉資金貸付事務費会

計予算の補正について 

イ 令和７年度一般会計予算の大区分間流用について 

 

  ④ 監事監査の実施 

期 日 場 所 議 事 

R7.5.23(金) 宇都宮市 

と ち ぎ福

祉プラザ 

⑴令和６年度事業報告概要説明 

⑵令和６年度一般会計及び生活福祉資金会計等決算概要説  

 明 

⑶書類（帳簿等）審査 

⑷講評 
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⑤ 評議員選任・解任委員会の開催 

期 日 場 所 議 事 

第１回 

R7.6.12(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

評議員の選任について 

第２回 

R8.3.13(金) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

評議員の選任について 

 

 ⑵ 部会活動の充実・強化 

① 市町社会福祉協議会部会の開催〔再掲〕 

期 日 場 所 内  容 参加者数 

R8.3.3 

(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

・基調報告「地域福祉推進委員会 令和７年度協議内容

の報告」 

 報告者 菅谷 斉氏 令和７年度全国社会福祉協議会地

域福祉推進委員会 委員／社会福祉法人栃木市社会福

祉協議会 常務理事兼事務局長 

・協議 

⑴社協の総合力向上に向けた経営基盤の強化について 

⑵地域共生社会の実現に向けた地域福祉推進基盤の強

化について 

12 人 

 
  ② 社会福祉施設部会の開催〔再掲〕 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R8.3.9 

（月）

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

(1) 部会長及び副部会長の選出について 

(2) 令和7年度社会福祉施設部会事業の実施状況につ

いて 

(3)令和8年度社会福祉施設部会の事業計画（案）に

ついて 

(4)社会福祉施設をとりまく最近の動向について

（情報交換） 

(5)その他 

6 人 

 

 ⑶ 事務局体制の強化 

  ① 活動推進計画の事業点検・評価の実施 

    本会活動推進計画の確実な推進を図るため、令和５年度実施事業について、事業点検・

評価を実施した。 

また、評価結果について、理事会、評議員会に報告した。[再掲] 

   ・活動推進計画推進委員会の開催 

期 日 場 所 内 容 

R7.8.28(木) 

 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

⑴活動推進計画（第４期）に係る令和６年度事業 

点検・評価について 

 

② 衛生委員会の設置及び開催 

職員の衛生に関する事項を総合的に調査審議するため、衛生委員会（年２回）及び衛生

教育（１回）を開催した。 

また、快適な職場環境の整備及び健康診断の実施その他健康の保持増進に努めた。 
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③デジタル化の推進 

  局内に部署横断的な DX 推進プロジェクトチームを設置し、DX 推進に向けた検討会議

（年６回）を実施した。DX 推進ビジョンに基づき、生成 AI や kintone 等の導入やセキュ

リティの強化（IT環境整備）、生成 AI活用研修及び勉強会の実施や DXを含めた業務改善

への意識醸成（●X 文化醸成）、発送業務等の定型業務の効率化や業務改善ツールの導

入・活用研究と局内展開（業務プロセスの改善）を実施した。 

 

 ⑷ 危機管理体制の強化 

  ① 災害対応訓練の実施 

期 日 内 容 

R7.8.31（日） ⑴福祉救援災害対策本部設置訓練 

⑵通信訓練（安否確認訓練） 

⑶情報収集・発信訓練 

 

② 災害時の活動資金となる災害活動資金準備積立金の充実 

（令和７年度末積立金残高 10,182,978 円） 

 

  ③ マニュアル・BCP の見直し、必要資機材等の確保・補充 

    災害時においてより適切かつ迅速な対応ができるよう災害対応マニュアル及び BCP の改

訂を行った。また、災害用備蓄品の補充を実施した。 

 

 ⑸ 職員の資質の向上 

  ① 社会福祉主事資格認定通信課程及び社会福祉士通信課程受講料等の助成 
実績なし 

② 職員研修の実施 

期 日 場所 内 容 参加者数 

R8.2.16(月) 

R8.2.26(木) 

とちぎ福祉

プラザ 

講義「苦情につながらないための接遇等につ

いて」 
講師 有限会社エファ 代表取締役  

菊地 理恵氏 

83 人 

 

 ⑹ 政策提言（ソーシャルアクション）機能の強化 

   県内民間福祉関係団体の意見を取りまとめ、栃木県及び宇都宮市へ要望書を提出した。 

期 日 場 所 内 容 

R7.9.5(金) 宇都宮市 ニューみくら 各団体による栃木県への要望内容説明及び意

見交換 

R7.9.26(金) 宇都宮市 宇都宮市役所 各団体による宇都宮市への要望内容説明及び

意見交換 

  

 ⑺ 社会福祉関係制度への対応強化 

      制度改正に合わせて適宜対応した。 

  

２２  運運営営基基盤盤のの強強化化 

⑴  会員事業の充実 

  ① 普通会員 会員数 542（団体）   会費 7,994,400 円 

  ② 賛助会員 会員数  65（人・団体） 会費  625,000 円 
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 ⑵ 多様な財源の確保 

  ① 図書斡旋、広告掲載等 

図書の斡旋等を行い自主収入を得るよう努めた。 

（資料・図書等頒布収入 3,049,283 円、広告料収入 5,400,000 円、図書斡旋等による 

手数料収入 207,717 円） 

 

  ② 有料駐車場の運営 

    栃木県から栃の実駐車場及び本町合同ビル駐車場を借り上げ、駐車場の管理運営を行っ

た。 

    また、収入増を図るため、栃の実駐車場において月極利用を実施した。 

ア 利用台数 57,872 台（栃の実駐車場 22,004 台、本町合同ビル駐車場 35,868 台） 

イ 月極契約 20 台／月 

ウ 売上高  29,439,660 円 

 

③ 栃木県地域福祉振興基金（栃の実基金）の造成及び適切な運用等 

ア 基金の造成 

     寄附 14 件 484,758 円  

令和７年度末基金残高 1,356,091,433 円 

 イ 基金の適切な運用等 

     円滑な事業推進ができるよう、有価証券を購入する等基金の運用益を確保した。 

 ウ 栃木県地域福祉振興基金運営委員会の開催 

回 数 期 日 場 所 内 容 

第 1回 R8.2.6(金) 宇 都 宮 市 

とちぎ福祉

プラザ 

⑴令和７年度事業実施状況について 

⑵令和８年度事業計画（案）について 

⑶基金の運用について 

 

④ 自主事業等の開催 

本会の魅力発信及び人材確保を目的に、オープンカンパニーを開催した。 

回数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

第 1回 R7.7.23(水)

～25(金) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

(1)事業説明（オンライン） 

(2)職場体験 

【第 1回】 

・リメイク帽子作り（地域福祉・ボラン

ティア課） 

・無料職業紹介業務体験（福祉人材部） 

・館内見学（プラザ管理課） 

・情報発信に関するワーク（総務企画

課） 

【第 2回】 

・コミュニティサポートセンターひかり

見学（施設福祉課） 

・相談業務についてのワーク（福祉資金

課） 

・子ども食堂やサポートセンターの説明

及びデザート作り（地域福祉・ボラン

ティア課） 

【第 3回】 

2 人 

 

第 2 回 R7.8.27(水) 

～29(金) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

5 人 

第 3 回 R8.2.17(火)

～19(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉

プラザ 

4 人 
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・日常生活自立支援事業事例紹介、権利

擁護実践事例・検討、県社協における

後方支援（権利擁護課） 

・研修会受付業務体験、求職相談体験

（福祉人材部） 

・視聴覚障害者情報センター業務体験

（視聴覚情報センター） 

・館内見学を通したバリアフリー実践に

ついての検討（プラザ管理課） 

(3)若手職員との座談会 

(4)その他 

 

 

 

３３  経経営営のの透透明明性性のの確確保保及及びび適適正正なな組組織織運運営営  

 ⑴ 情報公開の促進 

   社会福祉法第 59 条の２第２項で定められている定款及び貸借対照表、収支計算書、現況

報告書をインターネットの利用により公表するとともに、情報開示請求への適切な対応を図

るため、ファイル基準表及び文書ファイル管理台帳の整備を行った。 

 

 ⑵ 個人情報の適切な管理 

   本会個人情報保護規程に基づき、個人情報等の適切な取扱いに努めた。 

 

⑶ 苦情への適切な対応 

   広報紙やホームページ等により本会の苦情解決体制について周知し、利用者等からの苦情

の解決に努めた。 

 

⑷ 広報活動の充実〔再掲〕 

① ふくしとちぎの発行  
     本会事業をはじめ県内の福祉情報を提供するため、本会広報紙ふくしとちぎを発行した。

（No.526～No.531（隔月６回）発行 発行部数 各 7,500 部） 

 

  ② 福祉人材・研修センターニュースの発行 

    福祉職に関する情報提供やセンターのＰＲのため、福祉人材・研修センターニュースを

発行した。 

（No.221～No.224（４回）発行 発行部数 各 2,000 部） 

 

③ 点字図書館だよりの発行 

新刊図書案内、センターからのお知らせ等を提供するため、点字図書館だよりを発行し、

利用者及び関係機関への広報を行った。 

（４回発行 発行部数 各 810 部） 

 

  ④ ｅａｒたより 21の発行 

    聴覚に障害のある方への情報提供のため、earたより21を発行した。 

（４回発行 発行部数 各 850 部） 

 

⑤ ホームページの充実 
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本会ホームページにより、福祉関連の各種講座研修情報、本会の業務内容、災害ボラン

ティア情報等について県民に情報提供を行った。 

 

  ⑥ ソーシャルメディア等の活用による情報発信 

    本会公式ＳＮＳとして Facebook 及び Instagram により、本会事業等について情報発信

を行った。 

 

SNS アカウント 投稿回数 
「いいね」合計数 

(R8.3.31 時点) 

「いいね」平均数 

(R8.3.31 時点) 

Facebook 10 回 34 3.4 

Instagram 56 回 1,661 29.7 

 

  ⑦ 栃木県民福祉のつどいの開催・県社協会長表彰の実施 

    県民全体が福祉について考え、参加者が自らの活動への意欲を高めることを目的として、

栃木県を含む９団体と協同で「第 31 回栃木県民福祉のつどい」を開催した。 

    また、その席上で県内の社会福祉に功労のあった者を対象に、県社協会長表彰を実施し

た。（表彰 3団体 235 人） 

期 日 場 所 内 容 参加者数 

R7.8.21 

(木) 

宇都宮市 

宇都宮市文化会

館 

式典 

・知事表彰、各団体会長表彰 

・県民福祉宣言 

・斉唱 県民の歌 

363人 
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